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			Ｃｏｎｔｅｎｔｓ

			　

			01　崩落の跡で ～ケイ視点～

			02　河原での睨み合い

			03　嫌いな相手

			04　重なる襲来

			05　追い掛ける／追い詰められる

			06　蜘蛛糸に捕らわれる

			07　ふたつの可能性

			08　奇妙な夢 ～リリィ視点～

			09　狂気が導くひとつの答え ～リリィ視点～

			10　高屋純攻略戦 ～リリィ視点～

			11　消耗戦 ～リリィ視点～

			12　駆け引きとその顛末

			13　狂獣との戦い

			14　託される想い（偽） ～リリィ視点～

			15　託されぬ想い（真） ～リリィ視点～

			16　繋がる希望

			17　限界を超えて

			18　謎めいた笑み ～狂獣視点～

			19　愛してるをきみに

			番外編１　人形の背を押す少女 ～加藤真菜視点～

			番外編２　わたしと彼の関係 ～飯野優奈視点～

		

	
		
			モンスターのご主人様⑥

			日暮眠都

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			カバーデザイン・百足屋ユウコ＋松田マサヨシ（ムシカゴグラフィクス）

		

	
		
			　

			01　崩落の跡で　～ケイ視点～

			　

			　人間の頭ほどの大きさの土塊が、いくつも壁面から剥はがれ落ちる。

			　数秒ののち、土塊はどぼんと音を立てて、崖下の渓流に水柱を上げた。

			　川の流れは速く、ごうごうと音を立てている。数メートルにわたって崩落した山道の縁に立ち、白く泡立つ水面を眺めながら、わたしは顔から血の気が引いていくのを感じていた。

			「……た、孝たか弘ひろさんたちは？　どうなったの？」

			　忙せわしなくあたりを見回す。けれど、ここまで一緒に旅をしてきた人たちの姿は、その大半を見付けることができなかった。

			　唐突にわたしたちの前に現れ、襲い掛かってきた『韋い駄だ天てん』飯いい野の優ゆ奈なを退けるために、真ま菜なさんの指示のもと、崖崩れを引き起こしたのはガーベラさんだった。続けて、真菜さんは自分自身を囮おとりとして、閃せん光こうの魔石による不意打ちを行った。この不意打ちは成功したのだけれど、同時に孝弘さんたちまで巻き込まれてしまったようだった。

			「落ち着きなさい、ケイ」

			　動揺を隠すことのできないわたしの様子を見かねたのか、騎士鎧に身を包んだシラン姉様が声をかけてきた。

			「焦ってはなりません。こういうときこそ、きちんと考えを巡らせなければ。誤った選択をしてしまえば、それこそ手遅れになりかねません」

			　元から謹厳な顔立ちは、ますます厳しく引き締められていた。

			「姉様……」

			「崖崩れに巻き込まれずに済んだのは、わたしたちだけのようですね」

			　わたしと違って、こういう非常時でも冷静さを保っている姉様は、眼帯に隠れていない左の碧へき眼がんを、もうひとりこの場に残された人物に向けた。

			「そのようだの」

			　蜘く蛛もの脚を駆使して、崖を登ってきたガーベラさんが頷うなずいた。

			　その全身は、ずぶ濡れになってしまっている。みんなが崖崩れに巻き込まれたと知るや、彼女は川に飛び込んでいた。手ぶらでいるのを見る限り、残念ながら収穫はなかったらしい。

			「くぅー……」

			　鳴き声が聞こえて、わたしは視線を落とした。

			　大きな尻尾しつぽをしょげさせた仔こ狐ぎつねの姿があった。

			「あやめちゃんも無事だったんだ」

			　この場にいるのは、これで全員だった。わたしは身を屈めて、小さな体を抱き上げる。

			「あれ？　だけど、あやめちゃんは孝弘さんの近くにいたような……」

			「どうも主あるじ殿どのが投げて寄よ越こしたらしいの」

			　ぐっしょりと水を吸った長い髪を絞しぼりながら、ガーベラさんが答えた。

			「崩ほう壊かいに巻き込まれんようにするためだろうな。実は、加藤殿が閃せん光こうの魔石を使った直後、妾わらわは咄とつ嗟さに、主殿がおった場所に蜘く蛛も糸を投げたのだ。しかし、なにも捉えられんかった。どうやら主殿は、なんらかの意図を持って、妾より一足早く動き出していたらしいの」

			　そこまで言ったところで、ガーベラさんは少しほっとした様子を見せた。

			「……崩落した岩の下敷きになった者はおらんかった。みな、川に流されたと見て、間違いはなかろう」

			　その確認をするために、さっきは川に飛び込んでいたらしい。

			　ガーベラさんは、遠くに視線を飛ばした。

			「主殿の気配は……かなり遠いな。この急流だ。無理もないか」

			「ガーベラ殿。この場合、気にかけるべきは真菜殿のほうでしょう」

			　シラン姉様が口を挟んだ。

			「この程度の崩落でしたら、魔力をそれなり以上に扱える孝弘殿は問題ないでしょうが……真菜殿は違う。心配です」

			「うむ。それもそうだな。岩の下敷きになっておる者がおらんことは確かめられたわけだし、まずは加藤殿を……ん？　いや、待てよ。ひょっとして……」

			　ガーベラさんは、なにかに気付いたような顔をした。

			　どうかしたのだろうか。

			　少し考え込む様子を見せたガーベラさんは、最後にひとつ頷うなずいた。

			「……いや。加藤殿なら大丈夫だ」

			「え？」

			「考えてみれば、あの場面、目潰しの利かぬ者がふたりおったのだったな」

			　それが、真菜さんの無事を確信する理由だったのだろうか。

			　ガーベラさんは、服の裾すそを絞ると腰を上げた。

			「そうとわかれば、うかうかしておれぬ。主殿たちと合流を……っと？」

			　その拍子に、少しよろめいた。

			　優奈さんとの戦闘で、８本ある脚のいくつかを失っているせいだった。

			　残った脚ですぐに体勢を整えると、ガーベラさんはこちらを振り向いた。

			「妾わらわは主殿たちと合流する。あやめはケイの護衛役として残していくから、お主らはここで待っておれ」

			「確かに、移動速度を考えると、そのほうが早いでしょうが……その体で大丈夫ですか？」

			　シラン姉様は、気遣わしげな顔を見せた。

			「いまでもわたしが、上位の回復魔法を使えればよかったのですが」

			　ガーベラさんの自然治癒能力なら、かつての姉様や、リリィさんのレベルの回復魔法があれば、そう時間をかけることなく脚を再生することも可能だ。

			　けれど、姉様はチリア砦とりででの戦いで『デミ・リッチ』となったあと、回復魔法を失っている。わたしも回復魔法は使えるけれど、姉様ほど高度なものとなると無理だ。第二階かい梯ていに手が届くかどうかという程度では、完治するまでにかなりの時間がかかってしまう。

			「なに。戦力が落ちておることは否定せんが、それでも、そこらのモンスターを蹴け散ちらすくらいならわけはない。心配は要らんよ」

			　ガーベラさんは自信ありげに言ってのけると、地面を蹴った。脚の何本かを失っているせいか、跳躍を繰り返すようにして移動する。その白い姿は、すぐに視界から消えていった。

			　わたしは、胸のあやめちゃんを抱き締めると、ぎゅっと目を瞑つぶった。

			　

			　どうか、わたしの大事な人たちが無事でいますように。

			　怪け我がなく戻ってきますように。

			　

			　そう願わずにはいられなかった。

		

	
		
			　

			02　河原での睨にらみ合い

			　

			「……かなり、際どかったな」

			　河原に座り込んで、おれは小さくつぶやいた。

			　目の前にあるのは、白いしぶきをあげる渓流だった。

			　おれたちが利用していた山道の崖下に流れていたのと、同じものである。

			　ガーベラが起こした崖崩れに巻き込まれたおれは、怪け我がこそしなかったものの、足場を失い、下を流れていたこの川に落ちてしまった。

			　川の流れは速く、かなりの距離を流された。飯野にあのままやられてしまわずに済んだだけ上出来とはいえ、元の場所に戻るには、少なからず時間がかかるだろう。

			　溜め息をつくおれの耳には、ぱちぱちと焚たき火の爆はぜる音が聞こえていた。

			　濡れてしまった服を乾かすために、焚いたものだった。

			　裸の上半身に熱を感じながら、視線を渓流から引き戻した。

			　焚き火を囲むのは、他に３人。そのひとりに声をかけた。

			「……加か藤とうさん」

			　呼び掛けに、おさげの少女がこちらを向いた。

			　おれと同じく彼女も上着を乾かしており、上半身は下着姿だった。ほっそりとした肩も、膝を抱えて丸まった背中のラインも、濡れて艶つややかな白い脇腹も露わになっていて、ちょっと目のやりどころに困ってしまう。

			　とはいえ、ここはきちんと顔を見て話をするべき場面だ。

			　おれはなるべく、顔だけに視点を固定した。

			「なんですか、先輩」

			「あまり無茶をするのはやめてくれ」

			　崖が崩落したあの場面、最も大きな危険に晒さらされていたのは、他ならぬ加藤さんだった。おれや眷けん属ぞくたちはともかくとして、魔力もろくに扱えない彼女は、あの崖崩れで死んでいてもおかしくなかった。十分に勝算があったからこそ行動を起こしたのだろうが、もしもなにかが間違っていたらと思うと、ぞっとする。

			「ですけど、あの場面は……」

			　なにかを言いかけた加藤さんが、おれの顔を見て言葉をとめた。

			「……いえ。わかりました。なるべく気をつけます」

			「その返答だと、全然、安心できないんだが……」

			「ふふ。すみません」

			　加藤さんが口元をほころばせる。控えめだが、可か憐れんな微ほほ笑えみだった。

			「心配していただいてありがとうございます」

			「……ああ」

			　なるべく顔だけしか見ないようにしていても、肩から下を完全に視界から消すことはできない。加藤さんが少し身じろぎをした拍子に、リリィと比べれば慎ましいにせよ、十分に少女らしいふたつのふくらみが、抱えた膝との間で柔らかくたわむのが目についてしまう。

			　おれは慌てて、加藤さんから目を逸らした。

			　……そういう目で、彼女を見てはいけない。

			　それはわかっているのだが、おれも男だ。ほんの一瞬たりとも、とはいかない。

			　というか、互いに半はん裸らでいて反応しないのは、生物として不可能だ。

			　相手が加藤さんくらい可愛かわいい女の子であれば、なおのことだ。

			　彼女に対する偏へん見けんがなくなったことで、唯一、失敗したと思うのが、これかもしれない。不気味だと思っていた頃は、まだよかったのだが……。

			「ご主人様」

			　と、声をかけてきた相手がいたことで、意識が他よ所そに逸それてくれたのはありがたかった。

			「お寒くありませんか。火が足りないようでしたら、薪たきぎを集めて参りますが」

			「大丈夫だ」

			　声の主は、ローズだった。くすんだ銀髪を重く濡らした仮面の女が、こちらを向いている。彼女は風邪をひく心配もないので、濡れた服は着たままでいた。

			　ただ、硬質なマネキンの体に服の布地が張り付いているのは、これはこれで妙な生々しさがあった。ローズ自身が無防備なのと、あとは、おれのなかに、加藤さんに女を感じてしまった余よ韻いんが、まだ残っている部分もあるのかもしれない。

			　おれは溜め息をひとつついて、意識を切り替えた。

			　すると、ローズの腹部に走った亀き裂れつが、服の上に皺しわとなって現れているのが目についた。

			　先程の戦闘で、飯野に殴りつけられたときに受けた損傷だった。痛々しさに眉が寄った。

			「お前こそ、体は大丈夫か？」

			「戦闘は可能です」

			　体を気遣った問い掛けに対するローズの返答は、微妙にずれたものだった。

			　同時にそれは、常におれを守ろうとしてくれる彼女らしい言葉でもあった。

			「ただ、多少なりダメージの影響が出ることは避けられないでしょう」

			「それは、まあ仕方がないな」

			「パーツを交換したいところですが、荷物は車体ごとばら撒まかれてしまいました。せめて魔法の道具袋だけでも回収できればよいのですが……胴体パーツをはじめとしたスペア・パーツは、ひと通り、あのなかに入れておりましたので」

			「ごめんなさい、ローズさん。緊急のことでしたから、そこまで頭が回らなくて……」

			　崖崩れを意図して起こさせた張本人である加藤さんが、すまなさそうに眉を下げた。

			「いえ。気にする必要はありません。パーツについては、また作ればよいことですから」

			　身を縮める友人に、ローズは首を横に振ってみせた。

			「魔法の道具袋についても、かなりの部分、解析が終わっていました。仮になくしたとしても、そのうち、自分で作れるようになると思います。それに……悪いのは、真菜ではありませんから」

			「……なによ。悪いのはわたしだっていうの？」

			　焚たき火を囲む最後のひとりが、不満そうな声をあげた。

			　艶つややかな黒髪に、鋭い顔つき。ほっそりとした体には、見た目とは裏腹に、桁けた外れのエンジンが積まれている。

			　飯いい野の優ゆ奈な。『韋い駄だ天てん』の二つ名を持つチート持ちの少女だった。

			　しかし、いまの彼女はその自慢の速力を失っていた。

			　座り込んだ彼女の、前に投げ出された両足は、左は太ふと腿ももに血が染しみた布が巻かれており、右は布と木の枝を使って足首を簡易に固定してあった。

			「ちょっと、真ま島じま！　あんまりじろじろこっち見ないでよ！」

			　おれの視線に気付いて、飯野が柳りゆう眉びを吊り上げた。

			　ちなみに、飯野も下着姿だった。

			　チート持ちが風邪をひくとも思えないが、濡れたままが気持ち悪いと脱いだのだ。

			　非難の視線を向けてくる彼女を、おれは半眼で見返した。

			「……お前の裸には興味ないから安心しろ」

			「なっ!?」

			　胸は薄いが、飯野は美人だ。すらりとした体も、綺き麗れいだと思う。

			　けれど、その下着姿には、不思議となにも感じなかった。

			　なんというか、どうでもいい。

			　まあ、当然といえば、当然のことではあった。

			　こうして同じ焚たき火を囲んでいるものの、飯野は敵なのだから。

			　――現状は、奇妙な膠こう着ちやく状態と言うべきものだった。

			　自慢の足を一時的に失っている『韋い駄だ天てん』だが、だからといって、おれとローズの手に負える相手ではない。襲い掛かったところで返り討ちにされるだけだ。

			　逆に飯野も、あの怪け我がではおれたちに襲い掛かることはできない。念のため、ある程度、距離を取っているし、警戒もしている。

			　それに、おれたちを捕まえたところで、歩けなければ連れ帰ることはできない。飯野が回復魔法を使えない、完全な前衛タイプだったのは幸いだった。

			　どうしてこのようなことになっているのかといえば、大体、加藤さんが原因だった。

			　あの瞬間、あわや崖崩れに巻き込まれる状況で、加藤さんは閃せん光こうの模造魔石を使った。考える暇さえないあのタイミングで、しかも、警戒もしていない相手からの不意打ちだったため、飯野はもろに眼潰しを喰らった。同時に、その場にいた他の者たちも、彼女ほどではないにせよ、視界を失い行動に制限がかかった。

			　ただ、まったく問題なく動けた者もいた。

			　ひとりはローズ。もうひとりはアサリナだった。

			　彼女たちはどちらも、眼球で世界を見ているわけではない。当然、眼潰しなど、なんの障害にもならなかった。

			　考えてみれば、加藤さんは信頼するローズのこうした性質を考慮したうえで、あんな無茶な作戦をガーベラに授けたのかもしれない。

			　ローズなら、きっと自分を助けてくれるだろうと。

			　実際、ローズは降りかかる土砂から加藤さんを守るべく動いていた。

			　そして、おれもまた、加藤さんとローズを回収するために、アサリナに指示を出していた。

			　その際に、飯野まで巻き込んでしまったのは、ある種の必然だったと言える。

			　なぜなら加藤さんは、直前に取り落としていたナイフを拾い上げると、視界を失って突っ込んできた飯野ともつれ合った際に、その太ふと腿ももにナイフを突き立てていたからだ。

			　さすがローズ謹きん製せいのナイフ。無防備なところを狙ったとはいえ、『韋い駄だ天てん』の肉体にも、きっちりダメージを与えてみせた。飯野のもう一方の足も、その痛みに気を取られていたせいで、崩落に巻き込まれた際に関節を痛めたものらしい。

			　それとも、この場合、さすがというべきは、加藤さんのほうだろうか。

			　敵に対しては、本当に容よう赦しやがない。もっとも、こうでもしなければ飯野の戦闘能力を削ることはできなかったから、その判断は的確なものと言えた。

			「ところで、先輩。これからどうしましょうか」

			「そうだな……」

			　加藤さんが尋ねてきたので、おれは腕組みをして少し考えた。

			「まずは、リリィたちと合流だな」

			　ここにいない他のみんなとは、はぐれてしまっていた。

			　眼潰しの光が弾ける寸前に見えた光景では、山道の後方にいたシランとケイ、それとガーベラは、位置的に土砂崩れに巻き込まれていなかった。これは、ガーベラが車を前方の岸壁に投げつけたためだ。

			　それと、加藤さんの意図がわかった時点でおれは、近くにいたあやめをガーベラのいるほうに放り投げておいた。あれで、あやめは崖崩れに巻き込まれなかったはずだ。ただ、咄とつ嗟さのこととはいえ、乱暴なことをしてしまったのは事実なので、あとで謝ろうと思う。

			　運が悪かったのは、リリィだった。

			　彼女は擬ぎ態たいしている間、その対象の体の構造に引き摺ずられる。眼潰しもばっちり効いていたはずで、そのうえで崖崩れに巻き込まれてしまった。

			　あの程度のことで、モンスターであるリリィの身に深刻な危険は生じない。だが、川に流された際に、彼女はひとりはぐれてしまっていた。現在はこちらに向かっていることが、パスを通じて感じられる。

			　これらの状況を踏まえたうえで、おれは口を開いた。

			「ここで、リリィたちが来るのを待とう。特に、リリィには狼おおかみの鼻がある。下手にこちらから探しに出るより、見付けてもらったほうがいいだろう。それから、改めてガーベラたちと合流すればいい」

			　性格からすると、すぐにでも追い掛けてきそうなガーベラだったが、どうも動きが鈍かった。パスではなんとなくしか方向がわからないのに加えて、飯野との戦闘で脚の何本かを失ってしまっているせいだろう。向こうには、他にシランとケイがいるが、いまやアンデッド・モンスターのシランは回復魔法が使えず、ケイの魔法の腕前では、切り落とされたガーベラの脚を回復させるのには力不足だ。恐らくだが、合流はリリィのあとになりそうだった。

			「そのあとは、どうしますか？」

			「それは、これまで通りだ。山道に戻って、アケルを目指す」

			「ちょっと待ちなさい、真島。あなた、逃げるつもり？」

			　そこで、飯野が口を差し挟んできた。

			　おれはうろんな目を向けたが、彼女は気にした様子もなく、剣けん呑のんな目をこちらに向けた。

			「わたしと一緒に帝国に戻りなさい」

			　さっきから、飯野は終しゆう始しこの調子だった。

			　正直、面倒くさい。おれとしては、関わり合いになりたくないというのが本音のところなので、互いに手が出せなくなった時点で、さっさと逃げ出してしまいたいくらいだった。

			　にもかかわらず、おれがこうして飯野と焚たき火を囲んでいるのは、情報収集のためだった。

			　言葉を交わさなければ、引き出せる情報も引き出せない。彼女と会話をする必要があった。

			　ただ、どうしても口から出る言葉は、険を含んだものになってしまった。

			「帝国に戻れ、と言われてもな。突然、襲い掛かってきた相手にそう言われて、はいはいとついていけるわけがないだろう」

			「なにそれ」

			　飯野もまた、表情を険しくした。

			「……ちょっと待って。突然、襲い掛かってきたって、どういうこと？　先に手駒をけしかけてきたのは、あなたのほうでしょう」

			「おれが？　なんの話だ。というか、手駒とか言うのはやめろ。先に敵意を向けてきたのは、間違いなくお前だろうが」

			「だからって、いきなり攻撃を仕掛けさせる!?」

			「こっちは突然、通り魔的に殺されそうになったんだぞ。リリィたちが反撃するのは、当たり前だろ」

			「と、通り魔!?　なによ、それ！　いきなり殺そうとするわけないでしょ！」

			　まったく話が噛み合わない。

			　互いに睨にらみ合ったところで、ぱんと手を叩く音がした。

			「とりあえず、お互いに状況を共有してはいかがですか？」

			　加藤さんだった。

			　静かな声を聞くことで、頭に昇りかけていた血が少し落ち着いた。

			　それで、自分がまるで感情を制御できていなかったことにも気付いた。

			　こちらに向けられた加藤さんの視線は、宥なだめるような優しいものだ。

			　おれは、決まり悪く頭を掻かいた。

			　深呼吸をひとつ。少し、落ち着こう。

			　リリィたちを傷付けられたことについては、腹が立つし不愉快だ。しかし、それで平静を失っていては、話し合いは成立しないし、情報だって得られない。

			　ちょっと冷静になって、さっきの飯野の発言について考えてみよう。

			　飯野はおれがチリア砦とりでを襲しゆう撃げきしたひとりだと考えて、追い掛けてきた。

			　おれを捕まえようとしていただけで、こちらを殺すつもりはなかった。

			　なるほど。飯野からすれば、容疑者を追跡して、疑惑を突きつけたら、逆上して襲い掛かってきた……くらいの印象なのかもしれない。

			　もちろん、こちらにはこちらの言い分がある。

			　だが、飯野にだって言いたいことくらいあるだろう。

			　……まあ、そもそも、ことの発ほつ端たんは飯野の勘違いなのだが、そこは置いておくとして、不幸な行き違いがあった部分がないわけではない。

			　おれは肩から力を抜いて、無意識のうちに上げていた腰を下ろした。

			「……わかった」

			　そんなおれに笑みを向けると、一転して加藤さんは、温度の低い視線を飯野に向けた。

			「飯野さんも。なにかおかしいとは思っているんでしょう？」

			「……それは」

			「少なくとも、先輩の眷けん属ぞくが操り人形だということに関しては、違うとわかっているんじゃないですか？　ガーベラさんも、リリィさんも、必死にあなたから先輩を守ろうとしていた。あなたには、あれが操り人形に見えたんですか？」

			　飯野は、むっと唇を引き結んだ。

			　彼女はガーベラとの戦闘中に、なにか疑問を持った様子でいた。加藤さんの指摘は、飯野のなかにあった違和感を、的確に捉えたものだったのだろう。

			「それに……ここにいるローズさんだって。意思のない人形だなんて言わせません」

			　最後、妙な気迫を込めて加藤さんは言うと、無意識なのか、地面に置いたローズ謹きん製せいのナイフの柄に指を這わせた。

			　それを見て、うぐっと飯野が呻うめき声をあげた。

			「……わかったわよ」

			　やや不ぶ承しよう不ぶ承しようのふうを見せながら、飯野も引き下がる。

			　こうして、おれたちは話し合いの機会を設もうけることになった。

		

	
		
			　

			03　嫌いな相手

			　

			　状況を共有するために、まずは、こちらから話をすることにした。

			　２ヶ月前、チリア砦とりででなにがあったのか。そこで、自分たちがなにをしたのか……もっとも、ここにいる加藤さんやローズは、あのとき砦にいなかったので、話をするのは、もっぱら、おれの役目となった。同じ『探索隊』の所属である十じゆう文もん字じ達たつ也やがチリア砦でなにをしたのか、というくだりなど、飯野は途中、何度か口を挟みたそうにしていたが、一応、最後までこちらの言い分を聞き遂げた。

			　次は、飯野の番だ。樹海深部へと、他の転移者たちの救出に向かった飯野の活躍……には興味ないので簡潔に切り上げてもらって、チリア砦に着いたあとのことを聞いた。

			「なるほど。飯野はセラッタに寄っていたんだな」

			　飯野の話に相あい槌づちを打ったおれは、そこで首を傾げた。

			「……それにしては、ずいぶんと追いついてくるのが早くないか」

			　飯野がチリア砦に帰ってきたのが、樹海深部に向かってから１ヶ月と少し。おれたちがチリア砦を出てから２ヶ月近く経っているから、チリア砦での滞在時間を考えると、飯野はたった20日ほどで、おれたちに追いついてきた計算になる。それも、セラッタに寄り、そのあとにエベヌス砦とりでまで足を延ばして探索隊のリーダーに情報を渡したうえでだ。おれたちにとって急ぐ旅路ではなかったとはいえ、たったの20日程度で追いついてくるのは、異常な速度と言える。

			　しかし、飯野はなんでもないことのように、ふんと鼻を鳴らしてみせた。

			「樹海を出るまでは、救出したみんなや帝国騎士団のみなさんと一緒だったけど、そのあとはひとりだったから。セラッタまで、わたしの足なら２日よ」

			「走ったのか……早馬を走らせても、４日はかかる距離のはずなんだが」

			「セラッタからエベヌスまでも２日ね」

			「さすが『韋い駄だ天てん』……」

			　チリア砦を出発して樹海を出るまで、通常なら徒歩で１週間ほどの道のりだ。残留組の学生たちを伴った飯野も、それくらいの時間はかかったはずだった。

			　とすると、チリア砦を出てからの20日から差し引きして、残りは２週間ほど。いま聞いた飯野の速度なら、樹海を出たあと、セラッタを経由してエベヌス砦へ、折り返してセラッタに戻ってくるまでに６日しか掛からない。そこからキトルス山脈に向かってくる時間を考慮に入れても、10日もあればここに着く計算だから、むしろ行程にはかなり余裕があるくらいだった。

			　呆れながらも、おれは続けて尋ねた。

			「それで、飯野は途中で寄ったセラッタで、おれがチリア砦を襲しゆう撃げきしたひとりだと、ルイスって男に聞かされたわけだ？」

			　マクローリン辺境伯領の領軍を率いる男。ルイス＝バード。そいつが今回の一件の原因らしい。あるいは、その立場を考慮すれば、原因は彼自身というよりも、そのうしろにいる人物のほうなのかもしれないが。

			　おれたちの会話を聞いていた加藤さんが、こくりと首を傾げた。

			「飯野さんが聞いたっていう、マクローリン辺境伯の人柄ですけど……わたしたちが聞いていたのとは、ずいぶんと違いますね」

			「なによ。わたしが嘘を言ってるっていうの？」

			　飯野が、じろりとした目を加藤さんに向けた。

			「そうは言っていませんけど」

			「だったら、ルイスさんが？　ルイスさんと話したのは短い時間だったけど、誠実な人だったのは確かよ」

			「そう噛みつくな、飯野」

			　おれは、ふたりの会話に口を挟んだ。

			「おれたちだって、聞いた相手……シランは、嘘を言うような子じゃない。どちらが正しいのかなんてわからないだろう。別の人間から見れば、違ったふうに見えることだってあるだろうしな」

			　おれとしては、シランの言葉を信じたいところだが、飯野がここまで言うのだ。ひょっとしたら、ルイスという男は正義感に溢あふれた好こう漢かんで、今回の一件は単なる勘違いから生まれた災難なのかもしれない。だからこそ、こうも事態がこじれたのかもしれない。

			　それとも、やっぱり彼は、飯野を騙だました卑劣な詐さ欺ぎ師しでしかないのかもしれない。

			　おれにはわからない。

			　だが、そこはさしたる問題ではなかった。

			　問題なのは、理由や思おも惑わくはどうあれ、ルイスが……というか、その背後にいるマクローリン辺境伯が、おれのことをチリア砦とりで襲しゆう撃げきの犯人だと考えているという事実のほうだった。

			　いったいどうして、そのようなことになってしまったのか。

			　事情を正しく知っているはずの同盟騎士団の団長さんは、チリア砦陥かん落らくの責任を問われて帝都に連行された。彼女を拘こう束そくしたのは、マクローリン辺境伯だ。チリア砦の陥落の事情について、十文字や工く藤どうのことが――無責任な流りゆう言げん飛ひ語ご扱いされているにせよ――伝わっていることから、マクローリン辺境伯に対して団長さんから説明があったことはわかる。

			　とすれば、マクローリン辺境伯は、彼女の言うことを信じなかったのか。

			　そうだとしても、不思議はない。マクローリン辺境伯家と、アケルを含んだ北域五国は歴史的に不仲だということだし、なにより、モンスターを率いるおれの能力は、この世界では受け入れがたいものだ。実際に、もうひとりのモンスター使いである工藤が砦を襲っている以上、疑われるのは仕方ない部分もあった。

			　あるいは、もっと単純に、マクローリン辺境伯とルイスとの間で、情報の行き違いがあっただけという可能性もあるが……。

			　いずれにせよ、こうして話を聞く限り、身柄を確保されてしまうと危険なシランを連れて、アケルに向かうことにしたのは、おれ自身にとっても結果的に正解だったようだ。

			　いくらマクローリン辺境伯の権勢が盛んでも、他国にまで手を伸ばすことはできない。そこまで強引なことをすれば戦争になるし、そうすると聖堂騎士団が動いて身の破滅……というのは、以前に聞いた話だった。アケルにいる限り、おれをチリア砦とりで襲しゆう撃げきの犯人だと主張している辺境伯の手は伸びてこない。

			「真島。うしろめたいことがないのなら、あんたは帝国に出しゆつ頭とうするべきよ」

			　だから、こうした飯野の主張は、おれにとって考えられないことだった。

			「ルイスさんのことは、ひとまず置いておくとして……あんたは、チリア砦を襲った犯人と戦ったって言うのよね？　もしもそれが本当だとしたら、あんたは正しいことをしたと思う」

			「……正しいこと？」

			「ええ」

			　眉を顰ひそめて問い返すおれに対して、飯野は頷うなずいてみせた。

			「だけど、それが本当なのだとしたら、それこそあんたは帝国に戻って、わたしたちの捜査に協力するべきなんじゃないの？　そうすることで、身の潔けつ白ぱくだって証明できるじゃない」

			　飯野の言い分は、確かに正論ではあった。

			「逆に、さっきの話が嘘なら、やっぱりあんたを野放しにするわけにはいかない。なんにせよ、真島は公平な裁きの場に出るべきなのよ」

			「公平な……ね」

			　つぶやいたおれは、飯野の顔を見やった。

			　なんとなくだが、こいつの行動指針が掴めてきた気がした。

			「要するに、疑わしい人間を確保するのが、飯野の仕事ってわけだ。そこから先の判断は、別のふさわしい人間に任せると」

			　それは、決して無責任さの発露ではないのだろう。飯野は彼女なりの判断基準に従っているし、一概にそれは間違いとも言えない。裁判官の真似事をする刑事はいない。疑わしい人間を捕まえて、取り調べて、証拠を揃える。飯野はそこまでが自分にできることだと弁わきまえているし、実際、あくまでおれたちを制圧しようとしていた。

			　問題があるとしたら、ひとつだけだ。

			「だが、それが公平に行われるという保証は、どこにある？」

			「え？」

			「ここは日本じゃない。公平な裁きが行われるって保証は、どこにもない。違うか？」

			「それは……」

			　飯野にとって、そこは前提条件とでもいうべきところだったのかもしれない。

			　おれの問い掛けに、彼女は言い淀んだ。

			「それは……そうかもしれない、けど」

			　反論はないまま、ただ視線が落ちる。

			　不思議なことに、そんな彼女を見たおれの胸のなかに生まれたのは、小さな落胆だった。

			　やはり、飯野優奈は単なる考えなしでしかなかったのだろうか。

			　と、思ったそのときだった。

			「わかった」

			　予想に反して、飯野はすぐに顔を上げた。

			　鋭い眼差しが、正面からおれの目を射い貫ぬいた。

			「だったら、きちんと公平な裁きが下されるまで、わたしがあんたに付き添って、その身を守る。それでいいでしょ」

			「……」

			　まるっきり、本気の口調だった。

			「それまでは、相手がなんであっても、あんたに手を出すことは許さない。下された裁きがどう考えても不公平なものであるのなら、この手であんたを守る。そう約束するわ」

			「……自分がなにを言っているのかわかっているのか？」

			「馬鹿にしないで。相手がなんであっても、と言ったでしょ。なんでもは、なんでもよ」

			　飯野は、はっきりと言ってのけた。

			　その行為に見返りなんてない。それなのに、まるで迷うこともなく。

			　おれの目から見て、そんな飯野の態度に、嘘はないように思えた。

			　もちろん、こんなのは口で言っているだけのことだ。この場では本気だとしても、いざそのときになれば怖おじ気けづくかもしれない。

			　しかし……と、おれは先程の崖崩れの場面を思い出した。

			　実際に飯野は、あの差し迫った場面で、迷いなく加藤さんを助けようとした。有利だから不利だからと、頭で考えて怖気づくタイプではないのは証明されている。

			　それに、もうひとつ……。

			　おれは、ちらっと加藤さんに目をやった。

			　さっき加藤さんは、閃せん光こうの模造魔石を使って飯野の視界を奪うと、その太ふと腿ももにナイフを突き刺した。それに対して、飯野は反撃しなかった。それどころか、彼女は反射的に加藤さんを振り払うことさえせずに、そのまま崖下の川に落ちたのだ。

			　コロニーでも名高かった『韋い駄だ天てん』に乱暴に振り払われたら、それだけでも加藤さんの体は、マッチ棒みたいに壊れてしまったかもしれない。それがわかっていたから、飯野は反撃しなかったのだろう。咄とつ嗟さの対応にこそ、その人間の本質が現れるとしたら、少なくとも飯野のその志こころざしだけは偽物ではない。

			　ここでおれが、飯野の言葉を単なる口先のものと判断するのは、フェアではないだろう。

			　崖上の山道でのやりとりで、加藤さんも言っていた――飯野はたとえ、この世界で勇者として扱われていなくとも、いまと同じように振る舞っていたのだろう、と。

			　ひょっとしたら、加藤さんの機転によって飯野を撃退することが叶かなわず、叩きのめされるかたちになったとしても、おれはこうして飯野と同じ言葉を交わしていたのかもしれない。そこで、帝国は信頼できないと訴えれば、最後まで彼女は責任を持って、おれに付き添ってくれたのかもしれない。

			　飯野優奈は考えなしで、おれにとっては迷惑極まりない厄やつ介かい者であり……しかし、単なるお調子者というわけではない。少なくとも、彼女には信念と呼べるものがあった。

			　おれには、そんな彼女を糾きゆう弾だんする資格はない。なぜならば――。

			「――勘違いがあるみたいだから言っておく」

			　おれは、こちらをじっと見詰める飯野に言葉を投げた。

			「別におれは、それが正しいことだから、チリア砦とりでで十文字や工藤と戦ったわけじゃない。おれが戦ったのは、そこに守りたい人がいたからだよ」

			　チリア砦には、交流を深めたシランやケイ、友人である幹みき彦ひこがいた。彼らを守るためにこそ、おれは死力を尽くして戦ったのだ。

			　もちろん、失われた命に対する義憤がなかったわけではない。だが、いまの飯野のように、ただそれだけを理由に戦ったわけではなかった。おれの腕はあまりにも貧弱過ぎて、正義のために戦えるほど余裕はないのだ。そもそも、守りたいものを守ることさえ難しいくらいに。

			　だからこそ、リリィたちを守るために必要なら、おれはなんだってするつもりだった。

			　この世界の正義がリリィたちに牙きばを剥むくのなら、おれは悪にもなるだろう。それこそシランの言ったように、人間でもモンスターでもない『なにか』になってしまっても後悔はない。

			　それが、おれの選んだ道だ。

			　リリィたちと一緒にいると決めたときから、覚悟はできている。

			　ただ……。

			　もしもおれに飯野のような圧倒的な力があれば、あるいは、別の道があったのかもしれない、とは思わないでもなかった。

			　おれはなにも、自分の選んだ道が正しいものだとは思っていないのだ。

			　だって、そうだろう？

			　大切なものも、そうでないものも、ひっくるめてすべてを守ると笑って言えたなら、それに越したことなんてない。

			　それは、まるで宝石みたいに完かん璧ぺきな正答だ。

			　それ以外の答えなんて、全部石くれにしか思えないような、実現不可能な理想だ。

			　そして、ある意味でそんな理想を体現しているのが、飯野優奈という名の少女なのだった。

			「ああ、なるほど。だからか」

			　ひとつ気付いたことがあって、おれは苦笑した。

			　さっきから、どうも飯野に対して腹立たしさを覚えずにはいられない理由。どうして、いまひとつ自分の感情が制御できないのか。

			「なあ、飯野」

			　どこかすっきりした気持ちで、おれは飯野に言葉を放った。

			「どうやらおれは、お前が嫌いらしいよ」

			「な……っ」

			　これは、嫉しつ妬となのだ。

			　もともと、好意的には思えない相手に、大切な人を傷つけられたのだから、いっそう腹立たしく思うのは当然のことだった。

			「なによ、それ！」

			　唖あ然ぜんとした顔になった飯野は、すぐに憤然と喰ってかかってきた。

			「だから、わたしと一緒に帝国に戻れないっていうの!?」

			「いや。それとこれとは、別問題だ」

			　おれはかぶりを振った。さすがに好き嫌いで、判断を決めるほど馬鹿じゃない。ただ、感情を抜きにして冷静に考えても、飯野に連れられて帝国に戻る選択肢はなかった。

			　確かに飯野は、おれたちが不当に貶おとしめられることのないように振る舞ってくれるのかもしれない。しかし、いくら『韋い駄だ天てん』とはいえ、１００パーセントの身の安全など保証できるはずもない。あえて危険な場所に足を踏み入れるリスクを冒す理由がなかった。

			　それに、飯野はまっとうな正義感の持ち主ではあるものの、モンスターであるリリィたちのことまで守ろうとするかといえば、そこは疑問だった。

			　結論として、提案は却下。

			　悪いが、飯野には収穫なしで帝国にひとり戻ってもらうことになる。

			「むしろ、お前は自分の身の心配をしたらどうなんだ？」

			　おれは河原の石の上に広げておいた服に手を伸ばした。

			　火の近くに置いておいたので、ある程度は乾いていた。

			　服を掴んで立ち上がるおれを見上げて、飯野が焦った声をあげた。

			「ちょ、待ちなさい。どこに行くつもり!?」

			「どこにもなにも、リリィがそろそろこっちに着きそうだからな」

			　服の袖に腕を通しながら、返事をする。

			「ここを発たつ準備をしているだけだ」

			　加藤さんもおれに倣ならって腰を上げ、そんな彼女にローズが服を手渡した。

			　飯野だけが座ったまま、顔を蒼あお褪ざめさせる。

			「ひょっとして、わたしをここに置いていくわけじゃないわよね？」

			「……どうする、加藤さん？」

			　おれが水を向けると、襟えりから顔を出したところだった加藤さんは、目をぱちくりさせた。

			「そうですね。飯野さんなら、頑張れば１週間以内に下山できるんじゃないですか。上半身だけでも、モンスターを撃退することくらいはできるでしょうし」

			「這はってけっていうの!?」

			　驚きよう愕がくする飯野に、加藤さんは首を傾げてみせた。

			「だって、飯野さん。回復したら襲い掛かってくるでしょう？」

			「そ、それは……」

			　飯野は目を逸らした。図星を突かれたらしい。

			　そんな彼女を見て、加藤さんは呆れた声で言った。

			「飯野さんがそれじゃあ、真島先輩だって、リリィさんに頼んで回復魔法をかけさせられなくって、当然じゃありませんか」

			「う、うぅ……」

			　気の強い飯野の顔に、苦く渋じゆうの表情が浮かんだ。

			　しかし、現状はどうしようもない。結局、飯野は肩を落とした。

			「わ、わかった。捕まえたりしないって約束する」

			「信用できませんし」

			　間かん髪ぱついれず加藤さんが返した。

			「そ、そんな……っ！」

			　絞められた鶏にわとりのように、飯野は口をぱくぱくと開いた。

			「本当よ！　捕まえたりしないってば！　わたし、嘘なんてついてない！」

			「そんなこと言われましても。飯野さんだって、真島先輩のことを信じていないわけでしょう？　同じことじゃありませんか？」

			「あぐっ、そ、それは……せ、せめて山道の入り口まで連れてって頂ちよう戴だい。そこまでいけば、置いてきた馬で帰れるから」

			　加藤さんの返しがちょっと意地悪なのは、おれと同じく、飯野にいい感情を抱いていないからだろうか。おれは少し笑って、近付いてきたリリィの気配に振り返った。

			「入り口まで連れていけって、戻るのにどれだけかかると思ってるんですか」

			「な、何日かかるの？」

			「わたしたちが山道に入ってから、10日以上経ってます。途中、道を補修するために足をとめることが多かったからですけど、戻る道にその必要はないとしても、最低でも３日くらいはかかると思いますよ」

			「そ、そんなに……？」

			「というか、なんで飯野さん、どれだけかかるか知らないんですか。あなただって、自分の足でここまで来たんでしょう？」

			「わたし、山道に入ってから半日で追いついてきたから……」

			　ふたりのやりとりを聞きながら、リリィを待つ。

			　ちょっとだけそわそわしている自分に気付いて、苦笑が漏れた。

			　無事だとわかっていても、直接、顔を見なければ落ち着かないのだ。

			　まだだろうか。そろそろのはずなのだが……。

			「真菜。ちょっといいですか」

			「なんですか、ローズさん」

			「お話をとめてしまい、すみません。飯野さんに少し尋ねたいことがありまして……っと」

			　言いかけたところで、ローズが言葉をとめる。おれたちが腰を落ち着けていた狭い河原。その向かい側に、茂みを掻かき分けて、亜麻色の髪の少女が姿を現していた。

			「リリィ」

			　名前を呼んでやると、可か憐れんな顔立ちに、ぱっと笑みが浮かぶ。

			　リリィはおれの全身をざっと上から下まで眺めると、安心したように吐と息いきをついた。

			　そして、おれの呼び掛けに応えて口を開いた。

			「ご主人様」

			　親しみのなかに、少女らしい一いち途ずな慕ぼ情じようが込められた声。

			　離れていたのは、ほんの少しの時間なのに、胸のなかにじわりと安あん堵どが広がった。

			　多分、おれのなかには、彼女と一瞬でも離れたくないと思っている部分がある。ふとした瞬間にそうした感情がひょっこりと顔を出すと、どうしようもないくらい自分は彼女に惚ほれているんだなと改めて自覚して、くすぐったい気持になるのだった。

			　おれの大事な、可愛かわいいリリィ。

			　

			　――その眼がん窩かから、武骨な鉄の塊かたまりが突き出した。

			　

			「……え？」

			　後頭部から、容赦なく少女を貫つらぬいた剣。

			　眼球をぶち破って、鋭い切っ先がこちらに向いている。

			　思考がとまった。

			「は？　……え？」

			　目の前の光景が理解できない。

			　いったい、なにが起こって……？

			「ぁ……」

			　小さな悲鳴をあげて、擬ぎ態たいした脳を破壊されたリリィがふらついた。

			　剣が引き抜かれる。

			　おれはわけもわからぬまま、彼女の体が崩れ落ちるのを見届けた。

			　すぐに再度の擬態が始まった。しかし、擬態した中ちゆう枢すい神経系に大ダメージを負ったリリィは、一時的に意識を失ってしまって起き上がらない。

			　彼女はきっと、自分の身になにが起こったかすら、わからなかっただろう。

			　おれだってわからない。

			　ただ、目に映る光景だけを言葉で表すのなら――それは、少年の形をした災厄とでも言うべき存在だった。

			「やっと取り戻したよ。美み穂ほ姉ちゃん」

			　襲しゆう撃げき者とは思えないような無邪気な声で、少年が笑った。

			　どことなく腕わん白ぱくな子供っぽさを残した少年だった。

			　ぼろぼろの服の上から外がい套とうを纏まとったその姿は、一見、みすぼらしい。しかし、よく見れば、襤ぼ褸ろのような服はおれたちが通っていた学校の制服であり、手にした剣はいくつもの宝玉が象ぞう嵌がんされた逸品だった。

			　剣の切っ先からは、リリィを傷付けた際に付着した体液が、地面に滴したたり落ちていた。

			　そして、剣を持つ少年の双そう眸ぼうには、常軌を逸いつした輝きが宿っていた。

			　夜道で会えば、誰もが彼から目を逸そらすだろう。そんな危うげな光だ。
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			　彼はリリィの擬ぎ態たいが完了するのを待って、剣を持っているのとは逆の手を振るった。

			　擦すり切れた制服の裾すそから現れたのは、じゃらじゃらと音を鳴らす鎖だった。

			　細かい装飾が施ほどこされた鎖は、蛇のようにのたうつと、意識を失ったリリィの体を瞬く間に縛り上げる。

			　少年が手首を返すと、鎖はリリィの体を彼のもとに運んだ。

			「これからは、ちゃんとおれが姉ちゃんを守るから」

			　意識を失ったリリィを、少年は壊れ物を扱うような丁重さで抱きかかえた。

			「まさか、あなたは……」

			　そんな少年の姿を見て、加藤さんが掠かすれた声で呻うめいた。

			「ど、どうして、あなたがこんなところにいるの!?」

			　酷ひどく動揺した様子で、飯野が叫んだ。

			「高屋くん!?」

			　それは、リリィが擬態する少女、水みず島しま美み穂ほの幼馴染の名前。

			　高たか屋や純じゆん。大事な女の子を守れなかった哀れな少年が、おれたちに牙きばを剥むいた。

		

	
		
			　

			04　重なる襲来

			　

			　襤ぼ褸ろになったブレザーの上に羽織った外がい套とうが、風に揺れている。

			　リリィの頭ず蓋がいを貫つらぬいた剣を右手に、意識を失った彼女の体を縛り上げる鎖を左手に持ち、高屋は邪気のない笑顔を浮かべていた。

			　亡くなった水島美穂の幼馴染であり、彼女と加藤さんを山小屋に残して、東の地に向かった『第一次遠征隊』を追ったというエピソードこそ聞いているものの、高屋とこうして顔を合わせるのは、これが初めてのことだった。

			「さあ、行こう。美穂姉ちゃん」

			　川を挟んだ向こう側で、拘こう束そくされたリリィを抱きかかえて、高屋は言った。

			　無邪気な少年の、温かな声色だった。

			　きっと彼は、転移前、元いた世界にいたときも、こんなふうに水島美穂に呼び掛けていたのだろう。あまりにも場にそぐわない温かさは、むしろ生温く肌を舐めるように感じられた。

			　他ならぬ高屋の攻撃によって、リリィは意識を失っている。

			　このままではリリィが連れ去られてしまう。そこに考えが至った瞬間、おれは地面を蹴けっていた。

			「待っ……」

			「邪魔するなよ」

			　一転して、冷たい声で高屋が告げた。

			　こちらに向けられた目には、一種怨おん念ねんめいたものが浮かんでいた。背筋が粟あわ立だつ。これまで異世界で生き延びてきたことで培つちかわれた生存本能が、警告を鳴らした。

			「姉ちゃんは返してもらう」

			　高屋の手にした宝剣が輝いた。

			　魔法陣は展開されなかったが、強烈な魔力の気配が肌を打った。飛び出しかけたおれは、反射的に足をとめた。それとほぼ同時に、高屋の足元で地面が盛り上がった。

			「魔法道具……!?」

			　大量の土砂が、川を挟んだおれたちのいる河原へと、なだれ込んできた。

			　渓流の水を巻き込むことで、土砂は重量を増している。このタイミング。逃げられない――

			「――ご主人様！」

			　迫る土砂に呑み込まれる寸前、目の前に灰色の髪が広がった。

			「ローズ!?」

			　傷付いた体を押して、ローズがおれの眼前に割り込んだのだ。

			　盾を構えた彼女は、押し寄せる土砂に真正面から激突した。

			「ギィ……ッ」

			　一瞬の均きん衡こうと破は綻たん。短い悲鳴が爆音に掻かき消された。

			　ローズの体が弾き飛ばされる。次の瞬間、おれたちのいる河原を大量の土砂が呑み込んだ。

			「うっ、ぐ!?」

			　ローズの割り込みによって、迫る土砂は勢いを減じていた。とはいえ、押し寄せる重量はただそれだけでも脅きよう威いだ。あっという間に、視界が反転する。なにもかもがわからなくなる。

			　意識を失うことだけは避けようと息をとめて、おれは奥歯を強く噛みしめた。

			「うおっ!?」

			　不意に、左手をすごい勢いで引かれた。関節が脱だつ臼きゆうするかと思ったが、そのお陰でおれの体は土砂のなかから脱出する。目まぐるしく移り変わる景色のなかに、左手の甲から伸びたアサリナが、近くの木々に巻きついているのが見えた。彼女がおれの体を引き上げてくれたのだ。

			「うぐっ」

			　姿勢を整えることができないまま、おれは無ぶ様ざまに地面に転がった。痛む体を無視して、できる限り迅速に立ち上がる。口のなかの砂じや利りを吐き捨てて、剣を抜いて構えて――。

			「……？」

			　恐れていた追撃はなかった。

			　というより、高屋の姿自体がなかった。

			「……っ！　まさか!?」

			　流されてしまっていた場所から、急いで元いた河原まで戻る。

			　地面が引っ繰り返されて、変わってしまった川岸の風景。

			　そこにも、高屋はいなかった。

			　……彼に捕まっていたリリィの姿も、消えていた。

			「くそ、やられた！」

			　先程の魔法攻撃は、それほど威力のあるものではなかった。

			　細かい土砂は広い範囲に飛び散ったものの、おれたちのいた小さな河原以外には、被害らしい被害はない。それなのに高屋は、追い打ちすらかけてこなかった。

			　あれは目め晦くらましだったのだ。

			　躊ちゆう躇ちよのない攻撃を見る限り、おれの命を奪うことができれば、それはそれでよかったのだろうが、あくまで目的は他にあった。実際、高屋にその気があるのなら、おれたちを殲せん滅めつすることもできたはずだ。そうしなかったのは、目的を最優先に行動したということなのだろう。

			　目的を。

			　リリィを、連れ去られてしまった。

			「……」

			　全身から血の気がひいた。

			　体が熱いような、冷たいような、不安定な感覚が湧き上がってくる。

			　おれを我に返らせたのは、加藤さんの呼びかけだった。

			「真島先輩」

			　振り返れば、飯野に抱きかかえられて座り込む加藤さんの姿があった。

			　彼女は先程の土砂にも、あまり流されずに済んだらしい。震える足で立ち上がる姿を見る限り、怪け我がはないようだった。

			「ご無事ですか？」

			「あ、ああ。おれは大丈夫だ。加藤さんも無事だったんだな」

			「ええ。飯野さんが庇かばってくれたので」

			「飯野が？」

			　おれが視線を向けても、飯野は反応しなかった。

			　思いもよらない高屋の登場と攻撃に、呆然自失しているらしい。

			　さっき高屋は、飯野の存在にかまわず、攻撃を仕掛けてきた。飯野にしてみれば、高屋は同じ探索隊の一員であり、身内だ。攻撃されるなんて、思いもしなかったに違いない。

			　そんな混乱した状況でも、加藤さんを守ったのは、さすがというべきだろうか。

			　高屋の魔法は、おれを狙ったものだった。攻撃範囲に入っていたとはいえ、飯野は直撃を喰らったわけではない。『韋い駄だ天てん』の力があれば、脚を怪我していたところで、非戦闘員ひとり守るくらい、わけのないことだったのだろう。

			「ローズさんが、咄とつ嗟さにわたしを飯野さんのほうに突き飛ばしてくれて……」

			　胸元で手を握り締めた加藤さんが、おれを見上げた。

			「……あの、ローズさんは？」

			◆　◆　◆

			　ローズは河原から少し離れたところで見付かった。

			　半分土砂に埋まっていたので、おれが掘り返してやらなければならなかった。

			　小さな布を川の水で濡らしてきた加藤さんが、泥だらけのローズの体を甲か斐い甲が斐いしく拭ぬぐってやっている。

			　仰向けになって、ローズは大人しく為なされるままでいた。

			　大人しくしているしかなかったというべきか。

			　引っ繰り返された地面に広がったスカートには、そこにあるべき膨ふくらみがなかった。

			　ローズは下半身を失っていたのだ。

			　もともと、飯野に一撃を喰らっていたところに、無理をしたせいだった。腰からへし折れた下半身は土砂に埋もれて、どこにいってしまったとも知れない。

			「……面めん目ぼくありません、ご主人様」

			「いや。お前はよくやってくれた」

			　大破することも厭いとわずに、ローズは身を挺ていしてくれた。お陰でおれは、たいした怪け我がもすることなく済んでいる。

			「ですが、姉様を取り戻すためには……」

			「……」

			　リリィを取り戻すためには、高屋の居場所を見付け出し、追いついて、彼と戦わなければならない。

			　居場所を見付けるまではどうにかなる。おれたちの間にはパスがあるからだ。さすがに遠く離れてしまえば効力を失ってしまうが、少なくとも、いまならリリィのいる方向はわかる。

			　問題は、追いつけるかどうかだ。ああも見事な逃げを打ったということは、高屋には交戦の意思はないのだろう。リリィひとり抱えているとはいえ、本気で逃亡するチート持ちに追いつくことは難しい。

			　それに加えて、追いついたところで、リリィを助け出すためには、高屋と戦わないわけにはいかない。

			　しかし、立て続けの襲しゆう撃げきにより、こちらの戦力は枯こ渇かつしている。

			　ガーベラとシラン、あやめ、ケイとははぐれてしまい、ローズは大破してしまった。加藤さんは戦力外。戦えるのは、おれとアサリナだけだ。戦闘能力に長たけたウォーリアである高屋からリリィを取り戻すには、どう考えても戦力が足りていなかった。

			「どうすれば……」

			　このままでは、リリィを取り戻せない。焦しよう燥そう感のあまり、吐き気が込み上げてきた。

			「そもそも、どうして高屋があんなところに……」

			「そのことなのですが、ご主人様」

			　呻うめき声をあげたところで、ローズが声をかけてきた。

			「ひとつ引っ掛かっていたことがあります。先程の、飯野さんの言葉です」

			「飯野の？」

			　……そういえば、さっきローズはリリィが現れる直前に、なにか言いかけていたか。

			「彼女は『山道の入り口まで連れていってほしい』と言っていました。『そこまでいけば、置いてきた馬で帰れるから』と」

			「ああ。言っていたな。それで？」

			「集団行動で足が鈍にぶっていたとはいえ、我らが樹海を出てからセラッタ近郊の宿場町に辿り着くまで、２週間近くかかりました。早馬で４日。飯野さんは、そこを２日で駆け抜けたと。……なぜ、馬が山道の入り口に残してあるのですか？」

			　はっとして、おれは振り返った。

			　座り込んだ飯野が、こちらを見上げた。強こわ張ばった顔だった。

			　おれはずかずかと彼女に近付いた。

			「……どういうことだ」

			　胸むな倉ぐらを掴み上げて、至近距離で睨にらみつける。

			「う、馬はここまで乗り継いできたものよ」

			　膝立ちになった飯野は、無理に動かされて足の傷が痛んだのか、目元を歪ゆがめた。

			「エベヌス砦とりでから戻ってきて、途中でセラッタに寄ったの。ルイスさんにも、そうするように言われていたから……」

			「そこからは、馬で来たと。……高屋と一緒だったからだな？」

			　飯野は頷うなずいた。

			「わたしがリーダーと話をするために、エベヌス砦に着いたときには、もう高屋くんは砦を発ったあとだったわ。合流したのは、セラッタでのことだった。高屋くんとは、ここまで一緒にやってきて、山道の入口で別れたの。道々の集落で聞き込みをするには人手があったほうがいいけど、ここまで来ればあとは追いつくだけだからって……」

			　さっき、飯野からここに辿り着くまでの経緯を聞いたとき、その速度に驚き呆れるとともに、余裕のある行程だと思った。

			　けれど、飯野の性格を考えてみれば、最短最速でやってくるのが自然だ。

			　そうできなかったのは、高屋と足並みを揃える必要があったからなのだ。

			　状況を理解して呆然とするおれに、飯野が言った。

			「高屋くんが、こんな誘ゆう拐かいじみたことするなんて……なにかの間違いよ」

			「……間違い？　お前だって、高屋の攻撃に巻き込まれただろう？」

			「それは……だけど、本当に頑張り屋の、良い子なのよ」

			　飯野は首を小さく横に振った。力ない仕草だった。

			「ひとりで砦とりでまで辿り着いたときには、身も心も疲ひ弊へいし切って、ぼろぼろだった。はっきり言って、彼はウォーリアのなかでも強いほうじゃない。広い森をひとりきりで歩くのは、心細かったと思う。精神的な消しよう耗もうはあっただろうし、モンスターの襲しゆう撃げきのことを考えたら、夜もろくに寝られなかったはずよ。体力が落ちて、集中力がなくなれば、怪け我がもする。高屋くんの場合、先を急いでいたから尚更だった……」

			「……」

			「それでも、高屋くんは砦に辿り着いてみせた。その最初の一言が『美穂姉ちゃんを助けてほしい』だったのよ。『自分のことなんてどうでもいいから、早く姉ちゃんを』って……うわ言みたいに、彼はそう言ったの」

			　飯野の見たという当時の高屋の姿を、おれは脳裏に克こく明めいに描き出せる気がした。

			　彼は本当に、水島美穂を助けようと必死だったのだろう。自分の身も顧かえりみずに、ただただ、恋する幼馴染を救うために足あ掻がいた。結果の悲ひ惨さんさはどうあれ、その行為は気高いものだ。

			　しかし、『だからこの襲しゆう撃げきはなにかの間違いだ』という飯野の言葉に、同意はできなかった。

			　むしろおれは、この話を聞いて、高屋の襲撃について納得がいったくらいだったのだから。

			「本当は、あんなことをするような子じゃあ……」

			「そんなことは、理由にはならないだろう」

			「え？」

			　おれに胸倉を掴まれて、引き寄せられた飯野が、至近距離で瞬まばたきをした。

			「世の中の悪人が、みんな、好きこのんで悪事に手を染めるとでも思っているのか？」

			　世の中の人間がみんな善人で、そこに突然変異で悪人が混ざっている。

			　そうであるなら、どれだけ救われるだろうか。

			　現実は、そこまで単純なものではない。絶対の悪なんてものは、そうそう存在しないのだ。もしもそんなものがあるとしたら、それはほとんど奇跡みたいな存在だろう。どんな人間だって、場合によっては、卑怯であり卑劣でありうる。

			　たとえば、コロニーを破滅に追い込んだチート能力者たち。おれは彼らを絶対に許すつもりはないが、だからといって、彼らが生粋の悪人だったとも思っていない。桁外れの力を持っていたこと以外、彼らは普通の人間だった。その力こそが、彼らを凶行に駆り立てた。

			　あるいは、それとは逆に、弱さが間違いを起こさせることだってあるだろう。もうひとりのモンスター使いである工く藤どう陸りくがそうであるように……。

			　この過か酷こくな世界で正しくあり続けることは、あまりにも難しい。

			　高屋も、多分、そうなのだ。

			　そこまで水島美穂のことを想っていたのなら、今回の彼の行動は、むしろ納得がいくくらいだった。

			「高屋は、幼馴染を取り戻しただけなんだろう」

			　正確には『取り戻したと思い込んでいる』だが。

			　あれはリリィだ。水島美穂ではない。

			　……最悪だった。

			　想いが強ければ強いほど、失敗に気付いたときの失望と怒りは大きくなるだろう。手に入れた少女が水島美穂ではないと気付いたとき、高屋がリリィをどうするか……不吉な想像ばかりが思い浮かんで、考えるだけでも体の芯が冷たく凍りつくかのようだった。

			「せめて、お前が先に言っていれば……」

			　飯野がびくりと震えた。

			　おれの呻うめき声に含まれた、暴力的な気配に気付いたのだろう。

			　やろうと思えば、おれなんて張り手の一発で殺せてしまうだろうに、まるで平凡な少女のように、飯野はおれを恐れていた。

			　それに気付いたとき、沸ふつ騰とうしていた脳の一部が冷めた。

			「……くそっ」

			　ここで無抵抗の飯野を殴るのは簡単だ。気だって晴れるだろう。

			　だが、それにはなんの意味もない。

			　そうしたところで、リリィが帰ってくるわけではないのだ。

			　彼女を奪還するために必要なものが得られるわけでもない。

			　それに、飯野は別におれの協力者というわけでもなければ、味方でもない。それどころか、さっきまで剣を交えていた敵同士だ。仮に彼女が、わざとおれに情報を隠していたところで、それは責められるようなことではなかった。

			　また、高屋のことを知っていたところで、対応できたかどうかもわからない。

			　八つ当たりをしてどうなる。

			　冷静になれ。

			「……訊ききたいことがある」

			　大きな溜め息をついてから、おれは飯野に尋ねた。

			「高屋の持っていた剣と鎖。あれは魔法道具だな？」

			　感情を抑えつけているせいか、自分のものとは思えないくらい無機質な声だった。

			「う、うん」

			　殴られるものと思っていたのか、飯野は怯おびえて細めていた目を恐る恐る開いた。

			「詳細は知っているか？」

			「け、剣のほうは、確か『崩ほう地ちの刃やいば』とかいう宝剣。土の柱を繰り出す魔法道具で、威力は第三階かい梯てい相当。エベヌス砦とりでで探索隊に提供された、帝国でも最高クラスの武具のひとつよ」

			「最高クラス？」

			　第三階梯程度で最高クラスというところに疑問を覚えたが……そういえば、この世界の人間が扱える上限の魔法は、第三階梯なのだったか。おれも感覚がずれている。

			　魔法道具は、通常の魔法ほど融通が利かない。『土の柱を繰り出す』という限定された効果にせよ、第三階梯相当の威力を出せるなら、業わざ物ものと言えるのだろう。地形を利用して目め晦くらましを仕掛けてみせた先程の高屋のように、工夫によっては用よう途とを広げることもできる。

			「だが、高屋はチート持ちだろう？　そんなものが必要なのか？」

			「ウォーリアとしての高屋くんの能力は、近接戦闘の戦士に寄ってて、魔法は不得意だから」

			　なるほど。魔法道具さえなければ、高屋は有効な魔法を使えない、と。

			　さっき飯野は『高屋はウォーリアのなかでは強いほうではない』とも言っていた。

			　これは攻略の糸口になるかもしれない。……あまりにも儚はかない希望ではあるが。

			「鎖のほうは、『罪ざい科かの縛ばく鎖さ』。聞いたことない？　犯罪者が魔力を使えないようにする魔法道具のひとつなんだけど」

			「名前は初めて聞いた。あれがそうか」

			　この世界の人間は、魔力さえ扱えれば、素手で牢を破壊できる。それを封じるための魔法道具があるという話は、以前にも聞いたことがあった。当人に抵抗の意思がないか、意識を失っている状態でないと発動せず、戦闘向けのチート持ちの力を抑えるほどの力はないという話だったが、いまのリリィを封じるには十分だろう。

			　彼女が自力で脱出する可能性は、これでなくなった。

			　こちらはあまりよい情報ではないが、現状が知れたことは有益と言える。

			「大体わかった」

			　おれは飯野を解放した。聞きたいことは聞けた。もう用はない。

			　だが、飯野は違ったようだ。尻もちをついた彼女は、慌てた様子で口を開いた。

			「……ま、待ちなさい。真島。あんた、なにをするつもり？」

			「決まっている。高屋を追って、リリィを取り戻す」

			「本気!?」

			　飯野が血けつ相そうを変えた。

			　おれが目を向けると、一瞬、怯ひるんだようだったが、それでも退きはしなかった。

			「高屋くんは明らかに様子がおかしかった。多分、どんな説得の言葉も届かない。戦いに……いえ。殺し合いになるかもしれないわ」

			「だろうな。おれも話し合いで済むとは思っていない」

			「あんたは！」

			　柳りゆう眉びを逆立てて、飯野は怒鳴った。

			「モンスターなんかを取り戻すために、他の誰かと殺し合おうっていうの!?」

			「……モンスターなんか、か」

			　飯野の台詞せりふを、そのままおれは繰り返した。

			　酷ひどいことを言われているようではあったが、意外と腹は立たなかった。

			　それは多分、発言者である飯野に、悪意がなかったからだろう。

			　というか、こいつはあまり考えて発言していない。

			　ここで彼女が喰い下がったのは、あくまでも、どうにかして人間同士の殺し合いを回避したいからだ。

			　別に、そう間違ったことを言っているわけでもない。

			　人間同士の殺し合いを避けようとする飯野の姿勢は、正しい。

			　どんな理由があろうとも、人と人とが争うことが、正しいことであるはずがない。

			　モンスターを奪い返すために、人間と殺し合うなんて天てん秤びんが狂っている。なるほど、これだって正論だ。

			　……無論、それはあくまで外側の人間の意見だが。

			「お前にとってはただのモンスターでも、おれにとっては大事な存在だ。大事なものを取り戻すのに、相手が人間かモンスターかなんて関係あるか」

			　おれは、自分が大事に思うみんなが無事であれば、それでいいのだ。それだけが、望みのすべて。正しいかどうかなんて、それこそ、どうだってかまわない。

			　飯野との会話は、どこまでいっても平行線だった。

			　噛み合わない会話に、飯野は言葉に詰まった様子を見せた。

			　それでも、どうにかしておれを思い留まらせようとする。

			「そ、そもそも、あんたが水島さんをモンスターに喰わせなければ、こんなことには……」

			「ああ。そうだな。そのことについては、誰に責められても反論はできない」

			　おれはかぶりを振った。

			「だが、それとこれとは話が別だろう」

			　飯野の言う通り、おれが水島美穂の遺体をリリィに喰わせなければ、高屋がこのような凶行に走ることはなかった。

			　だが、水島美穂を失ったのは、あくまで高屋であっておれではない。あれは、彼女の傍を離れた高屋の失敗だ。それに、おれが彼女の命を奪ったわけでもない。

			「なにより……たとえどんな理由があったとしても、自分の女を奪われたままでいられるか」

			　おれの返答を聞いて、飯野は項うな垂だれた。

			「……最後に訊きかせて」

			　もはや戦いは不可避のものだとわかったのだろう。力のない声で尋ねてくる。

			「あなたが水島美穂を殺したの？」

			「違う」

			　即答した。

			「と言って、お前が信じるかどうかはわからないがな」

			「わたしは……」

			「先輩の言葉が信じられないようなら、わたしからも証言しましょうか？」

			　加藤さんが口を挟んだ。

			　ローズに寄り添う彼女は、飯野を冷たい目で眺めていた。

			「真島先輩は、水島先輩を殺してなんていません。もしもそうなら、水島先輩と仲の良かったわたしが、こうして真島先輩と一緒にいるはずがないと思いませんか？」

			「……それを言うなら、あなたは、仲の良い先輩の遺体をモンスターに喰わせて、姿かたちを奪った相手と一緒にいることになるじゃない」

			「そうですね」

			　わずかに眉を寄せて、加藤さんは目を伏せた。胸のあたりで小さく握り拳を作ったのは、飯野の言葉が、彼女に少なからず痛みを与えたからかもしれない。

			「……ですが、コロニーが崩ほう壊かいしたあと、わたしたちは生きるために必死でした。あんな状況で、正しいままでなんていられません」

			　加藤さんは顔を上げた。思いのほか強い眼光に、飯野が息を呑んだ。

			「少なくとも、その場にいなかった人間がなにか言えることじゃない。怒れるとしたら、水島先輩ご本人くらいのものです」

			「……水島さんは死んでるでしょ」

			　やっとのことで飯野が返した言葉に、加藤さんはなぜか、ほんの少しだけ口元を緩ませた。

			「ええ。そうですね。死んでしまった先輩は、笑うことも怒ることもできません。……ただ、彼女はこの件について怒っていないんじゃないかと、わたしは思いますけれど」

			「なに、それ。どういうこと？」

			「以前、ガーベラさんと諍いさかいがあったときに……」

			　なにか言い掛けた加藤さんは、途中でかぶりを振った。

			「いえ。あまり確証のないことは言わないほうがいいですね。それよりも、真島先輩」

			　加藤さんが、こちらに顔を向けてきた。

			「リリィさんを取り戻すのは当然のこととして、先輩ひとりでは無理です。なにか手立てを考えなければ」

			「……わかってる」

			　どれだけ勢い込んだところで、現状、戦力が足りないことに変わりない。

			　飯野から高屋の情報を得ることはできたものの、これだけで埋められるほど、真島孝弘と高屋純の間にある実力差は小さくないのだ。

			　いっそのこと、すぐにでもリリィを追い掛けたいくらいだが、それは単なる蛮勇だ。

			　やはり山道までひとっ走りして、増援を呼んでくるしかないか。しかし、それで間に合うのか……。

			「ご主人様」

			　そのときだった。下半身を失って横たわったまま、ここまでおれたちの会話を聞くばかりだったローズが声をあげた。

			「ガーベラです」

			「……なに？」

			　どういう意味かを問う前に、空から影が落ちてきた。

			　それは、白い蜘く蛛もの形をした希望だった。

		

	
		
			　

			05　追い掛ける／追い詰められる

			　

			「ガーベラ！」

			　飛び込んできた白い影を見て、おれは声を弾ませた。

			「来てくれたのか！」

			「ふむ。無事なようだな、主殿。まずは重ちよう畳じよう」

			　その場の全員を見回して、ガーベラが赤い目を細めた。

			「……しかし、その分だと、どうやらなにかあったようだの」

			　ガーベラがこちらに視線を向けてくる。おれは頷うなずきを返した。

			「ああ。お前の力が必要だ」

			　絶望的な状況に、かすかな希望が差し込んでいた。

			　ガーベラのことだ、大人しく待ってはいないだろうと踏んではいたが、この分だと、彼女はあの崖崩れのあと、すぐにおれたちを追ってきたらしい。

			　ここまで来るのに時間がかかったのは、やはり怪け我がのせいだろう。

			　ガーベラは、飯野との戦闘で負った傷がまだ癒えていなかった。本来８本の蜘く蛛も足は、左２本、右３本しか残っておらず、鉤かぎ爪づめを地面に突き刺して体を固定してはいるものの、着地したときにはよろけていた。

			　まったく動けないわけではないだけマシだが、自慢の機動力は形無しだろう。

			　しかし、それでも彼女がおれの仲間内で、最も強力な眷けん属ぞくであることには違いない。少なくとも、おれだけでリリィの奪還を試みるより、余程、成功する確率は高いはずだった。

			　欲を言うなら、シランも来てくれればよかったのだが、残念ながら彼女の姿はなかった。

			　彼女は崖上の山道で、ケイと一緒におれたちが戻ってくるのを待っているのだろう。

			　残念ながら、シランを呼びに行って、戻ってくるだけの余裕はない。

			　いまでもリリィがどんどん遠ざかっているのが、パスを通じて感じられるのだ。

			　彼女の存在が遠くなる。そのうち、感じ取れなくなってしまうかもしれない。

			　まさか高屋の襲しゆう撃げきがあるなどとは予想できるわけもなし。ここは、ガーベラだけでも駆け付けてくれたことを、幸運に思うべきだった。

			「なにが起こったのかは、道々話す。行くぞ」

			「う、うむ。あいわかった」

			　可能性の芽が出てきた以上、こうしてはいられない。おれは戸惑うガーベラに声をかけて、走り出した。

			「ご、ご主人様!?」

			　驚いたようなローズの声が、うしろから追い掛けてくる。

			「安心しろ！」

			　振り返ることなく、声だけを返した。

			「リリィは必ず連れて帰る！」

			　自分で言いながら、それが難しいことはわかっていた。

			　それでも、諦あきらめるという選択肢がない以上、ベストを尽くすしかない。

			　ここは無理を押し通さなければならない場面だ。おれは拳を握り締めた。

			◆　◆　◆

			　リリィをさらった高屋の目的地は、帝国領方面らしい。パスを通じて感じられるリリィの気配は、キトルス山脈を南東に直進していた。

			　高屋は蛇だ行こうする山道を利用せずに、チート持ちとしての身体能力任せに、山中を踏とう破はしているらしい。恐らく、追手がかかるのを嫌っているのだろう。ずいぶんと慎重なことだった。おれはリリィとの間にパスがあるから、彼女の位置がなんとなくでもわかるが、そうでなければ、追跡は困難だったに違いない。

			　逆に言えば、図はからずして、おれたちは高屋の狙いを外したことになる。

			　リリィという荷物を抱えた高屋は、山道より山中を歩くほうが手こずるはずだ。となれば、勝負はキトルス山脈を抜けるまでの間だ。どうにかして追いつかなければならなかった。

			「おい。主殿。そろそろ、なにがあったのか説明してくれんか」

			　隣を跳躍するようにして移動するガーベラが、しびれを切らしたように声をあげた。

			　それで、彼女にまだ、なにひとつ説明していなかったことを思い出した。

			「あ、ああ。悪い。いま説明する。実は、あの崖崩れのあとなんだが――」

			　ガーベラと離れている間になにがあったのか、手短に話した。

			「なるほどの。リリィ殿が……」

			「必ず取り返す。そのために、力を貸してくれ」

			「無論だ」

			　ガーベラは、力強く頷うなずいてくれた。

			「妾わらわにできることがあるのなら、なんでも協力しよう」

			「そう言ってもらえると、ありがたい」

			「とはいえ、妾もこんな状態だ。どこまで役に立てるか保証はできんが……」

			「それについては、大丈夫だ」

			　ともすると強こわ張ばりそうになる顔を笑いの形にして、並走するガーベラに向けた。

			「飯野によれば、高屋は魔法を使えないらしい。ウォーリアとしても、それほど強いほうじゃないって話だ。付け込む隙くらいはあるはずだ」

			　なるべく落ち着いて、状況を見定めようとおれは努めた。

			　こうしている間にも、叫び出したくなるような不安が胸中を焼いていたが、焦っても状況が好転することはない。

			　必要なのは冷静さだ。平常心を見失えば、できることもできなくなる。

			「魔法道具で武装しているのは厄やつ介かいだが、それさえどうにかすれば、勝機はある。いや。おれひとりだったら、それすら覚おぼ束つかなかっただろうが、いまはガーベラがいてくれる。いくらでもやりようはあるはずだ」

			「……そう言ってもらえるのは、嬉しいのだがの」

			　言葉とは裏腹に、ガーベラは難しそうな顔を見せた。

			　どこか不審そうに、赤い瞳ひとみがおれのことを窺うかがっている。

			「なんだ？」

			「いや。妾わらわの気のせいかもしれぬ」

			　かぶりを振ってから、ガーベラは改めておれを横目で見た。

			「しかし、その高屋とやらの目的はなんなのだろうな」

			「それは……当然、水島美穂を取り戻すため、だろう？」

			　当たり前のことを訊かれたので、おれは少し戸惑ってしまった。

			「高屋は水島美穂の幼馴染だ。彼女のために、たったひとりで樹海を抜けたくらいに、彼女のことを大事に思っていた。だったら、目的は水島美穂以外にないだろう」

			「おい。主殿よ。本気で言っておるのか」

			　跳ねるように走りながら、ガーベラが言った。

			「ならば、どうしてその大事な水島美穂を、高屋は攻撃した？」

			「それは……」

			　虚きよを突かれた気持ちになった。

			「……確かに。妙だな」

			　高屋はリリィの頭部を剣で貫つらぬいた。

			　相手がリリィでなければ、最初の一撃で死んでいる。

			　水島美穂から抵抗力を奪うなら、もっと他にやり方があったはずで……。

			　いや。これもおかしい。

			　そもそも、どうして高屋は水島美穂が抵抗すると考えた？

			　高屋にしてみれば、水島美穂は幼馴染。不意打ちをする理由がない。普通に話しかけてくればいいのだ。それなのに、高屋は背後から不意を打った。それも、頭部を剣で突き刺すなどという、あまりにも過激な手段を取ったのだ。

			「いったい、どうして……」

			「あのな、主殿」

			　隣を並走するガーベラが、横目でこちらを見た。

			　細い眉が寄っている。妙に深刻そうな表情だった。

			「さっきの小娘、確かイデテンとか言ったかの」

			「『韋い駄だ天てん』だ。名前は飯野優奈」

			「それだ。あの小娘が現れたときに、口にした言葉を覚えておるか？」

			　衝撃的な出来事が続いているとはいえ、つい先程のことだ。もちろん、覚えていた。

			「『自分の操るモンスターに、水島さんのことを食べさせたのか』って詰問してきたな」

			「そうだ」

			　ガーベラは頷うなずいた。

			「あの小娘は、リリィ殿の正体を知っておった。リリィ殿をさらった高屋とやらは、あの小娘と一緒にいたのであろ？　高屋もまた、リリィ殿の正体を知っておって当然ではないか」

			　……言われてみれば、その通りだった。

			　事前にリリィの正体を知っていたのなら、高屋の行動は非常に納得のいくものとなる。

			　高屋の持っていた『罪科の縛鎖』は、抵抗の意思があると発動しない。水島美穂が相手ならともかく、モンスターであるリリィの意識を奪うには、大きなダメージを与える必要がある。そのためには、擬ぎ態たいした頭部に一撃喰らわせるのが最もスマートなやり方だ。乱暴なように見えて、これ以上に効率のよい方法はない。

			「だが、そうすると、おかしなことがひとつある」

			　ガーベラが続けた。

			「高屋は、水島美穂の姿を借りたモンスターだとわかっていながら、リリィ殿をさらっていったということになる。そこが、解げせぬのだ」

			「……それどころか、あいつ、リリィのことを『美穂姉ちゃん』と呼んでいたぞ。『これからは、ちゃんとおれが姉ちゃんを守るから』って。あれは、演技には見えなかった」

			　……どういうことだ？

			　手に入れたのが水島美穂でないのなら、あの台詞せりふは出てこない。

			　だが、水島美穂であるのなら、あのように乱暴極まりない方法で身柄を確保するはずがない。

			「ひょっとして……」

			　ふと思いついたことがあって、おれは眉をひそめた。

			　――やっと取り戻したよ。美穂姉ちゃん。

			　純じゆん朴ぼくそのものといった調子の声が、耳の奥で蘇よみがえった。

			　そんな態度とは裏腹の、容赦のない攻撃。

			　常じよう軌きを逸いつした眼光と、怨おん念ねんめいたものを感じさせる佇たたずまい。

			「……高屋は、どこかおかしくなってしまっているのかもしれないな」

			　今更ながら、おれはその可能性に思い至った。

			「おかしく、とな？」

			「ああ。高屋純は、幼馴染である水島美穂に惚ほれていた。だからこそ、自分の身さえ顧かえりみることなく、水島美穂のために必死になった。そんな彼女が失われてしまったんだ。おかしくなってしまっても、無理はない……」

			　喋しやべっているうち、背筋にぞわりと悪寒が走った。

			　考えてはならないことを、頭に思い浮かべてしまったからだった。

			　自分の身より大事な人。大切で愛おしい女の子。高屋にとって水島美穂がそれなら、おれにとってはリリィがそうだ。

			　だから、思ってしまった。

			　たとえば、おれがリリィを失ったとして。

			　おかしくならずにいられるだろうか？

			「……！」

			　おれは慌てて、それ以上考えるのをやめた。

			　それは、こんな状況で考えるようなことではなかった。

			　あまりにも、不吉過ぎる……。

			「なるほどの。高屋とやらは、もはや水島美穂とリリィ殿の区別もつかぬのやもしれぬな。だが、それは我らにとっては、安心材料でもあるのではないか？」

			「……え？」

			　ガーベラが話しかけてきたことで、おれは我に返った。

			「えっと？」

			「……しっかりせよ、主殿。大丈夫か？」

			「あ、ああ。悪い」

			　声を返す。

			「大丈夫だ。それで、安心材料というのは？」

			「……うむ。主殿が恐れておったのは、リリィ殿が水島美穂ではないことが高屋に露ろ呈ていして、危害が加えられることであろ？」

			　怪け訝げんそうな表情を見せたものの、ガーベラはすぐに表情を切り替えて、励はげますような声を出した。

			「だが、その可能性はなくなったではないか。もともと高屋は、それと知っていて、リリィ殿を誘ゆう拐かいしたわけだからの」

			「あ、ああ……」

			　言われてみれば、これも確かにそうかもしれない。

			　ガーベラの言っていることは正しかった。

			　ただ、それで安心できるかというと、そうではなかった。

			　こうしたことは、理屈ではない。おれは曖あい昧まいに頷うなずいた。

			「そうだな」

			「……」

			　そんなやりとりを最後に、おれたちは無言で先を急いだ。

			　視界の端に、太陽がちらついた。日が少し傾きかけている。うなじのあたりで、じりじりとした感覚がした。リリィがさらわれてから、どれだけ時間が経っただろうか？　どれだけ距離を詰められただろうか？　まさか引き離されているのではないか？

			　考えても仕方のないことが、頭のなかをぐるぐると巡っていた。

			「……？」

			　ガーベラがこちらを窺うかがうように見ているのに気付いたのは、沈黙の時間が数分経ったあとのことだった。不審に思って、おれは口を開いた。

			「どうかしたか、ガーベラ？」

			「……なあ、主殿よ」

			　ずがん、と大きな音がした。

			　突然、ガーベラが鉤かぎ爪づめをブレーキにして、急制動をかけたのだ。

			　おれも慌てて足をとめた。

			「……っと」

			　その拍子に、バランスを崩した。つんのめって、転びそうになる。

			　体勢を整えようとして、それにも失敗した。地面に片手を突く。

			　わずかな痛み。目算を誤ったらしい。もう少しで、手首を挫くじくところだった。

			「はぁ、はあ……」

			　気付けば、息があがっている。どくどくと動どう悸きがした。

			　身を起こした。小さな眩暈めまいがあった。それを振り払って、うしろを振り返った。

			「どうした、ガーベラ？」

			　そこに、足をとめたガーベラの姿があった。

			　蜘く蛛も脚を突き刺した地面から、土煙が立ち昇っている。

			　脚をとめた拍子に前傾になった彼女の顔は、長い髪に隠れて見えない。

			「前ぜん言げんを撤てつ回かいする」

			　ぽつりと、ガーベラが言った。

			「やはり、これは妾わらわの気のせいではなさそうだ」

		

	
		
			　

			06　蜘く蛛も糸に捕らわれる

			　

			「やはり、これは妾わらわの気のせいではなさそうだ」

			　言いながら、ガーベラが顔をあげた。

			　長く地面に向けて垂れた白い髪の間から、女神でさえ裸足はだしで逃げ出しそうな美び貌ぼうが現れる。

			　どきりとした。

			　向けられたガーベラの眼まな差ざしが、どこか責めるようだったからだ。

			　居心地の悪さに目を逸そらしかけて、そんな自分に気付いたおれは、改めて彼女に向き直った。

			「……なんだ、ガーベラ」

			　わずかな痛みが喉のどに走った。

			　喉がからからに渇いていた。飲み下そうとした唾つばが、荒らげた息に絡む。

			　けほ、と軽く咳をしてから、おれは続けた。

			「というか、話をするなら別に、移動しながらでも……」

			「さっき、妾が合流したときのことなのだがの」

			　ガーベラが、おれの言葉を遮さえぎった。

			　強い視線を変わらずおれに向けたまま、艶つややかな唇を開く。

			「お主、妾わらわが近付いておったことに、気付いておらんかったな？」

			「は？」

			　ガーベラが近付いていることに、気付いていなかった？

			　それが、どうしたというのだろうか。

			「ローズ殿は、気付いておったようだったぞ」

			　おれの表情の変化を気にした様子もなく、ガーベラは続けた。

			「……なんの話だ」

			　少し口調にとげが混じった。

			　この緊急事態に、わけのわからない話を突然始められたのだ。誰だってこうなるだろう。

			「それが、足をとめてまで話すようなことか」

			「そう判断したから、妾はこうしておる」

			　やや強い語調でおれがたしなめても、ガーベラは退かなかった。

			　その赤い瞳ひとみは、おれを捉えて揺るがない。

			「お前……」

			　居心地の悪さはいや増して、苛立たしさが頭をもたげた。状況がわかっているのかと怒鳴りつけたくなる衝動が、胸の奥底から湧きあがる。こうして足をとめている間にも、リリィは遠ざかっているのだ。こんなことをしている場合ではない。

			「……いいか、ガーベラ。いまは緊急事態だ」

			　すんでのところで、おれは自分の感情を抑えつけた。

			　それでも、語尾が震えるのだけはどうしようもなかった。

			「おれだけじゃ、リリィを救い出すことはできない。さっきから言っている通り、お前の力が必要なんだ。協力してほしい」

			　力を合わせなければ、到底、リリィを取り戻すことはかなわない。

			　ひとりでは駄目なのだ。

			　これは、リリィがかつて教えてくれたことでもあった。

			　モンスターを率いる主として、おれはどうあるべきなのか。

			　眷けん属ぞくと手を取り合って、協力し合っていくのが、主人としてのおれの在り方だ。

			　ましてやいまは非常時だ。ここで不用意に感情を爆発させて、ガーベラとの間に不協和音を作るなんて、もってのほかだ。落ち着いて話をしなければならない。

			　そう自分に言い聞かせることで、おれは自分自身を抑制した。

			　だが、そんなおれの姿を見て、ガーベラは唇を噛んだ。

			「……やはり、リリィ殿でなければならんのか」

			「なにを……」

			　嘆なげくようにガーベラが口にした言葉に、おれは眉を寄せた。

			「なにを言っているんだ、ガーベラ。お前だって、リリィのことを取り戻したくないわけじゃないんだろう？」

			　おれの知る限り、ふたりの関係は良好だ。実年齢とは食い違うが、ガーベラは同じ眷けん属ぞくとして、姉であるリリィを慕したっている。それが見せ掛けだったはずもない。

			「ひょっとして……リリィだから、おれがこうして必死になっていると思っているのか？」

			　思い付いた可能性を、おれは口にした。

			「だったら、それは違うぞ、ガーベラ。これがガーベラであっても、おれは同じように取り戻そうとした」

			　ガーベラに限らず、連れ去られたのがリリィ以外の眷属であったとしても、おれはいまこうしているように、高屋を追ったはずだ。

			　だが、ガーベラは首を横に振った。

			「それはどうかの」

			　ガーベラの声色は彼女らしくもなく、どこか皮肉に笑うようだった。

			　そうした態度に、再び苛立ちが湧き上がる。

			　だが、ガーベラの顔を見たところで、そんな衝動的な感情は吹き飛んでしまった。

			「多分、違うのではないかと思うよ」

			「……ガーベラ？」

			「さらわれたのがリリィ殿でなければ……ここに、リリィ殿がいたのだからな」

			　彼女の声に漂うのは、ただただ、無力感だった。

			　いまは５本しかない脚で、ガーベラは不自由そうに歩み寄ってくる。

			　ゆらゆらと不安定な足取りが、まるで強い雨に打たれる花のようだった。

			「妾わらわの力が必要だと言ったな。……ああ、それはそうだろう。力を合わせねば、リリィ殿は取り戻せないのだからな」

			　よろめきながらも、ガーベラがおれから目を離すことはなかった。

			「だがな。必要なのは、力だけか？」

			「……」

			「力を合わせるとは、そういうことではなかろ？」

			　肩を掴まれる。

			　ガーベラの美貌が、息の届くところに近付いた。

			　悔しげに唇を噛んで、彼女は眉を寄せていた。

			「……なんて顔、してるんだよ」

			「それは、妾の台詞せりふだ」

			　確かに、その通りだった。

			　血のように赤いガーベラの瞳ひとみが、焦しよう燥そう感に擦すり切れそうな少年の顔を映し出していた。

			　なるほど。これが、いまのおれか。

			　これは……酷ひどい。

			「不安をひとりで抱え込むな。焦しよう燥そうをひとりで噛み締めるな」

			　掴んだおれの肩を、ガーベラが揺らした。

			「自分では気付いておらなんだろうがな……お主、まったく余裕がないぞ。妾わらわでも簡単に気付けるようなことを、何個も見逃しておるのが、その証拠だ」

			　――どうにかしてガーベラと合流しなければと考えながら、すでに彼女が近くにまで来ていることに気付かなかった。

			　――飯野と同行していた高屋が、リリィの正体を知っていることを見逃していた。

			　これだけわかりやすい見落としをしているのだ。他にも見落としていることがあるかもしれない。こんな状態では、どんなミスをするかわかったものではない。惨さん憺たんたる有様としか、言いようがなかった。

			「……自分では、落ち着いているつもりだったんだが」

			「それほど、お主は強くなかろ」

			　それも、ガーベラの言う通りだった。

			　大事なリリィを奪われてしまって。

			　リリィを奪った高屋には、水島美穂を喰わせた負い目があって。

			　高屋が道を踏み外したのは、おれのせいだと責められて。

			　そんな諸もろ々もろをひとりで抱え込んだまま、それでも平然としていられるほど、真島孝弘という存在は強くない。

			　そう認めた途端、先程から感じていた疲労感が大きくなった。

			　正確には、感じていなかった疲労を、ようやく感じられるようになった、というべきか。

			　知らず、追跡に熱が入り過ぎていたらしい。完全に、オーバー・ペースだった。

			　さっきガーベラが話していた通り、リリィがいますぐ害される可能性は低い。それなのに、焦って全速力で追い掛けて、結果として、高屋に追いつく前に消しよう耗もうし切ってしまっては、世話がない。ガーベラがとめるわけだった。

			　おれは、情けない気持ちを噛み締めた。

			　リリィに教えてもらったことを、これっぽっちも実践できていなかった。

			　協力しようなんて口にしながら、形をなぞっているだけだった。

			　これまでは、できていたはずだったのに。

			　今更、どうしてこんな失敗をしてしまったのか。

			「ここにリリィ殿がいれば、なんの問題もなかったのであろうがな」

			　ガーベラが、疑問に答えをくれた。

			「リリィ殿になら、主殿は不安を吐と露ろできたであろうからな。だが、リリィ殿はさらわれてしまった。残念ながら、ここにいるのは妾わらわだけだ」

			「残念、なんてことは……」

			「気休めはよせ。主殿にとって、リリィ殿が特別過ぎるほどに特別な存在なのは知っておる」

			　言いかけたおれを、ガーベラはかぶりを振ってとめた。

			「第一の眷けん属ぞく。主殿の心に、最も近い眷属。逆に言えば、それは……妾たちが、主殿の心から少し遠いということに他ならん」

			「……」

			「だからな、主殿よ。妾は自分にリリィ殿の代わりが務まるなどと、傲ごう慢まんなことは思っておらんのだ。抱き合って、分かち合って、心を溶け合わせるのは……恋人であるリリィ殿だけの特権だ。妾では足りぬ」

			　わかっているのだ、とガーベラは笑った。

			「ゆえに、縋すがりつけなど言いはせぬよ。抱き返せとも言わぬ。それは、いまだ想いに応えてもらっておらぬ妾にできることではないと弁わきまえておる。無論、だからといって、いまこの場で、妾の想いに応えろなどとは言いはせぬ」

			　肩に乗せられていた手が、おれの背中に回された。

			　羽のように軽い抱ほう擁ようだった。それでいて、まるでおれを包み込むようでもあった。

			「ただ、せめて寄りかかってはくれんか。ほれ、以前に一度、そうしてくれたことがあったであろ？」

			　ガーベラが言っているのは、彼女とふたりきりで森を探索していた頃の出来事だろう。

			　コロニーで負ったトラウマに打ちのめされたおれに、ガーベラはただ寄り添ってくれた。

			　なるほど。あのときのことを思い出して、ガーベラはこうしてくれたのか。

			「ほんの一部でも、主殿の心が楽になるのなら、妾わらわはそれでかまわぬのだ」

			　自分以外の他者の体温。パスで伝わる彼女の心。

			　不安が、ほっと溶ける。

			　ガーベラの心に包まれている。

			　そう感じながら……なぜだろうか。おれは、ガーベラとまだ名付けられる前の『白いアラクネ』に出逢ったときのことを思い出していた。

			　不幸な出逢いだった。むしろそれは、遭そう遇ぐうと表現すべきものでさえあった。

			　おれはひとり、アラクネの巣にさらわれた。濁だく流りゆうのような白い感情に晒さらされて、塗り潰されて、心が折れてしまいそうになった。

			　蜘く蛛もの糸でがんじがらめにされて、籠かごのなかの虫のように囚われた。

			　――妾はな、主殿。いまでも変わらず、お主のことを、この手に捕えてしまいたいよ。

			　もちろん、あの暴力的な束そく縛ばくと、この温かな抱ほう擁ようは、まったく違ったものだ。

			　ガーベラは、おれの弱った心を支えようとしてくれている。伝わる愛情は純粋で、一いち途ずな想いに満ちていて、とても温かい。

			　だけど、本質的なところで、きっとガーベラは蜘く蛛もなのだ。

			　そう思った。

			　なぜなら、いまのおれは『捕らわれた』と強く感じていたからだ。

			　いつかアラクネの巣にさらわれたときよりも、ずっと強く。

			　どうしようもないくらい、がんじがらめに。

			「……やっぱり、お前はどこか抜けてるな。ガーベラ」

			「主殿？」

			「お前が足りていないなんて、そんなことあるわけない」

			　きょとんとした様子のガーベラに少し笑って、彼女の背中に手を伸ばした。

			「おれは、お前を抱き締めたら、自分の気持ちにもう歯止めは利かない、と思っていたよ」

			　これまでおれは、元の世界にいた頃の貞てい操そう観かんを引き摺ずっていた。

			　別段、なにか大層な信念や、こだわりのようなものがあったわけではない。自分たちの関係が元の世界にはないものである以上、大切な彼女たちと向き合うためには、そのままでいては駄目だと感じていたくらいだった。

			　それなのに、引き摺っていた。そこには、ひょっとしたら、『変わってしまう』ことに対する、過敏なまでの恐れがあったのかもしれない。

			　この世界に来て、おれは様々なものを失った。否応なく変えられてしまった。だから無意識のうちに、自分のなかにある元の世界にいた頃のままの部分を保とうとしてしまったのかもしれない。

			　恐れは楔くさびのように、心を閉じ込める。

			　だけど、それもそろそろ、おしまいにしよう。

			　おれは、ガーベラを抱き締めた。

			　恐るべき力を秘めた少女の体はおれよりも華きや奢しやで、白い肌は滑らかで、溺れてしまいそうなくらいにやわらかい。

			「待たせて、悪かった」

			◆　◆　◆

			　こうして、おれは白い蜘く蛛もの糸に捕らわれた。

			　もう逃げられない。

			　逃げるつもりもなかった。

			　そして、それと同時に、おれのなかにあって、おれのことを縛り付けていた楔が、またひとつ抜け落ちた。

			　大切な彼女たちとの交わりを経て、これからもこの異世界で、真島孝弘という存在は変わっていくのだろう。良きにせよ、悪きにせよ、変わることはとめられない。

			　そんなことを、おれは思って――。

			「ふぁああああああ!?」

			　――ガーベラが突然、大声をあげた。

			　びっくりして、それでも抱き締めた腕を解くことはなく、おれは間近にあるガーベラの顔を凝視した。

			　おれのことを抱き締めていたはずのガーベラの両手は、バンザイの形になっていた。

			　下半身の蜘く蛛も脚は落ち着かず、きちきちきちきちと蠢うごめき始める。

			　脚が足りない状態でそんなことをすれば、当然、バランスを失ってしまう。

			「う、うわ……っ!?」

			　ガーベラのことを抱えて、おれも地面に膝をついた。目と鼻の先にある、真っ赤になった顔が可愛かわいらしい。ぱくぱくと口が空回りして、ようやく短い言葉を紡つむいだ。
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			「お、驚いた」

			「それはおれの台詞せりふだ。どうした？」

			　喜んでもらえると思ったのだが。

			　この反応は、ちょっと予想外だった。

			「い、いや。嬉しかったのは確かなのだがな」

			　喜んではもらえたらしい。

			　……でも、だったら、どうして？

			　おれの疑問の視線に、両手をバンザイの形で上げたまま、ガーベラは答えてくれた。

			「嬉し過ぎて、うっかり抱き締め潰してしまいそうになった」

			「怖いな、おい」

			　抱き締め潰すなんて言葉、初めて聞いた。

			　どうやら効果があり過ぎたらしい。さっきまで、おれのことを逃がさないぞと据わっていたはずのガーベラの赤い目は、いまはぐるぐる泳いでいた。

			「どうしよう。どうすればよい？　興奮し過ぎて、力の加減が利きそうにないのだ」

			　下手な冗談だ。

			　と、思いたいところだったが、蜘く蛛も脚が地面を耕しているのをみると、あながち冗談ではないらしい。

			　ガーベラから身を離して、おれは溜め息をついた。

			「抱き合うのは、ガーベラがきちんと自分を抑えられるようになってからだな……」

			「あ、あううう……」

			　ガーベラは呻うめき声をあげて、がっくりと肩を落とした。そこには抗議めいた響きがあったが、自分が悪いことはわかっているらしい。おれは、思わず笑ってしまった。

			　これまでのおれなら、仕方がないと、ここで退ひいてしまったのだろうけれど……。

			「うひゃっ!?」

			　今度はこちらから抱き締めると、ガーベラが変な悲鳴をあげた。

			「あ、あああ、主殿!?」

			「うろたえ過ぎだ」

			　苦笑する。回した腕を解くことはしない。

			　おれはもう、白い蜘く蛛もの糸に捕らえられて、逃れられない。

			　だが、そうなった以上、相手を逃がすつもりもないのだ。

			「リリィを取り戻して、落ち着いたら、ふたりきりで時間を取ろう」

			「そ、それは……」

			　ガーベラは、かっと赤い目を見開いた。

			「乳ちち繰くり合あうということか!?」

			「……ああ、まあ。そんな感じだ」

			　……喰いつくなあ。

			　これまで我慢していた分が大きいのだろうから、半分はおれのせいか。それにしても、赤せき裸ら々らというか、なんというか。人によっては、ひいてしまうのではないだろうか。

			　まあ、これを可愛かわいいと思えてしまう時点で、おれはもうどうしようもないのだろうけれど。

			「そ、それでは、そのときには、せ、接せつ吻ぷんっ！　接吻をしよう！」

			「キス？」

			　喰い気味にまくしたてて、ガーベラはこくこく頷うなずいた。

			　少し考えてから、おれは言葉を返した。

			「わかった」

			　これからの困難を思えば、少しくらいのご褒美はあってしかるべきだろう。

			「ほ、本当か!?　約束だぞ！」

			「ああ、約束だ。だから、そのためにも……」

			「うむ。必ずやリリィ殿を取り戻そうぞ！」

			　おれは、抱き寄せていたガーベラから、身を離した。

			　拳を握る。指先まできちんと神経が通っている感覚があった。体力は８割方回復した。ガーベラのお陰で、精神状態も平常運転だ。これなら、つまらないミスを犯すことはないだろう。

			　決意も新たに、ガーベラに手を差し伸べる。

			　手を取って、ガーベラが微ほほ笑えんだ。

			　不思議だった。これまでとは、なにかが違って感じられる。物理的な距離は普段と変わらないのだが、お互いの空気が近いとでも言えばいいのだろうか。

			　たったそれだけで、なんだか力が湧いてくるような気がした。

			「よし、行こう」

			　出発しようとした、まさにその瞬間だった。

			「仲良きことは美しき哉かな、といったところですね」

			　人里離れたキトルス山脈の森に、あるはずのない他者の声が響いた。

			「主殿！」

			　即座にガーベラが、おれを声のした方向から守るべく動いた。

			「ですが、その蜘く蛛も１匹では手が足りないのではありませんか？」

			　ガーベラが睨にらみ付ける先、木の陰から細身の人影が姿を現した。

			「よろしければ、ぼくが手を貸しましょうか？」

			　傍かたわらには、ハッハッと生臭い獣の吐と息いき。

			　木陰から、影絵の軍団が太陽のもとに滲にじみ出る。

			　おれは目を見開いて、現れた少年を見詰めた。

			「……工藤陸」

			「お久しぶりです」

			　二つ頭の狼と、影の軍団を引き連れて、もうひとりのモンスター使いが微ほほ笑えみを浮かべた。

		

	
		
			　

			07　ふたつの可能性

			　

			　互いにモンスターを引き連れて、おれと工藤は対たい峙じした。

			　工藤とは、いつかまた出会うことになるだろうと思っていた。

			　だが、それがまさかこのようなタイミングになるとは、想像できるはずもなかった。

			「お久しぶりです」

			　細面に微ほほ笑えみを浮かべて、工藤は親しげに挨あい拶さつをしてくる。しかし、おれは返す言葉を持たなかった。

			　おれたちの関係は、笑って挨拶を交わせるようなものではない。

			　もうひとりのモンスター使い。起源を同じくして、道を違たがえた少年。

			　能力によって心を通わせたモンスターを率いるおれに対して、能力によって首輪をつけたモンスターを従えることを選んだ彼は、相あい容いれない存在だ。

			　弱よわり目に祟たたり目とは、まさにこのことだった。

			　現状でさえ手に余るというのに、こんなところでお前が出てくるのか。

			　いや。こんなときだからこそ、現れたのか。

			　弱みに付け込みに来たのか。

			「……主殿」

			　そのとき、ガーベラがおれの手を握り締めた。

			　無遠慮なくらいに、ぎゅっと。ともすると痛いくらいに。

			　女の子らしくはないかもしれないけれど、とても彼女らしい力強さで。

			「……ありがとう、ガーベラ」

			　それで、体から余計な力が抜けてくれた。

			「もう大丈夫だ」

			「うむ」

			　余裕ができたことで、おれも頭が回り始めた。

			　こうして話し掛けてきたということは、工藤はすぐさま襲い掛かってくるつもりはないらしい。だったら、どうにかしてやり過ごすこともできるかもしれない。

			　手を繋いだおれたちのことを、どことなく楽しげに工藤は眺めている。

			　おれは正面から彼のことを見返した。

			「久しぶりだな、工藤」

			　２ヶ月ぶりになるか。別れたときと変わりなく……いや。少し痩やせただろうか。それとも、服が現地のものに変わっているから、印象が違っているだけか。当たり前だが、２ヶ月という時間は、工藤にも平等に流れているということだろう。

			　おれは、工藤に付き従うモンスターに視線を向けた。

			　彼らも少なからず様子が変わっていた。

			　影絵の軍団のなかに、彼らを生み出す女王たるドッペル・クイーンのアントンの巨体はなかったため、彼女についてはわからないが、双頭の狼ベルタのほうは、以前と違い、腰のあたりから、たくさんの触手を伸ばしていた。

			　もともとベルタは、樹海深部のモンスターであるファイア・ファングの奇形だった。異形の度合いが深まっているのは、モンスターとしての特質か。それとも、多数のモンスターを互いに喰らわせ合うという、蟲こ毒どくと似た方法で見出された出自ゆえのことだろうか。

			「……ずいぶんと精力的に活動していたみたいだな」

			　おれの言葉に、工藤は笑って頷うなずいた。

			「ええ、まあ。ぼくには目的がありますからね」

			「……目的、か」

			　相あい槌づちを打った舌に、ざらりとした苦みが残った。２ヶ月前に聞いた言葉が耳の奥に蘇よみがえる。

			　――ぼくは『魔王』です。人間は救うものじゃない。滅ぼすものだ。

			　虐しいたげられて、痛めつけられて、尊厳を失い、挙あげ句くの果てには命さえ奪われそうになって……。

			　モンスターを操る自分は、魔王だ。人間に仇あだ為なす存在だ。そういうふうに考えることで、自分を辛うじて保った少年は、もうそのようにしか生きられなくなってしまっている。ある意味では真っ直ぐに、ここ２ヶ月の間、そのための活動を続けてきたのだろう。その成果の一部が、目の前にあった。すなわち、ベルタをはじめとした、選えりすぐりの眷けん属ぞくというかたちで。

			「先輩には会ったことのないものもいますね。紹介します。こちらは、『ダーティ・スラッジ』のツェーザーです」

			　工藤の着ている服の袖口から、どろりとした緑色の泥のようなものが現れた。

			　見たことのないモンスターだった。このあたりに生息しているモンスターではないのだろう。わざわざ名前まで付けているということは、恐らくレア・モンスター以上か。

			「そして、こちらは『ナイトメア・ストーカー』のドーラ」

			　続く工藤の言葉に促うながされて、彼の傍らにいた少女が前に出た。

			「お初はつにお目にかかります。もうひとりの王」

			　挨あい拶さつとともに頭を下げる。その姿は、影絵のように髪も肌も目の色も黒い。

			　それは、工藤の背後に付き従うドッペル・ゲンガーの軍団と同じ色彩ではあったが、彼らのように影絵そのものというわけではなかった。明らかに容姿が人間離れしているが、それでも工藤の眷属のなかでは人間に近い部類と言える。

			「ドーラは、おれの分体の突然変異体だ」

			　ドッペル・ゲンガーのうち一体の姿が、少年のものに変わって口を利いた。

			　背が高く、がっしりとした体格の少年は十文字達也――その姿を、モンスターとしての特性でコピーした、ドッペル・クイーンのアントンの意思を反映する分体だった。

			　本物の十文字とは違い、精せい悍かんな顔立ちに機械のような無機質さを漂わせたアントンは、黒い少女の肩に手を置いた。

			「こいつは、分体としての能力をなにひとつ備えていない。おれの端末としては不良品だ。だが、その代わりに戦闘能力に長けている。……ひょっとしたら、怪け我がで弱ったいまのあんたくらいなら殺せるかもしれないな、白い蜘く蛛も」

			「ご丁寧な挨あい拶さつ痛み入る。それでは、お近付きのしるしに、ひとつ試してみるかの？」

			　牽けん制せいし合う両者の間に、ぴりぴりとした空気が流れる。

			　そんなふたりを見て、ベルタが狼の頭のひとつをもたげた。

			「……やめろ、アントン。王の御ご前ぜんだぞ」

			「わかっている」

			　十文字の姿をしたアントンの分体は、肩をすくめて引き下がった。

			　ガーベラは鼻を鳴らし、ドーラは黒い瞳を伏せる。

			「挨拶も終わったようですね」

			　お互いの眷けん属ぞく同士の小競り合いに一いち瞥べつをくれてから、工藤はおれに顔を向けてきた。

			「先輩の危機だというのに、すぐに顔を出せなくて申し訳ありませんでした。なにしろ、ここには『韋い駄だ天てん』飯野優奈がいましたから」

			　おれを工藤の共犯者だと思って、こんなところまで追い掛けてきた飯野のことだ。工藤の存在を知れば、容赦なく叩きのめしたことだろう。

			　その飯野が動けなくなったから、工藤はこうして接触してきたらしい。

			「……いや、待て。どうしてお前が、おれの現状を知ることができた？」

			　納得しかけたおれだったが、ふとおかしなことに気付いた。

			「そもそも、どうやってここにやってきた？　まさか配下のモンスターに、おれのことをずっとつけさせていた、というわけでもないんだろう？」

			「そんなストーカーみたいな真似しませんよ」

			「どうだかの」

			　ぼそっとガーベラがつぶやいたが、工藤は気にせずに続けた。

			「ぼくが先輩の危機を知ったのは、セラッタの町ですよ。そこで情報収集をしていたら、きな臭い話が入ってきましてね。折よく『韋い駄だ天てん』の情報も得られたので、彼女のあとを追跡したというわけです。幸い、彼女は自分の足ではなく、馬を使っていましたから、追い掛けること自体はそう難しくありませんでした」

			「なるほど。そういう経緯か」

			　と、納得すると同時に、工藤の口にした単語のひとつが引っかかった。

			　情報収集。それもまた、ここ２ヶ月で彼が行っていた活動のひとつなのだろうか。

			　おれと同じく、モンスターを率いる工藤は、人間世界で動きが取りづらい欠点を抱えている。

			　だが、彼にもまた人間社会に紛れ込むことのできる眷けん属ぞくがいる。

			　数多あまたの分体を操る、ドッペル・クイーンのアントンだ。

			　アントンの分体は、人間を含めた対象の姿をコピーすることができる。ミミック・スライムのリリィのように、対象を捕ほ食しよくする必要もない。遠隔操作が可能であることまで考えると、その能力を諜ちよう報ほう活動に用いたときの利便性は、計り知れないものがあった。

			　ひょっとすると、アントンの本体がこの場にいないのは、そうした活動の最中だからかもしれない。いくら遠隔操作可能とはいえ、距離に限界はあるだろうし、本体がここまで足を延ばせなかったというのは、十分にありうる話だった。あるいは、この場にベルタ、ツェーザー、ドーラという選りすぐりの眷属以外の姿が見えないことからすると、アントンはそれ以外のモンスターと一緒に、なにかしら別の作戦行動でも取っているということも考えられた。

			「……経緯については理解した」

			　状況が大体把は握あくできたところで、おれは本題に踏み込むことにした。

			「それで、どうしてお前は、わざわざおれのことを追い掛けてきたんだ？」

			「おや。それについては、さっき言ったと思いますが」

			　工藤の返答に、おれは眉を寄せた。確かに、おれの目の前に姿を現した時点で、工藤は自分がこの場にやってきた理由を口にしていたからだ。

			「……リリィを助けるために手を貸す、と言っていたか」

			「ええ。ぼくは、先輩を助けるために、ここに来たんですよ」

			　疑いを隠さないおれの態度を気にした様子もなく、にこやかに工藤は笑った。

			「状況は聞いています。先輩の大事なスライムが、高屋にさらわれてしまったんですよね？　先輩さえよろしければ、ここにいるぼくの眷けん属ぞくを戦力としてお貸ししましょう」

			「……それがどういうことかわかっているのか？」

			　相手はチート持ち、ウォーリアの高屋純だ。戦闘には、命の危険が伴う。

			　ぽんと簡単に自分の眷属を貸してしまっていいような状況ではない。

			　だが、あっさりと工藤は首しゆ肯こうした。

			「もちろん。高屋との戦いで、先輩の手足として扱ってくださってかまいません」

			　欠片かけらも躊躇ためらいのない様子だった。

			「なんなら、使い潰してもらってもけっこうですよ」

			　その口調は、まるで消しよう耗もう品について語るようで……いや。

			　工藤にとっては従えたモンスターなんて、真実、消耗品でしかないのだろう。

			　おれとは、眷属に対する意識が違うのだ。

			　チリア砦とりででだって、工藤は数百というモンスターを使い捨てた。あのときは、そのすべてが意思を持たないノーマル・モンスターだったが、それが意思持つ特別な眷属であったとしても、彼のスタンスは変わらないのだろう。

			　おれにとってリリィたち眷けん属ぞくが宝石なら、工藤にとっては石ころだ。投げつけて、相手を傷付けられればそれでいい。わざわざ拾いに行かなくても、そこら中に石は転がっている。

			　そう考えると、工藤に付き従う眷属たちも哀れだった。

			　とはいえ、現状、おれには彼女たちに同情を抱いている余裕はない。

			　おれは軽くかぶりを振った。

			「……それで、工藤。お前はその見返りに、なにを望むんだ？」

			　工藤にとって石ころとはいえ、拾い集める手間はかかっている。無償でそれを渡してやる義理などないだろうし、なにか見返りを求めるのは当然だ。となれば、それは恐らく……。

			「そうですね」

			　どろどろと粘着質なツェーザーを裾すそのなかに戻しながら、工藤は尋ねてきた。

			「先輩は以前に、ぼくがした提案のことを覚えていますか？」

			　……やっぱり、そうきたか。

			　予想できたことではあったが、顔を顰しかめずにはいられなかった。

			「お前が求める見返りは、おれがお前と手を組むことか？」

			　それは以前、チリア砦とりでからの去り際に、工藤が持ちかけてきた提案だった。

			　モンスターを率いるおれと、従える工藤。スタンスこそ違えど……いいや。違うからこそか。おれと工藤の能力は、抜群に相性がいい。互いの穴を埋め合える。

			　それはすなわち、数多のモンスターが跋ばつ扈こする樹海を抱えたこの世界を、救うことも、あるいは、滅ぼすこともできるかもしれない可能性だ。

			　工藤がおれに執着するのも、当然というものだった。

			　そして、この場合、工藤の提案そのものは法外というわけではない。

			　手を貸してやるから、自分と手を組め。実にまっとうな取引ではあるのだ。

			　工藤の能力が強力であることは、おれもよく知るところだ。ここでその手を借りることができれば、リリィ奪還に成功する可能性は高まるだろう。

			　だが、工藤と手を組むということは、同時に人間世界との決別をも意味する。

			　到底、呑めるような話ではなかった。

			　しかし、そんなおれの内心を見透かしたかのように、工藤は先んじて口を開いた。

			「先輩にとっても、悪い話ではないと思うんですけどね」

			　言い聞かせるような、ゆっくりとした口調だった。

			「この世界の人間の社会と接触してから、もうかれこれ２ヶ月ですか。そろそろ先輩もわかっているんじゃないですか？　本当は、どちらと手を組むべきか」

			「……」

			　――モンスターなんかを取り戻すために、他の誰かと殺し合おうっていうの!?

			　おれの脳裏には、飯野からぶつけられた言葉が思い出されていた。

			　おれからすれば、酷ひどいと感じられる言葉だった。

			　しかし、この発言に関する問題の本質は、そこにはない。

			　ああした考えは、なにも飯野だけのものではないということが、問題なのだった。

			　わかりやすく、喩たとえ話をしよう。

			　ここに、ふたりの人間がいるとする。ひとりは捕えられていて、放っておけば命はない。だが、もう一方の命を差し出せば、捕えられた人間は助かる。

			　そんなシチュエーションを仮定しよう。

			　捕えられた人間の知人が、こうした状況を知ったとして、まともな神経をしていたら、まさかもう一方の人間に「命を捨てろ」とは言わないだろうし、言えないだろう。

			　命を捨てないのは非人道的だなんて意見は、そうそう出てこないはずだ。

			　だが、これが人間ではなかったら、どうだろうか？

			　人間ではないなにかの……モンスターの命を差し出せという条件であるのなら、結論は違ってきてしまうのではないだろうか？

			　ましてや、この世界は常にモンスターの脅きよう威いに晒さらされている。こうした意見は、当たり前のものとして、まかり通ってしまうだろう。

			　いまの状況にしたところで、そうだ。

			　大事にしていたペットを奪われて、奪った犯人を殺し合い覚悟で武器を持って追い掛けたと聞けば、眉を顰ひそめる者も多いのではないだろうか？　誰かにとっての宝石が、他の誰かにとってもそうだとは限らない。モンスターと一緒に生きるというのは、こうした無数のズレや、それに伴う不理解と摩ま擦さつとを抱えて生きるということなのだ。

			「眷けん属ぞくである彼女たちのことを思えばこそ、先輩はぼくと手を組むべきなんじゃないですか？」

			　工藤の言い分には、一定の説得力があった。

			　それは、間違いない。

			「話にならんな」

			　だからこそ、ガーベラのこの即答は、おれにとって胸のすくものに感じられたのだった。

			「貴様が進むのは、修羅の道だ。敵を殺し、味方を殺し、己をも殺してしまう」

			　ガーベラは、工藤を強く睨にらみ付けていた。

			「主殿に、お主のようになれと言うのか。妾わらわたちのことを石くれのように扱えと？」

			「……そのほうが楽なのは、確かだと思いますけどね」

			　思わぬ横槍であったはずだが、工藤はすぐに立て直した。

			「あなたも先輩の眷属であるのなら、彼のために喜んで殉じゆんずるべきなのでは？」

			「戯たわけが。それは楽であっても、幸せな道ではないわ」

			　ガーベラは、ばっさりと言ってのけた。

			「あまり舐めてくれるなよ。妾わらわが惚ほれた男は、困難を理由に幸せから背を向けるような腰抜けではない」

			「……そうは言うがな、白い蜘く蛛も」

			　傲ごう然ぜんと顎あごをあげたガーベラに、アントンが虫のように無機質な目を向けた。

			「いくらあんたでも、その惨みじめな状態でチート持ちと戦うのは荷が重いだろう。ひとりではなにもできない主とふたりきりでは、あのスライムは助けられないのではないのか？」

			「ふん。惨めな状態か。貴様の目からは、そう見えるのかもしれんな」

			　数を減らした脚にちらりと目を落として、ガーベラは鼻を鳴らした。

			「だがな、それは大きな間違いだ」

			　言い切った直後、細身の少女の体から、粘度の高い殺意の奔ほん流りゆうが溢あふれ出した。

			　さながらそれは蜘蛛の糸。絡め取られたアントンが、堪たまらず体を強こわ張ばらせる。

			「いまの妾は、強いぞ？」

			　嫣えん然ぜんとした笑みを浮かべて言ってのけたガーベラは、たとえ最大の武器である蜘蛛脚を数本失っていたところで、アントンが挑発混じりに言ったような惨めさとは無縁だった。

			「なにせ念願叶かなったばかりだからの。これ以上はない、最高の状態だとも。そして、もうひとつ教えておこう。主殿がいるからこそ、妾は力が出せるのだ。ひとりではなにもできぬなどと、主殿について知ったような口を叩くな。そんなところに、主殿の価値はないわ」

			「……」

			「口だけは達者ですね」

			　黙り込んだアントンに代わって口を開いたのは、彼女の分体の突然変異体だという、黒い少女ドーラだった。

			「白い大蜘く蛛もの武器は、鉤かぎ爪づめではなく、その口先なのですか？」

			　ガーベラの殺気に反応して、その両手はふた振りの漆黒の剣に変わっていた。

			　ドッペル・ゲンガーとしてのコピー能力を持たないというドーラだが、どうやらある程度は体の形を自由に変えることはできるらしい。

			　戦意十分なドーラの姿を見て、ほうとガーベラが吐と息いきをついた。

			「妾わらわにびびってばかりの三さん下したが生んだにしては、お主、なかなか出来がいいではないか」

			「わ、わたしの母を愚ぐ弄ろうしますか！」

			「むしろ妾としては、出来損ない扱いされていたお主を褒めてやったつもりだったのだがの。こういうのを、主殿たちの世界では『鳶とんびが鷹たかを生む』というらしいぞ？」

			「貴様……！」

			　おれのことを馬鹿にされたことで好戦的になったガーベラと、アントンの分体であるドーラの間で、見えない火花が散る。

			　このままでは話が進まない。結局、主ふたりで止めに入ることになった。

			「やめなさい、ドーラ。誰が戦っていいと言いましたか？」

			「ガーベラもよせ」

			　窘たしなめたおれを振り返って、ガーベラは肩をすくめる。

			　一方のドーラは、喉を押さえて膝をついた。工藤が能力を行使したのだろう。

			「……妙に殺気立った展開になってしまいましたね」

			　うずくまったドーラに落としていた視線を、工藤がこちらに向けた。

			「仕切り直しといきましょうか」

			「そうだな」

			　おれは頷うなずきを返した。

			「もっとも、おれが言いたかったことは、全部ガーベラに言われてしまった感があるが」

			「……ということは、先輩も？」

			「ああ。ガーベラと同じ意見だよ」

			　小さく目を瞠みはった工藤に、はっきりと宣言した。

			　ガーベラの言い分は、どうもおれを買いかぶり過ぎている部分がちらほらあるが、その根底にあるのは信頼だ。である以上、それに応えるのは主として……いいや。違う。彼女に想いを寄せられている男として、当然のことだった。

			「そもそも、前にも言っていたはずだ。おれは『魔王』じゃない。リリィたちの『ご主人様』なんだって」

			　工藤と同じ道を歩むことはできない。

			　それは、おれの進むべき道ではない。

			　工藤と手を組むことができない以上、彼の申し出を断るのは決定事項だった。ある意味、最初からこうなることは決まっていたとも言える。

			　だから、問題はここからだった。

			「できれば、ここは穏おん便びんに通してくれると助かるんだがな」

			　リリィを奪還しようとすれば、高屋と戦いになる可能性が高い。となれば、無用な消しよう耗もうはないほうがいい。ここで工藤と戦いになるのは、なるべくなら避けたかった。

			　幸いなことに、ガーベラのお陰で、傷付きこそすれ、こちらに十分な戦力があることは示せている。戦いになれば相そう応おうの被害が免まぬがれない、戦ったところでなにも得られない、となれば、工藤としてもおれたちと争う理由はないはずだった。

			　損得だけで考えるなら、工藤は引き下がる以外にない。

			　あとは、感情の問題だった。

			「はい。そうですか。……と、大人しく引き下がるわけにはいきませんね」

			　工藤の言葉に反応して、これまで大人しくしていたベルタが唸り声をあげ始めた。

			　十文字の姿をコピーしたアントンは腰の剣を抜き、緑の汚泥ツェーザーが工藤の服の裾すそから滲にじみ出る。ドーラは少しよろめきつつも立ち上がると、再び両手を剣に変えた。

			　完全に戦闘態勢に入った彼らを見て、おれは溜め息をついた。

			「……そうか。残念だ」

			　おれが剣を構えると、左の手の甲に収まっていたアサリナが、長く伸びて牙きばを剥むいた。

			　ガーベラは両手の指を鳴らすと、脚を折り畳んで跳躍の力を溜める。

			　避けられるものなら避けたい戦いだったが、こうなってしまっては仕方ない。

			　戦って切り抜ける。それしかなかった。

			　相手を全滅させる必要はない。というより、消しよう耗もうを避ける意味でも、まずはガーベラに蹴け散ちらしてもらい、その隙に力尽くで逃亡してしまうのが最善だろう。

			　大丈夫。できるはずだ。

			　さっきのガーベラの台詞せりふではないが、さっきまでへばっていたとは思えないくらい、おれ自身も調子は良い。絶好調と言ってもいいかもしれない。体中を循じゆん環かんする魔力が、普段より活性化しているような気さえする。ガーベラと想いを通わせた高こう揚ようからくる、仮かり初そめの万能感かもしれないが、こうした精神的なものは意外と馬鹿にできないものだ。

			　士気は上々。ここにいる工藤の眷けん属ぞくを突破して、そのままリリィの追跡に移る。

			　おれは正面に立ち塞がる障害を睨にらみ付けて――そこで、ふと工藤の表情が目にとまった。

			「……？」

			　おれのことを見詰める工藤は、口元の微ほほ笑えみを浅くして、わずかに眉を寄せていた。

			　それは、いつも浮かべている微笑みとは、ちょっと違ったものに見えた。

			　悲しむような。哀れむような。それでいて、羨うらやむような。

			　それらすべてが綯ない交まぜになった、複雑な表情。

			　なにが彼にそんな顔をさせたのかわからない。

			　瞬まばたきをしたときにはもう、工藤の顔は普段の貼りついたような微笑みに変わっていた。

			「ふ、ふふ。勘違いしないでください」

			　内面を見通せない笑顔を浮かべた工藤は、両手を胸の前に持ち上げると、対たい峙じするおれたちに掌てのひらを向けた。

			「なにもぼくは、先輩と戦おうというわけではありません」

			「……なんだと？」

			　発言の意図がわからず戸惑うおれをしり目に、工藤は自分の眷けん属ぞくに声をかけた。

			「ベルタたちも、やめなさい。先輩は敵ではありません」

			「王よ。なにを言っている……？」

			　いまにもこちらに飛びかかってこようとしていたベルタが、困惑した様子で双頭の一方を振り返らせた。他の眷属も似たり寄ったりで、戸惑いを隠せていない。

			　おれも気持ちは同じだった。

			「どういうつもりだ？」

			「そう難しい話ではありませんよ」

			　工藤は肩をすくめると、あっけらかんとした調子で言った。

			「別に、手を組まないからと言って、手を貸さないとは言っていない、というだけのことです」

			　おれは、ぽかんとしてしまった。

			「仲間になっていただけないのは残念ですが、それならそれでかまいません。さっきも言った通り、ここにいるぼくの手て勢ぜいをお貸ししましょう」

			　さすがに、これは予想外だった。あのガーベラでさえ、鼻はな白じろんだ様子を見せている。工藤がなにを考えてこんなことを言い出したのか、まったく意図が掴めない。

			　そんなおれの内心は、そのまま顔に出ていたのだろう。工藤はくすりと笑った。

			「そう疑わないでください。裏なんてないんですから」

			「じゃあ、お前はなんの見返りもなく、おれに力を貸そうっていうのか？」

			「信じられませんか？」

			「……率直に言えば、そうだ」

			「ふふ。まあ、先輩にとって、ぼくは敵ですからね。疑いを抱くのも無理はありません」

			　疑われていると正面から言われても、工藤は特に気にした様子もなかった。

			「ですが、ぼくにとっての先輩は敵ではありません」

			「工藤。お前……」

			「ぼくとしては、先輩がつまらないことで死んでしまっては困るんですよ」

			　工藤は、にっこりと笑った。

			「これは前に言ったと思いますが、ぼくが手を組みたいと思うのは、同じ場所、同じ時間、同じ境きよう遇ぐうで、同じ力に目覚めた先輩だけです」

			　工藤の声は、かすかな熱を帯びていた。

			　その熱は、価値観を反転させた狂人らしい執着の表れだろうか。それとも、共感なんていう、まともな人間らしい感性の最後の残ざん滓しだっただろうか。熱心な口調で、工藤は続けた。

			「あなたは素晴らしい。掛け値なしに。こんなところで殺されてしまうなんて、あってはならない。だから、手を貸すのは、ぼくにとって当然のことなんですよ」

			「……なあ、主殿」

			　最後まで聞き終えたガーベラが、ぼそりと言った。

			「ひょっとして、こやつ、良い奴なのではないか？」

			「……それは、いくらなんでもちょっと単純過ぎるな」

			　ただ、ガーベラがそんなことを言い出すのも、無理のないところもあった。

			　それくらい、おれに対する工藤の好意は、あけすけなものだったのだ。

			　もちろん、工藤は絶対に善人などではない。

			　けれど、おれに手を貸そうという、彼の善意は本物だった。

			　思い返してみれば、以前にチリア砦とりでで正体を現したときも、そうだった。

			　おれの知らなかった情報を提供して、手を組まないかと持ちかけてきた。提案を断られたところで、逆上して襲い掛かってくるようなこともなく、大人しく引き下がった。

			　そうした工藤の態度は、理性的で誠実なものだ。そこに裏はない。邪よこしまな企みなんてものはありえない。理り非ひ善ぜん悪あくも、損そん得とく勘かん定じようも、工藤陸の内側には存在しない。世界でたったひとりの同類に対する共感と、それが生み出す底知れないまでの執着があるだけだ。

			　工藤は本気で、おれの手助けをするつもりなのだ。

			　そして、リリィを助け出すためには、戦力はあればあるほどいい。

			　おれはガーベラに目配せをした。彼女は首を縦に振った。

			　おれは頷うなずき返して、工藤に向き直った。

			「……わかった。お前の提案を受けよう」

			◆　◆　◆

			　そのとき、内心に一抹の希望が紛れ込んだことを、おれは否定できない。

			　同じ場所、同じ時間、同じ境きよう遇ぐうで、同じ力に目覚めた、おれにもあったかもしれない、もうひとつの可能性。工藤がおれに共感を覚えているのなら、逆もまた然りだ。心のどこかで、おれは多分、道を踏み外したこの少年と、殺し合いたくないと感じている。

			　けれど、おれと工藤の生き方は相あい容いれない。

			　このままでは、いずれどこかで激突する。そんな予感があった。

			　そうなれば、起こるのは血みどろの生存競争だ。

			　おれは眷けん属ぞくを率いて、工藤と殺し合うことになる。

			　それが回避できるとしたら、どちらかが生き方を変えるしかない。

			　すなわち、おれが工藤のいるところまで堕ちるか、工藤がここまで戻ってくるかだ。

			　もしも工藤を引き上げられる可能性があるとしたら、それはおれくらいのものだろう。それくらい、工藤はおれに執着している。

			　期せずして得ることになったこの接触が、ひょっとしたら、そのための細い糸となってくれるかもしれない。そんなふうに、おれは思ったのだった。

			　……もちろん、わかっている。こんなのは、儚はかない希望でしかない。可能性があるというだけで、実現なんてするはずのない未来だ。

			　そうとわかっていても、こんなことを考えてしまうあたりが、おれの弱さなのだろう。けれど、それこそが『魔王』であることを選んだ工藤との違いなのだと思えた。

			◆　◆　◆

			「主殿よ」

			　ガーベラが話し掛けてきた。

			　工藤たちに対する警戒心は幾分残しているようだが、臨戦態勢は解いている。

			「話が纏まとまったのなら、すぐにでも出発するべきなのではないか」

			「……そうだな」

			　だいぶ時間が経ってしまった。工藤と戦いにならずに済んだのはよいことだし、それどころか彼の手助けが得られることになったとはいえ、追いつけなければどうしようもない。

			「あ。それなら大丈夫ですよ」

			　しかし、工藤はおれたちの懸け念ねんを否定した。

			　内面を読みづらい彼だが、いまははっきりと上機嫌なのがわかった。

			「こちらでひとつ、手を打ってありますから」

			　指を立ててみせる工藤に、おれは首を傾げた。

			「どういうことだ？　詳しく話してくれ」

			「はい。実は高屋のところに、連れてきたぼくの手勢のうち、ここにいない残りを向かわせてあります」

			「……ああ。そうか。それでお前、連れているモンスターの数が少なかったのか」

			　納得したおれに、工藤は頷うなずいてみせた。

			「ぼくも戦力の補充が終わっていませんし、手駒のすべてをここまで連れてきたわけではありませんが、それでも30体からのモンスターを追跡に出しました。そちらの襲しゆう撃げきがうまくいけば、先輩が追いつく必要さえないかもしれませんね」

			「襲撃……って、おい。リリィは大丈夫なんだろうな？」

			「そこはぬかりありません。最低でも、足止め程度はできているはずです」

			　ノーマル・モンスターが30体。魔法道具持ちのウォーリアでも、やりようによっては、十分に戦いになるレベルの戦力だった。足止めに徹するならそれなりの時間が稼げるし、消しよう耗もうを強いることもできるだろう。

			「それに、追い掛けるなら、ベルタに乗ってもらえば速いですよ」

			「ベルタに？」

			　おれは双頭の狼に目をやった。

			　同じ四足獣でも、あやめなどと違って、ベルタの体は立派だ。十分に乗ることは可能だった。

			「いいのか？」

			「……我らが王の命令だ。わたしはかまわない」

			　ベルタは尻尾しつぽと触手をゆったりと振った。見た目のインパクトが大きいが、こうして見てみると、犬に通じる可愛かわいさもあるのかもしれない。

			「あ。でもその場合は、ぼくとタンデムで乗ってもらうことになりますね」

			「……む」

			　工藤の言葉に、なぜかガーベラが面白くなさそうな顔をした。おれがベルタに乗るのが気に入らないのか、工藤が一緒に乗るのが嫌なのか。どちらもかもしれない。

			　ガーベラには悪いが、リリィを奪還できる可能性を少しでも上げるためには、使えるものは全部使うべきだった。

			「……使えるもの、か」

			「どうしました、先輩？」

			　おれのつぶやきを聞いて、工藤が首を傾げた。

			「いや。ちょっと思い付いたことがあってな」

			　その場で、軽く作戦会議をすることにした。

			　おれが立案した作戦を聞くと、工藤は不満そうな様子を見せた。

			　ガーベラもいい顔はしていなかった。

			　けれど、説得すると、ふたりとも最後には承諾してくれた。

			　準備を整えて、おれたちは高屋を追い掛け始める。

			　

			　さあ、リリィを取り戻しにいこう。

		

	
		
			　

			08　奇妙な夢　～リリィ視点～

			　

			「……はあ」

			　溜め息が、涼やかな山の空気に溶けていく。

			　わたしはひとり山を歩いていた。

			　襲来した『韋い駄だ天てん』飯野優奈を撃退するために、ガーベラが起こした崖崩れに巻き込まれ、他のみんなとはぐれてしまったためだ。

			　いまは、ご主人様のもとに向かっているところだった。

			「……」

			　爽やかな山の空気とは裏腹に、わたしの足取りは重い。

			　そして、それ以上に心が重い。

			「はあ」

			　もう一度、溜め息。

			　……また、ご主人様をちゃんと守ることができなかった。

			　もちろん、『守ることができなかった』とは言っても、現在、ご主人様は無事だ。それはパスを通じて把は握あくしている。

			　だけど、それは結果論だ。わたしがご主人様を守れなかったという事実は変わらない。

			　わたしは、飯野が襲い掛かってきたあのとき、ご主人様の一番近くにいた。それなのに、いともあっさり彼女を通してしまい、ご主人様は殴り付けられた。彼女にそのつもりがなかったからよかったようなものの、そうでなければ、今頃、ご主人様の命はなかっただろう。

			　そのあとだって、無様なものだった。

			　何度攻撃しても、飯野に攻撃は通らなかった。あしらわれるばかりで、それさえも殺さないように手加減されていたと知らされれば、落ち込みもするというものだ。

			「強くなったって、思ってたんだけどなあ……」

			　ぼやいた言葉は、一面では事実でもある。

			　チリア砦とりでで十文字に一いつ蹴しゆうされたことで、わたしは自身の力不足を痛感した。

			　どうにかしようと努力してきた。

			　その結果、わたしは間違いなく強くなった。単純な戦闘経験もそうだが、モンスターの格としても、いまのわたしはご主人様と出逢ったときの比ではない。

			　特にチリア砦では、たくさんのモンスターを捕ほ食しよくした。

			　わたしの身の裡うちには、いまや何百というモンスターが渦巻いている。ひとつの姿のままでは、その力を十全に発揮することはできないとはいえ、樹海表層部のモンスターでは、もはや相手にならないくらいの戦闘能力がこの身には備わっている。

			　……それでも、『韋い駄だ天てん』飯野優奈を相手取るには、全然足りていなかったのだけれど。

			　もちろん、相手が悪かったというのもある。

			　コロニーでも名高い『韋駄天』の飯野優奈。

			　チート持ちで構成された探索隊でも数の少なかった、二つ名持ち。

			　言うなれば彼女は、ほとんどこの世界最強の戦士だ。

			　探索隊の十文字に食い下がることのできたガーベラでさえ蹴け散ちらされたのだから、わたしでは対抗できずとも仕方ないところもある。

			　けれど、ここ２ヶ月という短期間で、十文字、飯野と、続け様に衝突する羽目になっている以上、そんなことを言っていられる状況ではないのもまた事実だった。

			　……わたしは、どうすればいいのだろうか？

			　わたしだって、ただ遊んでいたわけではない。

			　たとえば、部分擬ぎ態たい。実現すれば大幅なパワー・アップが見込めるものと考えて、少女としての姿を擬態したままで、体の一部だけを別のモンスターの姿に変えられないかと試行錯誤を続けてきた。

			　けれど、それはうまくいっていない。

			　うまくいく見込みもない。

			　種としての限界が、壁となってわたしの前に立ち塞がっているからだ。

			　かといって、もうひとつの方策……水島美穂のチート能力を擬ぎ態たいすることもできずにいる。

			　不可避の劣化を伴うわたしの擬態能力では、チート能力という規格外の力を再現することはできないということか。それとも、そもそも水島美穂本人がチート能力に覚かく醒せいしていなかったため、擬態する対象がないからか。

			　いずれにせよ、結論は同じ。

			　結局のところ、偽物のわたしにはどうあがいても届かないものがあるのだ。

			　そんな当たり前の事実が、胸に痛い。

			　その痛みが、寄せては返す波のように、益やく体たいもない思いを呼び起こさせる。

			　――ここにいるのが、わたしでなくて水島美穂であるのなら。

			　――偽物ではできないことが、本物にならできるだろうに。

			　それが意味のない仮定だということはわかっている。

			　悪い傾向だということも承知している。

			　それでも、ここ最近は特に、こうした考えに囚われることが多くなっていた。

			　自分が本物でありさえすれば……と。

			　偽物のわたしだからこそ、そう思わずにはいられないのだ。

			　もっとも、加藤さんにはまた別の考えがあるようだった。

			　彼女が言うには、わたしの擬態能力に伴う劣化は、『できない』のではなく『できるけれど不完全』になるはずなのだとか。であれば、水島美穂が持っていた『転移者として固有能力を発現する素質』とでもいうべきものを、不完全にせよ、擬ぎ態たいすることができるはずだ――というのが、加藤さんの主張だった。

			　偽物かどうかは関係ない。なにか他に原因があるはずだ。

			　なるほど。言われてみれば、確かにその通りであるような気もする。

			　……だからといって、できない事実が変わるわけではないのだけれど。

			「はあ」

			　もう一度、無意識に溜め息をついてしまったことに気付いて、わたしはかぶりを振った。

			　うじうじと考えていても仕方ない。

			　ひとりでいるのがいけないのだ。どうしても気持ちが落ち込んでしまう。

			　早くご主人様たちに合流しないと。

			　自然と足取りを速めて、わたしは先を急いだ。

			「……ご主人様」

			　胸のなかにじりじりとした思いが募つのる。

			　早くこの目で、彼の無事な姿を確認したい。

			　目的地になかなか着かないのがもどかしかった。

			　もう結構な時間、歩いているはずなのだけれど……。

			「……あれ？」

			　というか、わたしはどれだけの時間、こうして歩いているのだっけ？

			　看かん過かできない疑問に突き当たって、ぴたりと足がとまった。

			　おかしい。どうしてわたしは、そんな簡単なことさえわからないのだろうか？

			「わからないのも当然だよ」

			　気付けば、ひとりの少女が目の前にいた。

			　

			「だって、これは夢だもの」

			　

			　――途端、世界が砕けた。

			　歩いていた山の景色がガラスみたいに飛び散って、わたしは暗闇に投げ出された。

			　反応のひとつもできなかった。

			　真っ暗な世界のなか、目の前には、さっき声をかけてきた少女が浮かんでいる。

			　手を背中に組んでやや前傾姿勢になり、まるで水中にいるかのように亜麻色の髪を揺らめかせて、わたしの顔を下から覗き込むようにする彼女は――『わたし自身』だった。

			　……なるほど。この唐突さ、意味不明さは、確かに夢のものに違いない。

			　明めい晰せき夢むというやつだろう。

			　だけど、それはいったい、どこからだろうか。

			　わたしは確かに、崖崩れに巻き込まれて引き離されてしまったご主人様と合流すべく、山を歩いていたはずだ。

			　それから……それから。

			　なにがあった？　思い出せない。

			　額を押さえたわたしに、目の前の『わたし』が尋ねてくる。

			「おかしいことは、他にもあるでしょ？」

			　他にも？　……ああ、確かに。

			　わたしはミミック・スライム。睡眠の必要のないモンスターだ。

			　それなのに、どうして夢なんて見ているのだろうか？

			　当然のことながら、夢を見るためには、意識を保っていてはならない。

			　現実世界のわたしは、意識を失っているということだ。

			　なにかがあったのだ。意識を失うような、なにかが。

			「さあ、起きて」

			　そうだ、起きないと。

			「早くしないと、真島くんが死んじゃうよ――」

		

	
		
			　

			09　狂気が導くひとつの答え　～リリィ視点～

			　

			　――そうして、わたしは目を覚ました。

			「ん、ぅ……うう」

			　意味のない呻うめき声が出た。意識が混濁している。気持ちが悪い。

			　覚えのある感覚だった。

			　これは、そう。擬ぎ態たいした脳のう髄ずいを破壊されたときに特有の、意識の途絶――……。

		

	
		
			[image: 121.jpg]
		

	
		
			「あ、起きたんだね。美穂姉ちゃん」

			「……っ!?」

			　わたしは跳び起き――ようとして、バランスを崩した。

			「わっ!?」

			　がちゃりと硬いものが擦れる音。なぜか腕が動かない。

			　思いもよらず体の動きが阻害されて、体勢が崩れてしまい――

			「っと、危ないなぁ」

			　――転倒の寸前、わたしは誰かに抱き留められた。

			「まったく。気をつけなよ。おれだって姉ちゃんのことはきちんと見守ってるつもりだけどさ。それでも、万が一ってことはあるんだから」

			　気遣いに満ちた少年の声が、耳じ朶だを打つ。

			　為されるがままに、もう一度、わたしは地面に座らされた。

			「えっと」

			　寝起きのハプニングに混乱する。

			　そんなわたしの頭に最初に思い浮かんだのは――転びそうになったところを助けられたことに、まずはお礼を言わなくちゃ、という極々常識的な発想だった。

			「あ、ありがと……」

			　しかし、お礼の言葉を最後まで言い切ることはできなかった。

			「……なに、これ？」

			　腕の上から何重にも鎖が巻きつけられた、いまの自分の状態に気付いたからだ。

			　反射的に、わたしは腕に力を込めた。

			　鎖の環状の部品が、じゃぎっと耳障りな音を立てた。

			　それだけだった。

			　壊れもしなければ、歪ゆがみもせず、緩みさえしない。

			「な、なら……！」

			　擬ぎ態たいを解いて不定形なスライムの体に戻ることで、鎖の戒いましめから逃れようとする。

			　できなかった。

			「ど、どうして？」

			　普段当たり前にできていることが、なぜかできない。

			　それで、遅ればせながらわたしは気付いた。

			「この鎖……魔法道具？」

			　恐らく効果は、巻きつけた対象の拘こう束そく・弱体化といったところだろうか。

			　思い返してみれば、鎖を引き千切ろうとしたときも、妙に力が入らなかった。

			　血の気が引く思いがした。

			　いまの自分はただの小娘同然だということが、理解できてしまったからだ。

			「あなたは……」

			　わたしはすべての原因であろう人物へと、怖々と目をやった。

			「ん？　どうしたの、美穂姉ちゃん」

			　びりびりに破けて擦り切れた制服を着た少年が、こちらを見下ろしていた。

			　一見すると浮浪児のようだが、不潔さはない。襤ぼ褸ろ切れのような制服は小奇麗で、腰に下げた剣などは明らかに高価なものだとわかる。どうにもちぐはぐな格好だった。

			　普段はこの上から外がい套とうを着込んでいるのだろう。いまはその外套は、座り込んだわたしのお尻の下に広げられていた。

			「変な顔してるね。まさか、おれのこと忘れちゃった？」

			　冗談めかした調子で少年は言った。

			　実際、知った顔ではあった。

			　正確には、わたしの保持する水島美穂の記憶のなかにある顔だった。

			「……高屋、純」

			　水島美穂の幼馴染にして、チート持ちのウォーリア。第一次遠征隊に助けを求めるために、森を単身踏破してエベヌス砦とりでに辿り着いた少年が、そこにいた。

			「あなた、どうして……？」

			「嫌だな、姉ちゃん。そんな他人行儀な」

			　頬ほおを掻かいて、高屋が言った。

			「いつもみたいに、純って呼んでくれよ」

			「……」

			　もちろん、呼べるわけがなかった。

			　正直、状況がまったく掴めない。意識の混濁はすでに収まっているのに、わたしが思い出せたのは、山を歩いていて、ご主人様と合流した瞬間までのことだった。

			　それ以降はわからない。気付けば、ここで拘こう束そくされていた。

			　いったい、あの場でなにがあったのか。

			　わたしの身に、なにが起きたのか。

			　なにより、ご主人様は無事なのか……。

			「あ！　ひょっとして、姉ちゃん。あの山小屋にほったらかしにされたのを怒ってるのか？」

			　混乱するわたしに気付いた様子もなく、高屋は話し掛けてくる。

			「不安な思いをさせたのは悪かったと思うけどさ。これでもおれ、頑張ったんだぜ」

			　この会話を楽しむような声色で。

			　親しさに裏打ちされた、ほんの少しの拗すねを混ぜて。

			　鎖で拘こう束そくされたわたしの状態なんて、まるで見えてすらいないかのように。

			「……」

			　相変わらず、状況はさっぱりわからないが……。

			　この反応、この発言、この態度。

			　ひょっとして高屋は、わたしが水島美穂ではないことに気付いていないのだろうか？

			　だとすれば……これはチャンスかもしれない。

			　わたしはごくりと喉を鳴らした。

			　意識を失っている間のことについて、うまくすれば情報を引き出せる可能性がある。内心の動揺を抑え込んで、乾いた唇を開いた。

			「……ちょっと訊ききたいんだけれど」

			「ん。なに？」

			　高屋は笑顔で首を傾げた。

			　話し掛けられただけで嬉しいとでもいうような、あけすけな態度だった。

			「……」

			　迂う闊かつなことに、わたしは一瞬、そこから続けるべき言葉を見失ってしまった。

			「なんでも訊いてよ、美穂姉ちゃん」

			　高屋純の示す温かみのある好意は、わたしに向けられたものではなかった。

			　それは、すでにこの世にない少女に向けられたものだった。

			　彼が嬉しそうであればあるほど、楽しげであればあるほどに、向かう先をなくした好意が失われるその感触は虚むなしいものに感じられて、わたしは言葉を失ってしまったのだった。

			「姉ちゃん？」

			「――ぁ」

			　不思議そうな顔をした高屋の呼び掛けに、わたしは我に返った。

			　いけない。いまは、余計なことを考えている場合ではなかった。

			　確かめなければいけないことはたくさんあるのだ。目の前のことに、集中しなければ。

			　感傷を振り払って、頭を切り替えた。

			「……わたしは、どうしてここにいるの？」

			「あ。それ？　まあそうか、気になるよね」

			　高屋純は、変わらぬ笑顔で返答した。

			「おれが姉ちゃんの頭に剣を叩き込んだからだよ」

			「なっ……」

			　なんでもないことのように口にされた犯行の告白に、わたしは絶句した。

			「痛かった？　でも、ごめんね。そうでもしなくちゃ、いまの姉ちゃんは気絶しないみたいだからさ」

			　目を覚ましたわたしの目の前にいたのは、ここにいる高屋純だ。その時点で、彼がわたしを拘こう束そくした犯人か、あるいは、その一味であることは、まず間違いないことだった。

			　そして、ミミック・スライムであるわたしが気を失っていたということは、意識を保てなくなるような大きなダメージを受けた可能性が高い。

			　素直に考えるなら、高屋純から不意打ちを受けたということになる。

			　けれど、わたしはむしろ、彼がなにか特殊な魔法道具でも使ったのだろうと考えていた。

			　咄とつ嗟さにそう考えるくらいに、わたしに対する彼の態度は親愛に満ちたものだったのだ。

			「あなた、知ってるの……？」

			　混乱のままに、わたしは尋ねた。

			「知ってるよ、もちろん」

			　あくまで軽い口調で、高屋は答えた。

			「姉ちゃん、スライムに喰われたんだよな。でもって、その体はスライムのものだ」

			　目の前の少年を見詰めたまま、わたしは二の句を継げなくなった。

			　水島美穂が死んだことも。

			　彼女の遺体をわたしが取り込んだことも。

			　わたしが水島美穂の姿を借りたモンスターであることも。

			　すべてを高屋純は知っている。それでいて、わたしを水島美穂として扱っているのだ。

			　そんなの矛む盾じゆんしている。

			　……壊れている。

			　どうしてこんなふうになってしまったのか……とは、思わなかった。

			　それは、いまこの世界に生きている誰よりも、わたしが理解できることだったからだ。

			　わたしのなかには、亡くなった水島美穂の記憶がある。

			　幼馴染である高屋純との思い出だって、当然、そこには含まれている。

			　記憶のアルバムは、擬ぎ態たい能力の限界のせいで酷ひどく劣化していて、色は滲にじんで輪郭は曖あい昧まいになって、ページの何割かは欠落してしまっている。

			　それでも、幼馴染である高屋純のことを、水島美穂が好ましく思っていたことは知っていた。

			　それは、成長するにつれて高屋純が彼女に抱くようになった、淡く甘い感情とは違うものだった。けれど、幼い頃から時間を重ねた者に対する、特別な親しみがそこにはあった。

			　思うに、水島美穂は賢明な少女だったのだろう。

			　高屋純が胸に抱いている淡い感情が、幼馴染への特別な親しさと、年上の女性への憧れが入り混じったものでしかないことを悟っていた。高屋純が告白に踏み切らなかったのは、ある意味、彼女の推測が当たっていた証拠とも言えるかもしれない。彼の初恋は、幼馴染としての関係を崩してでも、と思えるほどの質量を持っていなかった。そのままの生活が続いていれば、それはいずれほろ苦い初恋の思い出に変わったかもしれない。

			　だが、そうはならなかった。

			　異世界への転移が、他の多くの者たちと同様に、彼らの未来を捻じ曲げた。

			　二度と家には帰れない。家族に会うこともできない。それどころか、化け物が襲い掛かってきて、明日の命があるかどうかさえ定かではない。

			　程度の差こそあれ、誰も彼もが追い詰められていた。

			　高屋純も、そのひとりだった。

			　水島美穂の知る高屋純は、子供っぽくやんちゃで、だからこそ、幼い脆もろさを抱えた少年だった。

			　結局、彼は自分の精神の支柱を、淡い初恋に求めることになる。

			　水島美穂はそんな彼の変化に気付きつつも、なにも言えなかった。

			　それが彼にとって必要なことだと、聡さとい彼女は理解していたからだ。

			　他の誰かのためになら頑張れる。

			　そうすることしか、まともではいられない。

			　好きな人のためだったからこそ、高屋純はたったひとりで樹海を横断するという孤独と苦痛にも堪たえられた。だからこそ、その対象だった水島美穂が無残な死を迎えたときに、彼の心もまた、呆気なく支えのすべてを失った。

			　彼の目にはもう、見たいものしか見えていない。

			「美穂姉ちゃんは渡さない。もう二度と、誰にもだ」

			　独り言のようなつぶやきには、ほの暗い熱がこもっていた。

			「喜んでよ、姉ちゃん。それだけの力が、いまのおれにはあるんだ」

			　かちゃりと、高屋の腰にある剣が音を立てる。

			　そこで、わたしはふと鼻先にかすかな鉄てつ錆さびの臭いを感じた。

			　普段のわたしなら、ファイア・ファングの嗅覚を擬ぎ態たいすることで、すぐに気付いたはずの異臭。血液と臓物の臭い。振り返ったわたしは、息を呑んだ。

			「なっ……嘘」

			　少し離れたところにあったのは、まさに屍し山ざん血けつ河がというべき光景だった。

			　たくさんのモンスターの死骸が散らばっている。何十匹いるのだろうか。確かにキトルス山脈は人里離れてモンスターの多い土地ではあるが、それにしても異常な数が死んでいた。

			　見る限り、高屋純には目立った怪け我がもない。

			　いくらチート持ちのウォーリアにしても、それは異常なことに感じられた。

			　……ひょっとして、あの剣だろうか。

			　あれがなにか特別な魔法道具であるのなら、可能性はあるけれど……。

			「おれは強くなった」

			　向き直ったわたしに、高屋純は語り掛けてくる。たったひとりに対する温かさと、それ以外のものに対する絶対零度の酷こく薄はくさが背中合わせになった微ほほ笑えみを浮かべて。

			「だから、姉ちゃんは安心していいんだよ。たとえ、誰がやってきても、姉ちゃんのことは渡さないから」

			　殺意を込めた声を聞いて、わたしは戦せん慄りつを覚えた。

			　……ご主人様が危ない。

			　直前に『韋い駄だ天てん』との戦闘があったせいで、ご主人様の戦力は大幅に目減りしている。

			　それでもご主人様なら、どうにかして勝算を立てて、捕まったわたしのことを追い掛けてきてくれるに違いない。

			　しかし、高屋純の戦力をきちんと見積もることができていなければ、その勝算も破は綻たんする。たとえば、あの剣のことを知らなければ、ご主人様が返り討ちにされる可能性は高い。

			　そんなこと、許すわけにはいかなかった。

			「待ちなさい。高屋純」

			　微ほほ笑えむ少年を、わたしは睨にらみ付けた。

			「わたしは、水島美穂じゃない。わたしは、真島孝弘の第一の眷けん属ぞく、ミミック・スライムのリリィ。あなたの幼馴染の水島美穂は、もう死んだんだよ」

			　これが危険な発言だということは、自覚していた。

			　まず高屋が、水島美穂の死を認めることができるかどうかがわからない。そして、仮に認めたとしても、今度は高屋にとってわたしは、彼の大事な人間の姿を奪ったモンスターだと知られてしまうのだ。なにをされてもおかしくなかった。

			　そうでなくても、精神の均衡を欠いているいまの彼は、なにが導火線になって爆発するかわかったものではない。自分の身の安全だけを考えるなら、これは迂う闊かつな発言だった。

			　だけど、ご主人様が危険に晒さらされるよりは、ずっとずっとマシだった。

			「死んだ？　姉ちゃんが？」

			　高屋純は笑顔を消して、わたしをじっと見詰めた。

			　感情のない蝋ろう人にん形ぎようめいた視線に肌が粟あわ立だつが……かまわない。続けた。

			「ええ。水島美穂はもういないの。いくら想ったところで、彼女を守りたいっていう、あなたの願いは叶かなわない」

			　もう二度と、永遠に。

			　高屋純という名の少年が報われることはない。

			「……」

			　残ざん酷こくな事実を前に、彼はなにを感じたのか。

			　あるいは、感じなかったのか。

			　無言の時間は長く感じられたが、実際のところは、せいぜい10秒ほどのものだったのだろう。

			「……そうだ。美穂姉ちゃんはもう死んだ」

			　ぽつりと高屋純はつぶやいた。

			「ここにいるのは、姉ちゃんの死体を喰べたモンスターだ」

			　背筋が冷たくなるような、虚うつろな声だった。

			　目の前の少年のなかで水島美穂ではなくなった瞬間、わたしは首を刎はねられるのだろう。

			　そう確信したわたしに対して、高屋純は告げた。

			「だけど、それがどうしたっていうのさ？」

			　覚悟していた死刑宣告――ではなかった。

			　かといって、わたしの話が通じていないわけでもなかった。

			「あんたは、美穂姉ちゃんだろ」

			「……え？」

			　わたしは間の抜けた声をあげて、高屋を見上げた。

			　そこには、再びの笑顔があった。

			　無条件の好意があった。

			　そして、透き通るほどに純粋な確信があったのだ。

			「……ぁ」

			　悲鳴のように、吐と息いきが漏れた。

			　この瞬間、わたしは初めて目の前の少年に――その目に宿る狂気に、悲しみや憐あわれみではなく、明確な恐怖を覚えたのだ。

			「どんな姿になったって、おれにはわかるよ」

			　こちらを見下ろした高屋の目は、わたしの姿を映しているにもかかわらず、その焦点がわたしという存在に合っていなかった。

			　けれど、だからといって、彼がなにも見ていないのかといえば、そんなことはなかった。

			　見たいものしか見ない狂人の瞳ひとみは、だからこそ、普通なら見えないものを捉えたのか。

			　わたしという存在の奥底を、その本質を、確かに高屋純は見透かしていた。

			「死んだ？　喰われた？　だからどうしたのさ。ここに確かに、美穂姉ちゃんはいる。おれには、それがわかるんだ」

			「ち、違う。わたしは……」

			「否定する？　だったら、答えてみせてよ。ここにいるのが美穂姉ちゃんじゃなくちゃ、いったい、なんだって言うのさ？」

			　高屋純が投げ掛けた問いは、とてもシンプルなものだった。

			　けれど、それを聞いたわたしの唇は、思いがけず凍り付いた。

			　わたしは、いったいなんなのか。

			　それはあまりにも、わたしという存在の本質を突いた問い掛けだったのだ。

			◆　◆　◆

			　ミミック・スライムであるわたしの擬ぎ態たい能力は、対象のすべてを再現する。

			　劣化はあるにせよ、それはほとんど対象の存在そのものの剥はく奪だつに等しい。

			　そんなわたしの能力の行使に、ご主人様は制限をかけた。

			　なぜならば、同時にそれは、わたしそのものに対する侵食をも意味していたからだ。

			　しかし、ここで疑問が持ち上がる。

			　そこで侵食される『わたし』とは、いったい、何者のことだろうか？

			　わたしはすでに、意思ある他者を喰らっている。

			　もちろん、他でもない水島美穂のことだ。

			　その影響は、そこかしこに現れている。

			　たとえば、わたしは昔からずっと、ご主人様たちのために食事を用意してきた。魔法道具の作製能力を持つローズには、他にいくらでもやることがあったし、加藤さんのことを疑っていた頃には、彼女に料理を任せるわけにはいかなかったからだ。

			　けれど、樹海を抜けて人間世界に足を踏み入れたいまになっても、わたしは旅の間、自ら望んで食事係を担当し続けている。

			　ご主人様に美味しいものを食べてもらいたいと思うからだ。

			　また、料理という仕事に楽しさを感じているからだ。

			　けれど、そんな少女らしい感性は……果たして、誰のものだろうか？

			　他にも、そう。たとえば、飯野優奈が襲来する直前の会話だってそうだ。

			　ガーベラに寄せられる好意を前に、ご主人様はわたしのことを気にしていた。

			　そんなこと気にしなくてもいいし、そもそも、眷けん属ぞくであるわたしたちには、本来それは理解することすらできない感覚なのだと話をした。

			　わたしたち眷属にとって、ご主人様はみんなのご主人様だ。ご主人様がなにを気にしているのか、わたしは理解できるけれど、それでも、ひとりだけの伴はん侶りよとして選ばれたいとは思わない。

			　……けれど、これを逆に言えば。

			　眷属としての感覚は持っているとはいえ、本来眷属が理解できないご主人様の恋愛観を、他ならぬわたしだけは理解できてしまっている、ということでもあるのだ。

			　わたしのなかには、確かに水島美穂の部分がある。

			　けれど、だったら、わたし自身はどこにいるのだろうか？

			　そもそも、わたし自身とは、なんだ？

			　……わからない。

			　わたしがなんなのか、わたしにはわからなかった。

			◆　◆　◆

			「……休憩は終わりみたいだね」

			　高屋純がなにかをつぶやいた。

			　と、思ったときには、彼はわたしを小脇に抱えていた。

			「きゃっ」

			「追ってくるとは思ってた。姉ちゃんは渡さねえ」

			　思わず目を閉じたわたしの耳に、敵意を剥むき出しにした高屋純の声が聞こえてくる。

			　目を開けると、累るい々るいと転がるモンスターの屍しかばねの向こうの光景が、視界に入った。

			「……ぁ」

			　そこにいたのは、双頭の狼だった。

			　そして、その背中にまたがる、泥と血に汚れた少年だった。

			「リリィは返してもらうぞ」

			　宣言した少年の鋭い眼光が、わたしに移った瞬間だけ優しく緩んだ。

			「……ご主人様」

			　震える唇が、心が、愛しい彼を呼んだ。

		

	
		
			　

			10　高屋純攻略戦　～リリィ視点～

			　

			「……ご主人様」

			　さらわれてしまったわたしの前に、姿を現したご主人様。

			　その姿は泥に汚れていて、たくさんの細かい怪け我ががあった。

			　とはいえ、狂気に駆られた高屋純に一度は遭そう遇ぐうしていることを考えれば、五体満足であるだけでも、もっけの幸いと言うべきだろう。

			　本来は守られるべき存在である彼が、守る側のわたしを救いに来てくれるなんて、あべこべで悪い冗談みたいだけれど……やっぱり、彼は来てくれた。

			　あるいは、来てしまった。

			　ご主人様の姿を目にしたわたしの胸に去来したのは、偽りようのない歓喜と、彼を危き地ちに呼び込んでしまった後悔と恐怖。そして、思いがけない困惑だった。

			　だけど、それも仕方のないことだと思うのだ。

			　どういうわけか、いまのご主人様は、物理的に離れられないアサリナを除いて、自分の眷けん属ぞくをひとりも連れていなかった。

			　わたしが意識を失ったそのときまでは、ご主人様の近くにローズがいたはずなのに……。

			　彼女はどうしたのだろうか。

			　可能性があるとしたら、やはり高屋純との接触の際に、彼女の身になにかがあったというところか。

			　大事な妹のことだ。心配になる。

			　しかし、体を縛っている鎖の効果か、パスがいまひとつ有効に働いていないため、ローズを含めた妹たちの現状は、目の届く範囲にいるアサリナ以外わからなかった。

			　そんなわたしを最も困惑させたのが、姿の見えない眷けん属ぞくたちの代わりにご主人様がまたがっている、王者の風格さえ漂う巨きよ狼ろうだった。

			　猛たけ々だけしい頭はふたつあり、腰から太い触手を無数に伸ばした、異形の狼である。

			　姿形こそ変わっているものの、それがベルタと呼ばれる個体であることはすぐにわかった。

			　しかし、ベルタはご主人様の眷属ではない。

			　もうひとりのモンスター使い――工藤陸の眷属だ。

			　そんなベルタが、どういう経緯があって、ご主人様と一緒にいるのか。

			　その答えは、どうやらご主人様の前に座っている人物にあるようだった。

			「双頭の狼……名前はなんて言ったっけ？　あー。ちょっと覚えてないけど」

			　わたしと同じ疑問を抱いたらしい高屋が、ご主人様の前に座る『フード付きの外がい套とうで全身を隠した人物』を見て、納得した様子で声をあげた。

			「まあいいや。そいつがいるってことは、お前がもうひとりのモンスター使い、工藤陸だな？」

			「……」

			　フードの人物は答えない。……答えられないのかもしれない。

			　とすると、本当にあれは工藤らしい。

			　どうしてここに工藤がいるのかはわからないが、ご主人様はわたしを助け出すために、彼の手を借りたらしかった。

			　黙り込んでいる工藤を見て、高屋純は肩をすくめた。

			「まさかここで出てくるとは思わなかったな。久しぶり、工藤。……って言っても、これまで話したことはなかったけどさ」

			　高屋純と工藤陸は同級生だ。この口ぶりからすると、学校内で接点はなかったようだが、それでも顔くらいは知っていたらしい。

			　なるほど。だから、工藤はああして顔を隠しているわけだ。

			　この分だと、どうやらそれは無駄だったようだが。

			「顔を隠して黙り込んでいれば、自分の正体がわからないとでも思った？　そうすれば、おれの不意を突けるかもって？　だったら残念。おれはいまのお前のことを知ってるよ。多分、そっちにいる真島より、よく知ってる」

			「どういうことだ？」

			　尋ねたのは、工藤ではなくご主人様だった。

			「お前が工藤のことを知ったのは、チリア砦とりででおれが工藤とやり合ったっていう情報が、エベヌス砦まで伝わったからだろう？　それ以上のことを知っているはずがない」

			「確かに、エベヌスには飯野さんが情報を届けたし、おれ自身もセラッタで合流したときに飯野さんから同じ情報をもらったけどね。おれが工藤のことを知ったのは、それより前だよ」

			「そんなはずが……」

			「ない？　そんなことないさ」

			　高屋純は酷ひどく攻撃的な笑みを浮かべた。

			「『天からの声』が教えてくれたからね」

			「……『天からの声』？　なんだ、それは」

			「あんたには、こう言ったほうがわかりやすいかな？　……『チリア砦襲しゆう撃げきの協力者』ってさ」

			　ふたりの話を聞いていたわたしは、思わず目を瞠みはった。

			「まさか……」

			　チリア砦襲撃の陰には『第一次遠征隊に参加してエベヌス砦に辿り着いた十文字達也』と、『樹海深部に取り残されていた坂さか上がみ剛ごう太たや工藤陸』との間を繋いでいた協力者の存在が示し唆さされていた。

			　結局、あの場にいなかった協力者が誰なのかはわからなかったものの、その人物が、遠距離通信能力を持ったチート持ちであり、エベヌス砦とりでに向かった第一次遠征隊のひとりであることだけはわかっていた。

			　それが、今回も裏で動いていたとは。

			　わたしは酷ひどく驚いたが、その一方で、ご主人様の反応は少し違っていた。

			　驚きはしたものの、最小限。高屋の言葉に納得したように、苦い表情で舌打ちをしたのだ。

			「道理で……リリィの意識を、ああも的確に飛ばせたわけだ。変だとは思っていたんだ。あれは、ミミック・スライムの生態を知らなければ不可能な手際だったからな」

			　どういうことだろうか、とわたしは一瞬考えて、ご主人様の言いたいことに思い当たった。

			　わたし自身は意識を失った瞬間のことは覚えていないが、高屋純本人の口から、頭部に剣で一撃を喰らわされたのだと聞いている。

			　最短の手順。最適な方法。

			　それを為すためには、適切な知識が必要だ。

			　だが、どうやって高屋純はそれを知ったのか。

			　わたしたちの情報は、あまり外部に出回っていない。わたしたちがなるべく身元を隠さなければならないモンスターの集団である以上、これは当然のことだった。

			　ましてや、わたしが意識を失う条件なんて、あえて吹ふい聴ちようするようなことでもない。

			　とすれば、実際にそれを見ていた人間から、情報が伝わったとしか考えられなかった。

			　わたしが意識を失った回数は、そう多くない。

			　その一回に、チリア砦とりででの十文字との一戦があった。

			　あのとき、わたしは十文字に正面から切り捨てられたあと、擬ぎ態たいした頭部を拳の一撃で粉砕されて意識を失った。

			　ここで重要なのは、あの場にいた人間のひとりに、高屋が言うところの『天からの声』と通じていた人物がいたということだった。

			「……坂上剛太」

			「あ。姉ちゃんも気付いたんだ？」

			　わたしのつぶやきを耳みみ聡ざとく聞きつけて、高屋純がにこりと笑った。

			　そう。モンスター使い工藤陸の隠れ蓑みのにされていた少年が、あの場にはいたのだった。

			　彼はあのあと、怪け我がの痛みで気を失って、同盟騎士団によって移送される途中、身柄をベルタに奪還され、最後には工藤の命令により喰い殺された。

			　それまでの間、彼が協力者である『天からの声』に、目まの当あたりにした情報を伝える時間は十分にあった。

			　これは穿うがった考えかもしれないが、坂上があの場面で逃亡を選ばず、ご主人様に復讐するために砦とりでの近くに留まったことも、このタイミングで『天からの声』とやりとりをして、唆そそのかされたからだという可能性もあった。

			　そうした在り方は、『天からの声』というよりも、どちらかといえば、『悪魔の囁ささやき』というほうが相応ふさわしい。以前のチリア砦襲しゆう撃げきの件といい、今回の件といい、そのやり口には、背筋を寒からしめるに十分な悪意が感じられた。

			　いったい、何者なのだろうか。

			　そう考えたのは、ご主人様も同じだったらしい。彼は険しい表情になって口を開いた。

			「高屋。お前は『天からの声』の正体を知っているのか？」

			「さあ？　名前を尋ねたときに返ってきたのが、『天からの声』っていう、あからさまにいい加減な名前だったからね。まともに答えるつもりがないのはすぐわかったし。おれとしては、姉ちゃんの情報さえもらえれば他のことには興味なかったから、別にそれでかまわなかった。だから、本名はおろか、男か女かもわからないよ」

			「……話しかけてきたのに、か？」

			「『天からの声』っていうのは、あくまであいつがそう言っていただけのことで、電話みたいに声が聞こえるわけじゃなかったからね。頭に直接語りかけてくるみたいな……テレパシーって言えばいいの？　ああいう感じだった。あいつ、自分のことはなにも話さなかったし。まあ、その割には、他人のことはベラベラとよく喋しやべってたんだけどさ。たとえば――」

			　高屋純は、ご主人様の前に座る工藤に視線を向けた。

			「――工藤。きみと轟美弥のこととかね」

			　轟とどろき美み弥や？

			　突然出てきた名前に、わたしは戸惑った。

			　どこかで聞いたことがあるような気がしたが、咄とつ嗟さには思い出せない。

			　ご主人様も怪け訝げんそうな顔をしている。

			　しかし、他の者の反応は違っていた。

			　フードをかぶったままの工藤は、ぴくりと肩を揺らした。

			　ベルタはもっとあからさまだった。

			「……貴様。我らが王を嘲ちよう弄ろうするか」

			　狼の唸り声には、明確な敵意と怒気が込められていた。

			　すぐにでも襲い掛かってしまいそうなくらいに、殺気立っている。

			　主こそ違えど、同じく眷けん属ぞくであればこそ、伝わるものがあった。

			　それは、主の聖域に土足で踏み入られたことに対する、堪こらえようのない激情だった。

			　そんな反応を見て、少しだけわたしは意外に思った。

			　工藤陸の能力は眷属を強制的に従わせる。彼にとってはすべてが道具。それは、意思持つモンスターが相手であっても変わらないはずだ。

			　けれど、いまのベルタは主である工藤のために怒っている。それはつまり、両者がただ従わされているだけの関係ではないことを意味していた。

			　いまは、それが裏目に出ているようだったが。

			「落ち着け、ベルタ」

			　いまにも暴発しそうなベルタに、唯一、冷静さを保っていたご主人様が声をかけた。

			「それに、お前もだ」

			　続けて、前に座る工藤の肩をぽんと叩く。

			「揺さぶりをかけてきているだけだ。お前が動揺してどうする」

			「……わかってる」

			　ぼそぼそと聞き取りづらい声。

			　フードをかぶっているのでわかりづらかったが、工藤は頷うなずいたようだった。

			　そんなご主人様たちのやりとりを見て、高屋純はつまらなそうに鼻を鳴らした。

			　ご主人様がこの会話のなかで少しでも情報を得ようとしていたように、高屋純もまた、あわよくばこのやりとりを通じて、工藤を動揺させようとしていたらしい。

			　現状、ご主人様の傍にいるのは、わたしたち心通わせた眷けん属ぞくではなく、急造のチームだ。ちょっとしたことで、戦力はガタガタになりかねない。そこを狙ったあたり、おかしくなっている部分があるとはいえ、高屋純はきちんと判断力を保っている。非常に厄やつ介かいだった。

			　いまのような冷静な判断ができるということは、隙を突くことで、ご主人様が高屋純との隔絶した実力差を覆くつがえすのは難しいだろう。抱えたわたしの存在が足あし枷かせになるにしても、その程度のことで、どこまで差が詰まるものか。

			　どうにかして勝機を探ってほしいところだが……『工藤を動揺させる』という目もく論ろ見みが外れたいま、高屋純にこれ以上会話を続ける理由はなかった。

			「逆上して襲い掛かってきてくれたら楽だったんだけどなぁ。まあいっか」

			　ぼやくような調子が、豹ひよう変へんする。

			「それで……さっき、なんか言ってた気がするけど、なんだっけ？」

			　殺意を込めた声で、高屋純はご主人様に尋ねた。

			「そうそう。美穂姉ちゃんを返せ、とか言ってたんだったか。……なあ、真島ぁああ」

			　大事なものに手を出される――そんな思いに駆られたのだろう少年の体から、憎悪がどろりと溢あふれ出した。

			　まるで煮え立つ魔女の釜だ。

			　ありとあらゆる負の感情がどろどろに掻かき混ぜられて、沸騰した激情が空間を侵していく。

			　けれど、ご主人様は怯ひるまなかった。

			「ああ、そうだ。返してもらう」

			　この場に来た時点で覚悟なんて決まっているとでも言うように、泰たい然ぜんとした態度で返した。

			「そのために、おれはここに来たんだ」

			「こいつ……」

			　高屋純は表情を歪ゆがめた。ぎりぎりと歯は軋ぎしりの音が響く。

			「……勘違いするな。姉ちゃんはお前のものじゃない」

			「いいや」

			　ご主人様は、軽くかぶりを振った。

			「リリィはおれのだ」

			「……！」

			　言い切られたことに、不覚にもどきりとした。

			「リリィはおれの眷けん属ぞくで、おれはリリィのご主人様だ。他の誰にも、ごちゃごちゃ言われる筋合いはない」

			　ご主人様らしくもなく、ちょっと強引な物言い。

			　それだけ強い覚悟を胸に、彼はこの場に臨のぞんでいるのだろう。

			　それは嬉しい。

			　嬉しいけれど……。

			　相手はウォーリア。チート持ちだ。

			　いまのご主人様が相手にするのは、あまりに無む謀ぼうな敵であるように思える。

			　現在のご主人様の傍にいるのは、工藤の眷けん属ぞくだ。

			　能力の性質上、工藤が従えるモンスターの個々の力には上限がある。見たところ、ベルタは以前に会ったときより強化されているようだが、それでも、戦闘能力はわたし以下だろう。ご主人様とアサリナが加わったところで、ウォーリアを相手にするには厳しい。せめてガーベラが……それも、万全な状態での彼女がいれば、互角に戦えるかもしれないけれど。

			　……駄目だ。やっぱり無む謀ぼう過ぎる。

			　最初からわかり切っていた結論に至り、わたしは唇を噛んだ。

			　現状をどうにか打破する方法はないだろうか。

			　高屋に片腕で抱えられたまま、わたしは目まぐるしく思考する。

			　ご主人様を守る方法。いまのわたしにも手伝えるような方法。この身がどうなったってかまわない。それが見付からないと、ご主人様は……だったら、わたしなんて、いっそ……。

			「リリィ」

			　と、名前を呼ばれた。

			　顔を上げる。ご主人様と目が合った。わたしの顔は、きっと酷ひどく強こわ張ばっていたのだと思う。それを不安の表れと解釈したのか、ご主人様は微ほほ笑えみを向けてくれた。

			「大丈夫だから、もうちょっと待っててくれ」

			「あ……」

			　わたしは言葉を返そうとする。

			　けれど、その前に少年の怒りと狂気が爆発した。

			「ふざ……けんな。ふざけんなぁあ！」

			　叫ぶ高屋純の形ぎよう相そうは、酷ひどく歪ゆがんだものだった。

			　わたしたちが一言でも言葉を交わすのが、堪たえがたい苦痛だとでも言うように。

			　それも当然のことだろうか。

			　見たいものしか見えない。正しい事実なんて認識したくない。

			　そう願う少年にしてみれば、わたしたちが交わす会話の一言一言が、自身の幻想にひびを入れる、楔くさびのひと打ちに他ならないのだから。

			「姉ちゃんはもう誰にも渡さない！　誰にも！　誰にも――ッ！」

			　高屋純は咆ほう哮こうする。

			　そうすることで、目の前の現実を否定する。

			　宝剣が光を発して――煌きらびやかに、死を呼び寄せた。

			「避けろ！」

			　ご主人様が警告を発した。

			　その直後、彼を背負うベルタの直下の地面から、吹き出すように土の柱が生えた。

			　打ち上げられる一突きを、ベルタは身を捩よじって避けた。

			　だが、攻撃はそれで終わらない。

			「くるぞ、ベルタ！」

			「……わかっている。掴まっていろ」

			　ご主人様に応じたベルタが駆け出す。あっという間に、その姿は灰色の風となった。

			　常人ではまるで追いきれない速度。通常のファイア・ファングよりひと回り大きい体たい躯くながら、数割増しの速度で異形の狼は森を走る。

			　しかし、それはウォーリアの動体視力を超えるものではなかった。

			「おれの前から！　消えろ、真島ァア――ッ！」

			　チート持ちの膨ぼう大だいな魔力が、宝剣に注ぎ込まれる。

			　地中から突き上がる土柱が、駆けるベルタに襲い掛かった。

			　次から次へと土の柱が乱立する光景は、まるで高屋純の内面に吹き荒れる嚇かく怒どと狂気がない交ぜになって、凶悪なまでの質量として具現化したかのようだった。

			「ぐるるる……」

			　３メートルを超える巨体を翻ひるがえして、ベルタは土柱を避けて疾走する。

			　ご主人様は工藤をうしろから抱えるようにして、その背中に必死でしがみついていた。

			　ベルタの触手はふたりの腰に巻き付いて、彼らを背中に固定している。そのうえで、アサリナがご主人様と工藤の体を結んでいた。

			　それくらいしなければ、振り落とされてしまいかねないのだ。

			　地を駆け続けるベルタの影を追い掛けて、土の柱は無数に生え続ける。ありふれた山の景色が、異界のそれに変わっていく。

			　ベルタはどうにかしてこちらに近付こうとしているようだが、高屋純の攻撃はそれを許さない。ありあまる魔力を投入した魔法による遠距離攻撃は、一方的に攻撃可能な状況を保ち続けている。ベルタもいずれ避けきれなくなる。このままでは、じり貧だった。

			「ぐぅるあぁああ！」

			　ベルタ自身も埒らちがあかないと判断したのか、双頭の一方がこちらに向けて口を開いた。

			　口こう腔こうから炎が溢あふれ出し、一直線にこちらに迫る。このままではわたしも巻き込まれてしまうコースだが、十分に距離がある以上、この程度の攻撃を通す高屋純ではなかった。

			「はっ！　この程度！」

			　炎の行く手を遮さえぎって、土柱が生み出される。

			　いとも容易く、ベルタの吐き出した火炎は防がれてしまった。

			　これがチート持ちとの実力の差。残ざん酷こくな現実だった。

			　むしろこの攻撃が好機とばかりに、高屋純は嗤わらった。

			「喰らえ！」

			　地面から斜めに飛び出した土柱が、ベルタの死角から襲い掛かる。

			　火炎を吐き出したばかりだったベルタは、ほんの一瞬、反応が遅れた。

			　巨きよ狼ろうの土手っ腹に、土柱が直撃して――

			「なっ……!?」

			　――緑色をした防御膜が、その一撃を喰い止めていた。

			　土柱とぶつかり合い、相殺し、緑の汚お泥でいが飛び散る。

			「よくやった、ツェーザー！」

			　稼げた時間は一瞬。けれど、その一瞬の間に、ベルタは土柱を掻かい潜くぐった。

			　絶対の一撃を喰らわせたと、そう確信していたのだろう高屋純は凍り付いた。

			　その隙に、みるみるベルタは距離を詰める。我に返ったときには、もう遅い。

			　それが常人であったのなら、遅かったはずだ。

			「くそっ」

			　ウォーリアの身体能力を以ってすれば、そう易やす々やすと敵に接近を許すことはない。

			　側面から襲い掛かろうとするベルタから、高屋純は大きく飛び退って距離を取った。

			　そのまま、戦闘は山を移動しながらの目まぐるしいものに移行した。

			「ぐぅるるぅおぉおお！」

			　双頭の口から吐き出されるのは、一方は灼しやく熱ねつの炎、もう一方は極寒の雹ひようだ。

			「こんなものが当たるか！」

			　土柱を利用して、あるいは木々を盾にして、高屋純はベルタのブレス攻撃を避け続ける。

			　わたしを小脇に抱えているとは思えない、悪魔のような身のこなしで、彼はベルタを寄せ付けない。この距離を保っていられるなら、いつまでだって避け続けていられるだろう。

			「……当たらない？　ふん。それは、わたしも同じだ」

			　対するベルタも、高屋純の繰り出す土柱の直撃を喰らわない。

			　高屋純の持つ宝剣は、同時に２本以上の土柱を作り出せないようだった。だが、それはたいした隙にはならず、ウォーリアの膨ぼう大だいな魔力を注ぎ込まれた宝剣は、回避された次の瞬間には、間髪入れずに次の土柱を形成する。

			　ベルタには、これをすべて避けることはできない。

			　だが、たまに喰らう一撃を、狼の体に纏まとわりつく緑の汚泥が防御する。ツェーザーと呼ばれていたあれも、工藤の眷けん属ぞくなのだろう。緑の防御膜は、攻撃を喰らうたびに土の圧力に負けて飛び散っているが、ベルタが避けるだけの時間を稼ぐのには、それで十分だった。

			　戦いは、互いに決め手を持たない膠こう着ちやく状態に陥っている。

			　この距離を保っている限り、いつまで経っても状況は変わるまい。

			　それは、戦っている高屋純自身が一番よくわかっているのだろう。

			　さっきよりもいっそう腹立たしげに、がりがりと歯は軋ぎしりの音を響かせた。

			「……鬱うつ陶とうしい」

			　低い声でうめく。

			「鬱うつ陶とうしい、鬱陶しい、鬱陶しい……っ！」

			「うくっ!?」

			　突然、慣性が襲い掛かってきて、わたしは肺を潰された。

			　焦じれた高屋純が、前に出たのだ。

			「……殺す」

			　これまでの安全を最優先した戦い方から、ほんのスプーン一匙さじ分のリスクを冒した戦いに移行する。たったそれだけのことで、ここまで吊り合っていた天秤が、大きく傾いた。

			「ぐるおぉおおぁああっ！」

			　向かってくる高屋純を、ベルタは双頭から吐き出す炎で迎げい撃げきした。

			　際きわどいタイミングながら、高屋純は目の前に土の柱を生み出すことで、これを防御する。

			「うらぁあ！」

			　更には、自分で生み出した柱を、真っ直ぐ蹴けり倒した。

			「ぐるるっ……!?」

			　炎のブレス攻撃では、倒れてくる土柱を焦がすことしかできない。

			　押し潰される寸前、ベルタは横っ飛びにこれを回避した。

			　しかし、そのときには、高屋純は倒れつつある柱の上を真っ直ぐに走り抜けて、逃げるベルタのすぐ傍に迫っていた。

			「……死ねよ」

			　そこはすでにして、剣の間合いだった。

			　本来魔法を得意としないウォーリア高屋純の、必殺の間合いと言い換えてもいい。

			　わたしは、目の前の出来事を見ていることしかできなかった。

			　襲い掛かる高屋純。

			　迎げい撃げきをするベルタが足をとめて、ずらりと牙きばの並んだ大口を開く。

			　その背中で、ご主人様は高屋純を睨にらみ付けている。

			　絶体絶命の状況に強こわ張ばった顔。けれど、彼の目は諦あきらめていない。いいや。それどころか、引き攣つった口元は、強気に吊り上がってさえいて――

			「……なッ!?」

			　――まさにその瞬間、ベルタが足をとめた場所の脇に立つ木の陰から、新たな人影が飛び出してきた。

			　その姿を見て、高屋純が大きく息を呑んだ。

			　プリーツ・スカートの裾すそが翻ひるがえる。片手に握るのは、美しい細剣。黒く艶つややかな長髪がたなびいて、真っ直ぐな瞳ひとみが、堕ちた少年の姿を映し出す。

			「うっ、おぉぉおお!?」

			　悲鳴をあげて、高屋純は全力全霊で飛び退った。

			「う、そだっ。なんであんたが!?」

			　狼ろう狽ばいし切った高屋純を、凛りんとした眼差しが睨にらみ付ける。

			　形勢が一瞬で覆くつがえる。それも当然。戦局の天秤の片皿に載せられたのは、それだけの重みを持った存在だった。

			「なんであんたがここにいるんだよ、飯野さん!?」

			　――『韋い駄だ天てん』、飯野優奈。

			　この世界でも最強クラスの戦士が、狂気に堕ちた少年の前に姿を現した。

		

	
		
			　

			11　消しよう耗もう戦　～リリィ視点～

			　

			「なんでっ、どうして……!?」

			　鎖で拘こう束そくされたわたしを片腕で抱えて、高屋純は山を駆けていた。

			　敵を見据えての後退ではなく、我が武む者しや羅らな全力疾走だった。

			　背後には、追いすがるベルタの気配がある。正面切っての戦闘ではなく、単なる足比べなら、狼であるベルタは高屋純とほぼ互角のようだった。時折、炎や雹ひようを吐きかけつつも、付かず離れずの距離を保っている。

			　ベルタに追いつかれてしまえば、終わりだ。

			　それがわかっているから、高屋純は必死だった。

			　もちろん、恐れているのはベルタに追いつかれること、そのものではない。

			　追いつかれて、戦いになって……結果として、足止めされることだった。

			「なんでっ、なんでっ、なんでっ、なんでっ」

			「うく……っ」

			　抱えたわたしに対する配はい慮りよもできない、全力の逃走。

			「ありえない！　なんで飯野さんが、真島に協力してるんだよぉ!?」

			　飯野さんに遭そう遇ぐうしたあとの、高屋純の判断は迅速だった。

			　目め晦くらましに土の柱を生み出すと、即座にその場を逃げ出したのだ。

			　見事なまでの即断即決だった。それだけ、彼は飯野さんの存在を恐れていたのだろう。

			　彼ひ我がの戦力差からすれば、当然といえば当然の判断ではある。

			　それに、思い返してみれば、これまでの高屋純の行動にも、そうしたふしはあった。

			　たとえば、わたしが意識を失ったとき、ご主人様は高屋純と遭遇しながら無事でいた。やろうと思えば、その場でご主人様を亡き者にすることもできたはずなのに、高屋純はそうしなかった。わたしの身柄を確保した時点で、深追いせずにその場を去ったのだ。

			　これまでに見せた高屋純の振る舞いを考えてみれば、道徳心や倫りん理り観かん、ましてや同情から、ご主人様を見逃したとは考えづらい。それなりの理由があったと考えるほうが自然だった。

			　その理由こそが、飯野優奈。ご主人様と一緒にいた『韋い駄だ天てん』を恐れていたからこそ、彼は深追いすることなく、その場を離脱することを優先したのだった。

			　そして、いまもそうしている。

			「と、とにかく、距離を取らないと……！」

			「逃がさないよ」

			「ひぃっ!?」

			　進行方向に現れた飯野さんの姿に、高屋純は泡を食って方向転換した。

			　あれだけ必死に逃げていたというのに、回り込まれてしまったらしい。

			　だけど、それも当然だった。

			　探索隊の最速。世界最速の、正義の断罪者。奇跡でも起こらない限り、彼女から逃げ切ることはできない。

			　それがわかっていても、高屋純は逃げ続けるしかない。

			　彼は狂っているが、計算ができないわけではない。

			　自分では飯野優奈に敵わないと、判断ができてしまう。

			　戦いになったら一方的に蹂じゆう躙りんされるだけしかない。それがわかっていれば、奇跡が起きると信じて逃走するしかないのだ。

			「ひぃっ」

			　飯野さんが姿を現すたびに、高屋純は方向を変えて逃げる。

			「ひいぃい！」

			　わたしのなかに見出した水島美穂を――自分の存在意義を奪われる恐怖に駆られて、ただ我武者羅に走り続ける。

			　高屋純の精神は、水島美穂の存在を必要としている。

			　いまの状況は、彼にとって絶望そのものに違いなかった。

			　だから全身全霊を以って、身に纏まとわりつく絶望を振り払おうとする。

			　自分の抱えている『水島美穂』に対する配慮さえも、すでに失ってしまっていた。

			「うっ……ぅう……ぁぐっ」

			　身体能力が落ちたわたしにとって、この逃走劇は負担が大きかった。

			　人からかけ離れた筋力で地を蹴ける反動が、内臓に響く。

			　突き破った茂しげみが、柔やわ肌はだを傷付ける。

			　振動で吐きそうだ。

			　……ちょっと。これは、まずいかもしれない。

			　少しずつ、意識が遠のいてきている。

			　この状況があんまり長く続くと、本気で意識を失いかねなかった。

			　いったい、いつまで……。

			　と、考えたところで、わたしは眉を寄せた。

			「……あ、れ？」

			　この状況に、違和感を覚えたのだ。

			　なにかがおかしい。

			　……でも、なにが？

			　普段より回転の悪くなった頭で、しばし考える。

			　高屋純に抱えられてなにもできない現状、そのための時間はたっぷりとあった。

			　そう。たっぷりと。

			「あ」

			　そうしてわたしは、自分がなにに引っかかったのか、その一端に辿り着いた。

			　いつまでも続いている、この逃走劇。

			　これが、おかしいのだ。

			「嫌だ。嫌だ！　美穂姉ちゃんは渡さない！　もう二度と失ってたまるもんか！」

			　必死の高屋純だが、彼はもう詰んでいる。

			　なにせ、ただのウォーリアと、二つ名持ちだ。

			　戦力差は歴然と言っていい。

			　互いの相性による一発逆転も、両者ともに魔法を得意としない近接戦闘タイプであることを考えれば、まずありえない。

			　さっさと終わらせてしまえばいいのだ。

			　それだけの力が、『韋い駄だ天てん』飯野優奈にはあるのだから。

			　こんな、まるでいたぶるみたいな真似、彼女らしくなかった。

			「ひっ！」

			　わたしがそんなことを考えるうちにも、少年の逃走は続いている。

			　これで何度目だろうか。また、飯野さんに回り込まれた。

			　どこまで逃げ続けても、少年の望む奇跡は起きることはなく。

			　逃走劇そのものが終わりを告げた。

			　もつれそうになる足で飛びのいた高屋純が、ついに捕まったのだ。

			「なっ……なんだよ、これぇ!?」

			　彼の体に纏まとわりついているのは、張り巡らされた白い蜘く蛛もの糸だった。

			　無論、こんなものが自然に待ち構えているはずもなく――けれど、高屋純には、そこまで思考を巡らせる余裕がない。

			　そもそも、蜘蛛の巣が張り巡らされた一帯に突っ込んでしまったこと自体、前方を確認もせずに移動せざるをえないほど、追い詰められていたことが原因なのだから。

			「く、くそっ」

			　絶大な膂りよ力りよくを誇るウォーリアを拘こう束そくすることは難しい。

			　蜘蛛糸を固定していた木々が、力任せにへし折られ、根っこから引っこ抜かれる。

			　あと数秒もあれば、蜘蛛糸を引き千切ってしまうことも可能だろう。

			　けれど、『韋い駄だ天てん』に追い掛けられているこの状況では、その数秒こそが致ち命めい傷しようだった。

			　もう逃げられない。

			「あ……ああっ、あぁああああ――ッ！」

			　絶望に押し潰された少年が、断だん末まつ魔まじみた悲鳴をあげた。

			　そのとき、多分、彼のなかでなにかが振り切れた。

			　もともと箍たがが外れていた精神が、正常な判断力さえ失った。

			「ああああああ！」

			　やらないほうがまだましなくらいの、意味のない悪あがき。

			　ウォーリアたる高屋純の渾身の魔力が、宝剣に込められる。

			「喰らえぇえええ――ッ！」

			　生み出された土の柱が、細剣を構えた飯野優奈に襲い掛かり――彼女の胴体を、あっさりとへし折った。

			「……は？」

			　高屋純は、呆気に取られた声をあげた。

			「なんだ、それ？」

			　拉ひしやげた飯野優奈の体が、真っ黒な影絵に変わった。

			　きっと高屋純も、話には聞いているはずの現象。

			　けれど、目の前で起きたことを、ぱっと知識と結び付けることは難しい。

			　わたしがすぐにそれがなんなのかわかったのは、以前に見たことがあったからだ。

			　――ドッペル・ゲンガーの、コピー能力。

			　そういえば、ご主人様は、あの工藤陸に手を借りていたのだったか。

			　彼の眷けん属ぞくには、数多あまたのドッペル・ゲンガーを生み出すことのできるクイーン・モンスター、アントンがいる。あれは、その分体のひとつに違いなかった。

			　ここまでくれば、なにがどうなっているのか、わたしにも把は握あくできた。

			　姿を現した飯野さんが、らしくもなくいたぶるような追いかけっこに終始していたのは、彼女が中身の伴わないハリボテだったからなのだ。

			　逃げる高屋純の前に、その都つ度ど、飯野さんが回り込んでいたのではなく、もともと伏せておいたドッペル・ゲンガーのいる場所に、ベルタがうまく追い立てていたのだろう。

			　これは狩りの手て管くだで、ベルタは狼だ。こうしたことは、お手のものに違いなかった。

			　明かされたあとで思い返してみれば、納得のいくこともあった。

			　即座に意識を奪われたので記憶は曖あい昧まいだが、確かわたしが最後に見た飯野さんは、足を怪け我がしていたはずだ。走れるようになるには、優れた回復魔法の使い手が必要だった。

			　もちろん、工藤の眷属に回復魔法を使えるモンスターがいないとは断言できない。しかし、仮に回復魔法が使えたのなら、今度はご主人様が小さな怪我をしたままでいる理由がない。

			　それに考えてもみれば、飯野さんはあれほどの敵意をご主人様に向けていた。

			　高屋純もさっき「ありえない」と口走っていたが、それは確かにその通りで、余程のことがない限り、飯野さんがご主人様に力を貸すとは考えづらい。

			　すべては仕込まれていたことだったのだ。

			　だから、ここからが、本命の一撃だ。

			「よく来たの、高屋とやら」

			　背後からの声。

			「妾わらわの姉殿、返してもらうぞ」

			　眷けん属ぞく最強の白い蜘く蛛も。ガーベラが、誘い込まれた高屋純に牙きばを剥むいた。

			　飯野さんとの戦いで傷ついた彼女は、自慢の機動力を失っている。

			　だが、相手のほうから懐に飛び込んできたのなら、それはハンデにはなりえない。

			「こ、の野郎――ッ!?」

			　振り返りざま、高屋純は剣を薙なぎ払おうとする。

			「シャアァアア――ッ！」

			　しかし、それに先んじて繰り出されたガーベラの蜘蛛足が、剣を握った高屋純の右腕を穿うがち、二の腕をへし折っていた。

			「ぎゃあぁああああ!?」

			　少年の悲鳴が、山々に響き渡る。魔法の力を秘めた宝剣が、その手を離れて、どこかに飛んでいくのを、わたしは息を呑んで見送った。

			　……すごい。

			　すごい。本当にすごい。

			　まさかチート持ちを、ここまで追い詰めるなんて。

			　これなら、ひょっとして……と、思ったわたしの鼓こ膜まくを、獣のような叫び声がつんざいたのは、その直後のことだった。

			「まだだァ！」

			「な……っ!?」

			　ガーベラが、赤い目を見開いた。

			　高屋純はまだ、諦あきらめてなどいなかったのだ。

			「ぐふ……っ!?」

			　ガーベラの胸元に、正面から蹴けりが入った。

			　彼女の白い姿は、あっという間に、細い木々をへし折って、木こ立だちのなかに消えた。

			「う……そ」

			　一瞬の凶行だった。

			　凄すさまじきは、高屋純を突き動かしたその執念だろう。

			　蜘く蛛も足が刺さったままだった右腕は、無理な挙動の結果、半ば引き千切れかけていた。

			　自分の体さえ顧かえりみないその執念こそが、ガーベラの不意を突き、ここまで温存してきたご主人様の切り札を弾き返した。

			「ぐるぅぅあぁあ！」

			　間髪入れず、ベルタが迫撃をかけた。

			　けれど……駄目だ。一拍、遅い。

			「邪魔だァア！」

			「ぎゃんっ!?」

			　炎を吐き出そうとしたベルタが、回し蹴げりを喰らって地面に叩き付けられる。

			「うっ、お!?」

			　その結果、背中に乗っていたご主人様と工藤が、ベルタの背中から投げ出された。

			　アサリナで繋がれたふたりは、ひと塊かたまりになって地面に転がる。

			　そんな彼らに、高屋純が振り向いた。

			「てこずらせ、やがって……」

			　喜き悦えつを含んだ声色は、残虐な予感に震えていた。

			　全身に怖おぞ気けが走った。

			　精神的に消しよう耗もうさせられ、武器を失い、片腕を潰されたところで、高屋純がご主人様と工藤陸を纏まとめて蹴り殺すのに支障はない。これからなにが起こるのか。想像してしまったわたしは、気が遠くなるような無力感に、胸をいっぱいに埋め尽くされた。

			　わたしは、なにをしているのだろうか。

			　ご主人様をこんな危険に晒さらしておきながら、なにもできずにただ見ているだけなんて。

			　なんて無力。

			　なんて無様。

			　なにがご主人様の、一番目の眷けん属ぞくだ。

			　けれど、そんなふうに自分を罵ののしったところで、目の前の無慈悲な現実は変わらない。どれだけ自分の無力を呪ったところで、わたしにはこの拘こう束そくを、どうすることもできないのだから。

			「だめぇえええ！」

			「死ねぇええ――ッ！」

			　高屋純は勝利を叫んで地面を蹴けった。

			　頼るべき眷属を失ったふたりのモンスター使いに、まともな抵抗の術すべなどない。

			　それが常識的な判断というもので――だからこそ、わたしも高屋純も、目の当たりにした現実に理解が追いつかなかった。

			「……え？」

			　次の瞬間、高屋純の右の胸が、縦に切り裂かれていた。

			　一拍遅れて、目にも鮮あざやかな血液が噴き出した。

			　蹴りを繰り出すこともできず、高屋純は地面に膝をついた。

			「なに、が……？」

			　呆然とつぶやく彼が見上げた先にあったのは、ご主人様にうしろから抱きかかえられたまま、細身の剣を振り抜いた『工藤』の姿だった。

			　鋭い斬ざん撃げきの動作で、着込んでいた外がい套とうは大きくまくれあがって――その下に隠されていた少女の肢体が露になる。膝立ちになった左の太ふと腿ももに巻かれた包帯が視界に入って……ああ、だからベルタを使ったのかと、わたしは納得した。

			「飯野……さん？　ほん、ものの……？」

			「悪いけどね、高屋くん。ここでは誰も死なせないわ」

			　深くかぶっていたフードを取り去ると、飯野優奈はどこか悲しげな目で、変わり果てた高屋純の姿を見詰めていた。
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			12　駆け引きとその顛てん末まつ

			　

			　――工藤がリリィ奪還の手助けを申し出た、そのすぐあとのこと。

			　おれが一度、ローズたちのいるところに戻ろうと思い立ったのは、『ベルタに乗って移動すればいい』という、工藤の言葉を聞いたときのことだった。

			　もともと、自分の足で高屋純を追跡するつもりでいたおれは、追いつけるかどうかを懸け念ねんしていた。

			　しかし、おれより圧倒的に足が速く、体力もあるベルタに乗ることができるのなら、移動時間は大幅に短縮される。

			　そのうえ、工藤が追っ手として先行させたモンスターのこともあった。

			　飯野が言うには、高屋は探索隊でも強いほうではないということだし、最低でも足留め程度はできると考えていい。さすがに、シランたちの待つ場所まで行って帰ってくるのは時間がかかり過ぎるし、あまり距離が離れるとパスが切れてしまう危険性があるので無理だったが、ローズたちを残したところに戻るくらいの余裕はあった。

			　おれは一度、来た道を引き返すことにした。

			　……もちろん、ひと悶もん着ちやくあるのは、覚悟のうえでのことだった。

			◆　◆　◆

			　おれがベルタに乗って現れると、案あんの定じよう、飯野は激怒した。

			「どういうこと!?」

			　詰め寄ってくる飯野は足を怪け我がしていて、その動きは見る影もなく鈍い。

			　けれど、膝立ちになってにじり寄ってくる彼女から、おれはあえて逃げなかった。

			　胸倉を掴まれて、引き寄せられて膝をつく。かなり息苦しい。さすが戦闘向けのチート持ち。腕力はおれなんかとは比べものにならなかった。

			「ご主人様……っ」

			　座り込んだ加藤さんの膝の上で抱きしめられたローズが憤いきどおる。

			　上半身だけの無残な姿ながらも、戦意も露わに斧に手を伸ばす彼女を、おれは目配せをしてとめた。

			　左手の甲から飛び出したアサリナが、飯野の耳に噛み付こうとしていたので、これも抑える。

			　そうして改めて、飯野に向き直った。

			「話を聞け、飯野」

			「へえ。なにをどう弁明するつもりよ」

			　強烈な眼光が向けられた。

			「やっぱり、あんた、工藤と結けつ託たくしてたんじゃないの！」

			「……」

			　まあ、勘違いをされても仕方のないシチュエーションではあった。

			　ちなみに、工藤はこの場に連れてきていない。

			　彼が飯野と顔を合わせればどうなるのかなんて、火を見るより明らかだったからだ。

			　無用な衝突を避けるために、ベルタとツェーザー、あとはアントンの分体を数体借り受けると、おれはあの場で工藤と別れた。とはいえ、マクローリン辺境伯の部下であるルイスから、チリア砦とりでを襲った双頭の狼のことは飯野も聞いていたらしく、ベルタが工藤の眷けん属ぞくだということは、ひと目で見破られてしまったようだった。

			　もっとも、最初から隠すつもりはなかったし、これは予想された展開でもあった。

			　ある意味、話が早い。ポジティブに考えることにして、話を進めた。

			「いいから聞け。お前がそう思うのも無理はないが、早合点をするな。工藤には、リリィを助けるために手を借りているだけだ」

			「信じられるわけないでしょ！」

			「だろうな。だが、本当のことだ。だからこそ、おれはここに戻ってきた」

			「……なにそれ。どういう意味？」

			　詰め寄られても動揺を見せないおれに、不審なものを感じ取ったのだろうか。

			　やや警戒しつつ怪け訝げんそうな顔をした飯野に、おれは告げた。

			「率直に言う。飯野。おれは、お前にも協力を求めたい」

			「……はぁ!?」

			　飯野は素すっ頓とん狂きような声をあげた。

			　余程、驚いたのだろう。丸められた目が、徐々に半眼に変わっていく。

			「ねえ、ちょっと。あんた、正気？」

			　飯野の表情と声は、半ば本気でおれの頭を疑っていた。

			　もちろん、こちらも伊だ達てや酔すい狂きようでこの場に戻ってきたわけではない。

			「ああ。本気だよ」

			「わたしは正気かって聞いたのよ。でも、そっか。本気でそう言ってるのなら、あんた、やっぱり正気じゃないのかもしれないわね」

			「酷ひどい言われようだな。どうしてそう思う？」

			「どうしてって、当然じゃない。わたしがあんたのことを助けると思うの？」

			「まさか」

			　おれは肩をすくめた。

			「もちろん、そんなこと思っていない。工藤には手を借りることになったが、お前はあいつとは違う。おれに手を貸す義理はない。それくらいわかってるさ」

			　言いながら、おれの胸元を掴んでいる飯野の手首を、こちらから掴み返す。

			　飯野の肩が、びくんと跳ねた。

			「わかっていないのは、飯野、お前のほうだ。おれは別に、助けてくれと泣きついているわけじゃない」

			「……わけわかんない。あんた、なにが言いたいの？」

			　わずかに怯ひるんだ様子を見せた飯野は、直後に負けん気を発揮して、眉の間に皺しわを寄せた。

			「そもそも、協力って、なにをさせるつもりなのよ？」

			「なにをさせるつもりか……っていうのは、ちょっと人聞きが悪いな。おれはただ、お前にひとつ、提案をしに来ただけだ」

			「提案……？」

			　訝いぶかしげな顔をする飯野に、おれは頷うなずいた。

			「ああ。おれと一緒に、高屋と戦ってほしいんだ」

			　飯野の目が、大きく見開かれた。

			「お前にとっても、これは悪い話じゃないはずだ。『モンスターなんかを取り戻すために、他の誰かと殺し合おうっていうのか』って、お前、そう言っていたな。おれたちに殺し合いをさせたくないんだろう？　だったら、自分でなんとかすればいい。違うか？」

			「ちょ、ちょっと待ちなさい、真島！」

			　飯野は焦った声をあげた。

			「わたしに、あんたたちの殺し合いをとめろっていうの？」

			「その通りだ。お前だって、暴走しているいまの高屋をその手でとめることができるなら、それに越したことはないだろう？」

			「た、確かに、それができるんだったらいいけど、いまのわたしは……」

			　飯野は自分の足を見下ろした。

			　左の太ふと腿ももには包帯が巻かれ、右の足首は固定されている。

			　こちらに視線を戻した飯野に、おれは頷うなずいてみせた。

			「そうだな。お前は自慢の足を失ってる。だから、こんなところで、らしくもなく燻くすぶっているわけだ」

			「そ、そうよ」

			「だけどな、飯野。いまは状況が変わっているんだよ」

			　ここまでおれのことを連れてきてくれた双頭の狼に視線を投げる。

			「ベルタに乗れば、いまのお前でも戦えるだろう？」

			「あいつに……？」

			　飯野もベルタに視線を向ける。

			　数秒経って、はっと息を呑んだ彼女が、こちらに向き直った。

			「って！　わたしに、チリア砦とりでを襲ったモンスターの背中に乗れっていうの!?」

			「嫌か？　だったら、ここでなにもできずにうずくまったままでいればいい」

			「う……そ、それは」

			　口ごもった飯野に、おれは畳み掛けた。

			「お前が戦えば、誰も死なずに済ませられるかもしれない。お前が戦わないのなら、おれか高屋か。どちらかは確実に死ぬだろう。よく考えて、どうするか決めるといい」

			　飯野は声にならない呻うめき声をあげた。

			「そんなの……そんなの、ずるいわ」

			　抗議の声は、幾分弱々しいものだった。

			「こんな、自分の命を……ううん。自分の敵の命さえ人質に取るような真似をするなんて」

			「どう受け取るのかは、お前の勝手だ」

			　肩をすくめた。

			「ただ、さっきも言ったことだが、これはお前にとっても悪い話じゃないはずだ」

			「それはそう、だけど……」

			　おれは別に、飯野の弱みに付け込んで、彼女がやりたがらないことを強要しているわけではない。どちらかといえば、彼女がしたいことに関して、助言をしているというほうが実情には近いのだ。飯野も、そこはわかっているらしかった。

			　それなのに、色いろ好よい返事がすぐに返ってこないのは……残念ながら、提案したのが、このおれだからだろう。人生は巡り合わせというが、おれたちは、あまりにも出会いが悪過ぎた。

			「……言っておくけど、あんたが高屋くんを殺そうとすれば、わたしはすぐにでも敵に回るわよ？」

			　飯野は唇を噛むと、きっと睨にらみ付けてきた。

			「それでもいいっていうの？」

			「裏切ったら承知しないってことだろう？　だったら安心していい。おれとしては、リリィさえ戻ってくるなら、そのあと高屋がどうなろうとかまわないからな」

			「あっさりしてるのね。あの子のこと、なんとも思っていないとでも言うつもり？」

			　疑いがありありと伝わってくる口調だった。

			　飯野にしてみれば、おれの言動は意図の読めない不審なものなのだろう。

			　もっとも、彼女の認識には、根本のところに大きな誤解があった。

			　おれは半眼になって、言葉を返した。

			「なんとも思っていないなんて誰が言った。そんなわけないだろう」

			「……え？」

			　飯野は面食らった様子を見せた。

			「なにを驚いてるんだ。おれだって人間だ。腹も立てれば、恨みもする。当たり前だろう。忘れているかもしれないから言っておくが、お前に殴られたことだって、ちゃんと根に持っているからな？」

			「うっ……で、でも、だったら、どうして……？」

			「そんなの、簡単だ」

			　おれにとって、当たり前の事実を告げた。

			「リリィを取り戻すほうが、そんなことより百倍大事なことだからだよ」

			　現状の戦力でも、ただのウォーリアが相手なら、戦術の組み立て次第でいい線までいくだろう。うまくやれば倒せるかもしれない。

			　だが、ことはリリィの奪還に関わることだ。なにがあるかわからない以上、『韋い駄だ天てん』の協力は取り付けておきたい。禍か根こんがどうこう言っている余裕なんて、弱いおれにはなかった。

			「おれは、自分にとって大事なものを見失うつもりはない。……飯野、お前はどうだ？」

			　こちらを見上げる飯野に、おれは問いを落とした。

			「え？　わ、わたし……？」

			「ああ。お前はどうしたい？　お前にとって、大事なものはなんだ？　きちんと考えて、答えを出すといい」

			　これ以上、言葉を重ねるつもりはなかった。

			　さっきも言った通り、おれはここに提案をしにきたのだ。

			　言葉を尽くしたところで、結局、決めるのは飯野だ。

			　なにが自分にとって大事なのか。

			　あとは、彼女のなかで決められるべきことだった。

			「わたしは……」

			　飯野はおれの胸元を掴んでいた手を離した。

			　自分の胸の裡うちを探るかのように、その目が伏せられる。

			　そうして彼女が考えていた時間は、ほんの短いものだった。

			「……わたしは、高屋くんに死んでほしくないし、殺してほしくもない」

			　飯野は顔を上げた。勝気な顔だ。意志の強い瞳ひとみが、おれの姿を映し出していた。

			　変な話だが、そのとき初めて、おれは飯野と目が合った気がした。

			「わたしは誰も殺させない。譲れないのは、わたしだって同じよ」

			　ぐっと胸の前で拳を握ると、飯野は毅き然ぜんとした声で言った。

			「わかったわ、真島。手を組みましょう」

			「決まりだな」

			　おれはリリィを助けるために。

			　飯野は高屋をとめるために。

			　お互いの目的は違うし、仲間になったわけでも決してないが、進むべき道のりが同じなら、手を取り合うことはできる。ここに、共同戦線は成立した。

			「それじゃあ、段取りを打ち合わせよう」

			「うん」

			　早速、おれは切り出した。

			　飯野も異存はないらしく、素直に頷うなずく。

			「あ。……ねえ。真島」

			　しかし、ふと彼女の顔に疑問が宿った。

			「その前に、ひとつだけ。いい？」

			　共闘関係を築けた以上、ここで話をすることにあまり意味はない。

			　とはいえ、引っ掛かりを残したまま高屋に挑むのも、不安が残るか。

			「言いたいことがあるなら言っていい。ただし、手短にしてくれると助かる」

			「うん、わかった」

			　飯野は了承して、口を開いた。

			「あのさ、あんたは、自分の提案にわたしが首を縦に振ると思ったから、ここに来たのよね」

			「ここに戻ってきたのは、そのためだけじゃないが……まあ、お前が提案を受けるだろうと踏んではいたのは確かだな」

			「どうして、そんなふうに確信が持てたの？」

			　さっきまでと違って、敵意や疑念のない、純粋に不思議そうな口調だった。

			　だからこそ、その疑問の言葉は、おれの不意を突いたのかもしれなかった。

			「あー……それは」

			「それは？」

			　首を傾げる飯野を前にして、おれは頭を掻かいた。

			　本音を言えば、あまり言いたくない。

			　とはいえ、言いたいことがあるなら言えと許可を出したのは、おれだ。

			　ここで答えないのは、不誠実だろう。大きく溜め息をついたあとで、おれは口を開いた。

			「誰も死なせたくないってお前の想いは、絶対に正しい」

			「……」

			「その想いを、お前は裏切れない。そう思っただけだ」

			　結局のところ、飯野優奈は善意の人間で、正義感の塊かたまりだ。

			　こんな辺へん鄙ぴな場所まで、なんの見返りもなく駆けつけてしまうくらいの、お人好しなのだ。

			　その人格が善性のものであることだけは、疑いようがない。

			　それが、おれが彼女に共闘を持ちかけた理由だった。

			「いろいろと足りないところはあるが、お前は正しい人間だ。だから、おれは……って、どうした」

			　ふとおれは眉をひそめた。

			「え。いや、だって」

			　飯野は淡く染まった頬ほおを、両手で挟んでいた。

			　ますます、おれの顔は苦いものになっていったが、恥じらう飯野はそれに気付かない。

			「と、突然、そんなことを言われると、ちょっと照れるっていうか。あんたはてっきり、わたしのこと、嫌いなんだと思ってたし……」

			「嫌いだが」

			「……へ？」

			「言っておくが、おれは別に、褒めてないからな」

			　飯野は、ぽかんとした。

			「いろいろと足りないところはあるが、とも言っただろう。丁度良い機会だから、おれも言いたいことを言わせてもらうが、お前はもう少し考えて行動しろ。この馬鹿」

			「ばっ、馬鹿って言った!?」

			「言わなければわからないだろう、お前は。ただでさえ、お前のスピードには誰もついていけないんだ。たまには立ち止まって、よく考えろ。馬鹿」

			「二度も言った!?」

			　飯野は酷ひどく心外そうだったが、逆におれは言いたいことを言えて、なんだかちょっとすっきりしていた。

			　やっぱり大事な局面の前には、引っ掛かりを残すべきではない。

			　内心で頷うなずきつつ、なにやら抗議している飯野の言葉を右から左に聞き流していると、傍らから声をかけられた。

			「あの……すみません、先輩」

			「ん。どうした、加藤さん」

			　ローズの上半身を支えるようにして座る加藤さんは、ちらっと飯野を一いち瞥べつしてから、おれと目を合わせた。

			「お話をしている最中に、申し訳ないんですけれど」

			「かまわない。もうお互いに言いたいことは言ったからな」

			「わたしはまだ言いたいことあるんだけど……」

			　抗議の声をあげた飯野のことは黙殺して、おれは加藤さんに先を促うながした。

			「それで、なんだ？」

			「リリィさんの奪還についてなんですけど、えっと……」

			「ああ。作戦を組み立てなくちゃいけないな」

			　少し遠慮がちに切り出した加藤さんに、おれは頷いた。

			「相談に乗ってくれるか、加藤さん」

			　おれが頼むと、加藤さんはちょっとだけびっくりした顔をした。

			　だが、すぐに彼女は嬉しそうに笑った。

			「っ、はい！　もちろんです」

			「ありがとう、助かる」

			「え？　ちょっと真島。この子に相談するの？」

			　飯野が疑問の声をあげた。

			「聞いての通り、そのつもりだが」

			　彼女にちらりと視線をやって、おれは答える。

			「ここに戻ってきたのは、『お前に共闘を持ちかけるためだけじゃない』と言っただろう。この場にいる戦力だけでは、リリィを取り戻したうえで、高屋の身柄を確保するのは難しい。加藤さんの助けが必要だ」

			「ずいぶんと信頼してるのね。……まさか、この子もモンスターだったりしないわよね？」

			「言いたいことはわかるが、違う。加藤さんは、紛れもなく人間だ。リリィたちと同じくらい、頼りにしているのは確かだけどな」

			「先輩……」

			　加藤さんが小さく息を呑んだ。

			　頬ほおはわずかに上気して、こちらに向けられた目は、熱を帯びて少し潤んでいる。

			　ちょっと大おお袈げ裟さではあるが、喜んでくれているらしい。

			　そんな彼女の反応を嬉しく思いつつ、おれは飯野に話しかけた。

			「能力的な面も保証する。もっとも、これについては飯野も身を以って知っているだろうが」

			「……まあね」

			　飯野は怪け我がをした自分の足を擦さすった。

			「だからこそ、ちょっと不安なんだけど……」

			　ちょっと嫌そうな顔だった。

			　そんな飯野を横目で見て、加藤さんがぼそっとつぶやく。

			「……高屋くんの土魔法を正面から防げるのは飯野さんだけですし、彼女を盾にして突っ込むのはありですよね」

			「わたしになにさせるつもり!?」

			「冗談です」

			　加藤さんはあっさりと言って、かぶりを振った。

			「まあ、発想自体は悪くないように思うんですけど、もったいないですよね。高屋くんを下せる飯野さんの力は、やっぱり、ここぞというところで切るべきカードでしょうから」

			「発想としてはアリなんだ。……ねえ、真島。本当に大丈夫？」

			　無言でおれは肩をすくめた。

			　加藤さんが必要だと言えば、おれとしては『韋い駄だ天てんの盾』作戦を決行するのにやぶさかではないのだが、それは言わないでおいてやるのが優しさだろう。

			◆　◆　◆

			　それから、全員で情報を共有した。

			　傷付いたおれの眷けん属ぞくたちの現有戦力の確認。

			　援軍である工藤の眷属たちの能力の把は握あく。

			　そして、敵対者である高屋純に対する考察。

			　それらをもとにして、手早く作戦を組み立てた。結局、『韋い駄だ天てんの盾』を使わず仕舞いで済んだのは、飯野としては胸を撫で下ろす気持ちだったかもしれない。

			　その後、全員ですぐに高屋純を追いかけた。

			　幸い、彼がキトルス山脈を出る前に追いつくことはできた。

			　とはいえ、すぐに仕掛けるわけにはいかない。作戦の前準備として、ガーベラや、アントンの分体が、所定の配置につくまで待つ必要があった。

			　休憩を取っている高屋に気付かれないように十分な距離を取って、おれはじりじりとした時間を過ごした。

			「……先行していた王の手勢は、どうやら襲しゆう撃げきに失敗したらしい」

			　そうして待っている間に、ぽつりとベルタが報告をくれた。

			「残念だが、高屋純に手傷はないな」

			「わかるのか？　ここからだと高屋の姿は見えないが」

			「……風下だからな」

			　狼の嗅覚で嗅ぎ付けたらしい。

			　工藤が先行させていたモンスターは、およそ30体と聞いている。奇襲に成功すれば、高屋純を殺せてしまえるかもしれないくらいの戦力だということだった。

			　蓋ふたを開けてみれば、怪け我がもさせられなかったわけだが……。

			　最悪に近い形で襲しゆう撃げきに失敗したのか。

			　それとも、ウォーリアの戦力に対する、工藤の見込みが甘かったのかもしれない。

			「……濃い血の臭いがする」

			　ベルタがつぶやいた。

			「先行していた王の眷けん属ぞくに、生き残りはいないようだ」

			「ベルタ……」

			「気にするな、もうひとりの王よ。我らに仲間意識はない」

			　ベルタの双頭の一方が、こちらに向けられた。

			　確かに、ベルタの淡々とした口調からは、仲間が死んだことに対する感情は、どんなものも感じ取れなかった。

			「あれは意思なき駒だ。仲間意識など持ちようがない。そして……意思があろうと、わたしも等しく我らが王の手駒であることには変わりない」

			　ゆったりと尾が振られる。

			「王命だ。遠慮なく使い潰せばいい」

			「……ねえ、真島。なんかわたし、聞いてられないんだけど」

			　ベルタの背中にまたがった飯野が顔をしかめた。

			　足を怪け我がしている彼女だけは、こうして待っている間もベルタの背中に乗ったままでいた。

			「虐待されても飼い主に尻尾しつぽを振ってる、ペットのわんちゃん見てる気分」

			「ちょっと意外だ。お前、犬好きなのか？」

			「意外は余計よ。友達の家がたくさん飼ってたから、よく遊びに行かせてもらってたの。……あの子がベルタのこと見たら、キレてるかもね」

			「……おい、女」

			　ベルタが顔を上向けて、飯野に視線を向けた。

			「ペットというのはなんだ？」

			　意外なことに、こちらの会話に興味を惹ひかれたらしい。ベルタの質問に飯野が答えているうちに、おれは加藤さんやローズと、もしものときの対応について、もう一度よく話し合った。

			　ちなみに、ふたりはベルタに相乗りでここまで来たが、戦闘には参加しない予定だ。ここまで連れてきたのも、戦闘能力のないふたりをあの場に置いていくのは危険だったから、というのが大きい。とはいえ、こうしてぎりぎりまで相談をできるのは、それだけでも心強いものだった。

			　そうこうするうちに時間は過ぎ、戻ってきたアントンの分体が準備の完了を告げた。

			「ご主人様。どうかご武運を」

			　ローズの言葉に見送られて、ベルタに跨またがったおれは移動を始めた。

			　なんとしてでもリリィを助けると、心に強く想いを燃やして――

			◆　◆　◆

			　――そして、いま。

			　おれたちの切り札が、高屋純を撃破した。

			「悪いけどね、高屋くん。ここでは誰も死なせないわ」

			　飯野が口にしたのは、誓いの言葉だった。

			　高屋純を死なせない。彼におれを殺させない。

			　そのためにここに来たのだという、宣言だった。

			　振り上げた細剣の切っ先を、ゆるゆると飯野は下ろした。

			　その動きは酷ひどく緩かん慢まんで、切っ先に付着した赤い命の重みに堪たえかねたようにも見えた。

			　モンスターなら何十と斬っているはずの飯野だが、相手が人間というのは、多分、初めての経験だったのだろう。殴ったり蹴けったりといった行為が単なる喧けん嘩かの延長上にあるのに対して、刃物で他人の血を流させるというのは、行為に伴う生々しさが違っている。心理的な抵抗は大きいし、それが飯野のようなタイプなら尚更だった。

			　けれど、いまの高屋をとめるのには、殴るだけでは済まなかった。

			　うしろから飯野の体を支えながら、おれは地面に膝を突いた高屋の姿を眺めた。

			　その右胸に刻まれた裂傷は深い。

			　地面には、大きな血溜まりができていた。

			　致ち命めい傷しようでこそないものの、戦闘続行は不可能だ。

			　そもそも、通常のウォーリアなら、ガーベラの攻撃を受けて右腕を潰された時点で終わっていてもおかしくなかった。

			　そこを切り抜けたのは、彼の執念が為せる業にほかならない。飯野の協力を取り付けていなければ、今頃、おれは拉ひしやげた肉塊に成り果てていたかもしれなかった。

			　本当にぎりぎりの戦いだった。

			　おれは支えていた飯野から手を放した。

			「それにしても、どうして高屋くんは、トドちゃんの名前を……」

			　座り込み、なにかつぶやいている飯野は置いて、立ち上がる。

			「……リリィ」

			　リリィは地面に転がって、呻うめき声をあげていた。

			　高屋が斬られたときに、抱えられていたリリィは硬い地面に投げ出されていたのだ。

			　普段ならどうってことのない衝撃だろうが、全身を縛り付ける『罪科の縛鎖』の効力によって、身体能力が落ちているらしい。早く解放してやらなければならなかった。

			　逸はやる気持ちに押し出されるようにして、おれは一歩踏み出した。

			「……め」

			　そのときだった。リリィが絞り出すような声を出した。

			「……だ、め」

			「え？」

			　一歩踏み出した状態で、おれは体を硬直させた。

			　なにを言われたのか理解できたわけではない。

			　ただ、不吉な予感が体を縛り付けた。

			　必死のリリィの声が、耳じ朶だを叩く。

			「まだ……終わって、ない……っ！」

			　……終わっていない？

			　なにが？

			　と、思ったおれの背筋に、冷たいものが走った。

			「ぐ、ぎげっ」

			　それは、不気味な声。

			　意味をなさない音の連なり。

			「ぎ、ぎぎ、ぎぐ……」

			　その発生源は、もう戦える状態ではないはずの高屋だった。

			　顔を俯うつむけた彼の体は、まるで瘧おこりにかかったかのように、ぶるぶると震えていた。

			「が、ぎ、ぎ、ぎ……」

			　太い血管が浮き出たこめかみを覆おおうように、左手が頭部を掴んだ。

			　突き立てられた爪先が皮ひ膚ふを抉えぐる。その痛みさえ、高屋は感じていないようだった。

			「ぐ、ぎぐ、ぐぐっ、ぐぉおぉおおお……ッ！」

			　高屋は大地に向けて、人のものとは思えないような声で叫んだ。

			　理性を欠いたその絶叫が、呼び水だったのだろうか。その体から、ごうと莫大な魔力が噴き出した。魔力はどす黒い血色の光に変わり、襤ぼ褸ろを纏まとった少年の体を覆い尽くしていく。

			　まるでそれは、高屋純が光に喰われたかのような光景だった。

			　それが、ある意味で的を射た感想であったことを、おれはこの直後に知ることになる。

			　ほんの１秒ほどで光は消えた。

			　高屋純の姿も消えていた。

			　代わりにそこにいたのは、一頭の獣だった。

			　体高は、２メートルほど。剛毛が全身を覆おおっており、毛色は燃え盛るような赤色をしていた。

			　凶暴そのものの顔は類人猿のものに近い。飛び出し気味の瞳ひとみは、濁った黄色。口腔からは、サイズが不揃いな牙きばが上下に乱雑に飛び出して、粘ねばっこい涎よだれを垂らしていた。

			　醜しゆう悪あくな獣人は、発達した胸筋を逸そらすと、理性の欠片かけらもない咆ほう哮こうをあげた。

			　びりびりと皮ひ膚ふが引き攣つれた。

			　臓ぞう腑ふを押し潰さんばかりの圧迫感は、あの樹海でさえ経験したことのないものだった。

			「高屋……くん？」

			　呆然自失としていたおれを我に返らせたのは、飯野の零こぼした呻うめき声だった。

			「高屋くんなの？」

			　よく見てみれば、獣人は高屋の着ていた襤ぼ褸ろの制服を纏まとっていた。

			　毛皮が赤いのでわかりづらいが、右胸と右腕には深い傷があり、いまだに血を零している。

			　あれは高屋純で間違いないらしい。

			　現象自体は、ありえないというほどのことではなかった。

			　かつてのコロニーでは、探索隊の二つ名持ちのなかに、己の姿を変化させる能力者がいた。

			　その名も『竜人』の神じん宮ぐう司じ智とも也や。竜に変化する固有能力に目覚めたチート持ちだった。

			　彼は思うがままに、巨大で神々しい竜へと自分の姿を変えて、探索隊のひとりとして戦ったのだと聞いている。

			　この姿を見る限り、高屋純の能力は『狂獣化』とでも呼ぶべきだろうか。

			　ここまで能力を発動させる素そ振ぶりも見せなかったところを考えると、自分の意思では制御ができないタイプの能力なのかもしれない。

			　おれの能力が常時発動型であるのなら、緊急時発動型。

			　どうしようもない危難に直面したとき、知性を失う代わりに力を得る。

			　高屋の服がほとんど襤ぼ褸ろも同然にずたずたになっていたのは、単に樹海を越える強行軍で駄目にしてしまったわけではなくて、この『狂獣化』によって、体が肥大化したことが原因だったのだろう。

			　また、こんな隠し玉を持っていたのなら、工藤が先行させた30体を超えるモンスターが壊滅させられたのも納得がいった。

			　工藤の『襲しゆう撃げきがうまくいけば、先輩が追いつく必要さえないかもしれない』という旨むねの発言を、もっと真剣に考えるべきだったのだ。満まんを持じして送り出した工藤の手勢が、高屋の身に傷ひとつ残すこともできなかった原因は、工藤の見込み違いでもなければ、襲撃で下手を打ったことでもなかった。むしろ工藤の手勢は、上手くやり過ぎてしまったのかもしれない。その結果、高屋純の内側から獣を引き出してしまい、壊滅させられることになった。

			　そして、おれたちもまた、同じ轍てつを踏んでしまったのだった。

			　……だが、おかしい。

			　高屋純は二つ名持ちではなく、ただのウォーリアのはずだ。

			　少なくとも、誰もがそのように認識していた。ということは、コロニーで過ごした約１ヶ月の間、彼はウォーリアとして振る舞っていたということになる。

			　能力を隠していたという可能性もあるが……現実問題として、まだ水島美穂が生きていた頃の高屋純に、そんなことをする理由はないように思える。

			　とすると、コロニー崩ほう壊かいのあとになって、この能力を手に入れたと考えるほうが自然だ。

			　おれだって、工藤だって、転移後しばらくしてから、モンスター使いとしての能力を得た。

			　それと同様に、ウォーリアとしてすでに力を得ている者でも、あとから固有の能力を得ることは可能なのかもしれない。

			　無論、相そう応おうの切っ掛けさえあれば、だが。

			　固有能力持ちの数が少ないことを考えれば、これは相当のレア・ケースではあるのだろう。

			　おれや工藤と同じレベルの『切っ掛け』。

			　高屋の場合、それは恐らく『幼馴染である水島美穂の死を知ったこと』だ。

			　そして、だとすれば、納得のいくこともある。

			　おれたち転移者が手に入れる力は、魂たましいの奥底からの望みを反映したものになる。

			　だとすれば、高屋純は望んだのだ。

			　こんな醜しゆう悪あくな獣の姿を。

			　知性をなくした、獣としての自分を。

			　命を懸けて守ろうとした幼馴染を惨ざん殺さつされて。

			　ただただ力を望み。

			　それと同じくらい、きっとなにもかもわからなくなってしまうことを望んだ。

			　だったら、これこそが高屋純の絶望の具現だ。

			「グオォオォオオオ！」

			　次の瞬間、知性なき獣が振りかぶった太い腕が、おれ目掛けて容赦なく薙なぎ払われた。

		

	
		
			　

			13　狂獣との戦い

			　

			　醜しゆう悪あくな獣人と化した高屋が、雄お叫たけびとともに左腕を薙なぎ払った。

			　大振りの重い一撃だ。戦いが終わった直後の気の緩みに、高屋純の変貌に対する驚きよう愕がくとが重なって、身構えたときにはもう、岩のような拳は右顔面のすぐ近くまで迫っていた。

			　まずい。

			　と、思ったそのとき、ぐっと首根っこを引っ掴まれた。

			「真島！」

			　うしろに引き倒される。

			　目と鼻の先の至近距離を、ごうっと凄すさまじい音を立てて、大きな拳が通り過ぎた。

			　仰向けに倒れたおれが見たのは、膝立ちになった飯野の姿。

			　――が、再び繰り出された打ち下ろしの一撃を喰らって、吹き飛ばされる光景だった。

			　交通事故を思わせる、鈍い音がした。

			　続いて、野太い悲鳴が聞こえた。

			　飯野のものではない。腹に響くその悲鳴は、獣のものだった。

			　なにが起こっているのかを把は握あくする前に、おれはまず動いた。

			　とにかく、この場にいるのはまずい。背後に転がり、飛び退って、高屋から距離を取る。

			　幸い、体勢を整えるまでの間に、追撃はなかった。

			　立ち上がったおれが見たのは、天を仰いで悲鳴をあげる高屋の姿だった。

			　先程、打ち下ろした左の拳。剛毛の生えた太い人差し指と中指の間に深々と切り込む形で、血塗まみれの細剣が刺さっていた。

			　飯野の剣だ。一拍置いて、おれは状況を理解した。

			　飯野はおれのことを引き倒すと、足がうまく動かない現状では避けられない攻撃と刺し違えるかたちで、高屋に反撃を喰らわせたのだ。

			　振り向けば、少し離れた場所に、飯野が俯うつぶせに倒れていた。転々と残った血けつ痕こんから察するに、彼女は一度地面に叩き付けられてから、そこまで転がっていったらしい。右腕は肘が逆の方向を向いていて、ぶつけたらしい頭からは血が流れていた。小さな呻うめき声があがったので生きてはいるようだが、焦点の合っていない目を見る限り、意識はほとんどないようだ。

			　ここでは誰も死なせない、と飯野は言っていた。

			　あいつは馬鹿だが、嘘つきではない。あの言葉は、偽りない本心からのものだったと、彼女は行動で証明してみせたのだ。

			　だが……同時にこれで、『韋い駄だ天てん』は戦線離脱してしまった。

			　状況を把は握あくしたおれは、腰に下げた『疑ぎ似じダマスカス鋼こうの剣』を抜くと、高屋に向き直った。

			　頬ほおを嫌な汗が伝う。非常にまずい状況だった。

			「ご主人様、逃げて……っ！」

			　悲鳴をあげるリリィは、獣人と化した高屋の向こうで倒れており、魔法道具『罪科の縛鎖』に捕らわれたままだ。

			　ガーベラが戻ってくる気配はなく、気絶したらしいベルタは倒れて動かない。

			　孤こ立りつ無む援えん……いや。

			「ゴシュ、ジッ！　サマッ！」

			「……そうだな、お前がいてくれたな」

			　励はげますように、左手の甲から生えたアサリナが鳴いた。

			　おれは少しだけ笑って、変わり果てた姿となった高屋を睨にらみ付けた。

			　高屋は左掌てのひらの細剣の柄に噛みついて、一息に引き抜き、地面に捨てたところだった。

			　濁った黄色い眼が、おれの姿を映し出した。

			　滅茶苦茶な歯並びで歪ゆがんだ口の端が、ぎこちなく吊り上がる。

			　大きな口から、獣の咆ほう哮こうが吐き出された。

			　粘ねばっこい涎よだれが、びちゃびちゃと地面に飛び散った。

			「高屋……お前もう、人をやめてるな」

			　おれは引き攣つった笑みを浮かべて、右手の剣の柄を強く握り締めた。

			　……大丈夫だ。

			　絶望するには、まだ早い。

			　幸い、飯野のお陰で、まともに戦えるだけの態勢は整えることができている。

			　落ち着け。敵をよく見ろ。

			　重要なのは、高屋純の発動させた固有能力――ではない。

			　なにが変わったかだけではなく、なにが変わっていないかにも目を向けなければならない。

			　能力の発動の前後で変わっていないもの。

			　襤ぼ褸ろになった制服。そして、体に負った怪け我がだ。

			　高屋純の傷は癒いえていない。

			　右の胸には、まともに動けないほどの深い傷が刻まれて。

			　利き腕である右腕は、二の腕で引き千切れかけている。

			　おまけに、さっき飯野が左の拳を使い物にならなくした。

			　いまの高屋はただ、『狂獣化』によって、戦えない体を無理矢理動かしているだけだ。身体能力が引き上げられたところで、元の体がズタズタでは、本来の力の半分も出せはしない。固有能力を発動させていても、戦闘能力は通常のウォーリアにすら、まったく及ばないだろう。

			　端的に言って、高屋純は死しに体たいだ。……問題は、たとえ死に体であったところで、おれにとっては格上の相手なのは変わりないということだが。

			　それでも、いまなら決して敵わない相手ではない。

			　それに……思い出せ。

			　ガーベラと想いが通じ合ったことで、いまのおれは、これまでないくらいに調子がいい。

			　こんなの単なる気持ちの問題かもしれないが、たとえそうであったところで、精神的な部分ではこちらのほうが有利だということに変わりはない。

			　アサリナもおれの体に根付いた存在である以上、必然的に調子は最高ということになる。

			　これでやれないわけがない。

			　そう信じるのだ。

			　幸いと言っていいものか、『飯野の攻撃で倒せなかったとき』のことも考えていなかったわけではない。まさか高屋純があんな姿に変貌するとは予想できなかったため、多少のアドリブが必要だが……いまは、やるしかなかった。

			「おおぉおおおお！」

			　咆ほう哮こうして前に出たのは、おれも高屋も同時だった。

			　怪け我がが祟たたって、高屋の移動速度は鈍どん重じゆうだ。

			　右腕は二の腕から下は動かず、ほとんど右半身を引き摺ずるようにしている。

			　気を付けなければいけないのは、握り拳も作れない左腕の一撃だけ。

			　無論のこと、それだけのハンデがあっても、まともに喰らえば一撃でおれは戦闘不能に陥るだろう。それだけは避けなければならない。

			　吐き気のするような緊張感を呑み込んで、おれは死線に身を投げ出した。

			「グルゥォオオオオ！」

			　高屋が左腕を振りかぶる。

			　振り下ろしの動作の起点が目に入ったときには、おれは大きく身を横に投げ出していた。

			　叩き付けられる一撃は、恐ろしく速い。

			　しかし同時に、本来の速度を考えるなら、ありえないくらいに遅い。

			　魔力によって身体能力を強化しての回避行為は、ぎりぎりのところで成功した。

			「おおぉお！」

			　高屋の左側面へと逃れたおれは、すれ違いざま、腹に剣を叩き込んだ。

			　シランに手ほどきを受けているものの、おれの剣術は、まだまだ未熟だ。

			　それでも、厳しい鍛たん錬れんは嘘を付かない。ローズ謹きん製せいの『疑ぎ似じダマスカス鋼こうの剣』の鋭利な切っ先は、獣人の頑丈極まりない体を浅く裂いた。

			　もちろん、この程度の浅手では、高屋は怯ひるみもしない。

			　振り下ろされた左腕が、今度は裏拳の形で薙なぎ払われた。

			　おれは思い切って、勢いよく身を屈めた。

			　広い範囲を薙ぎ払った腕は、しかし、大きくなった体が災いして、地面から距離があった。

			　その隙間を掻かい潜くぐって、立ち上がる勢いで剣を振り上げた。

			　先程付けた傷と斜めに交差する形で、高屋の脇腹に傷が走った。

			　傷から血が滲にじみ、高屋が苛立ちに眼光をぎらつかせる。

			　その顔面を、鞭むちのようにしなって走るアサリナが、したたかに打ち据すえた。

			「ゴシュ、サマッ！」

			　アサリナは長い体で高屋の顔にくるくると巻き付くと、その終点で、口を大きく開けて鼻面に噛み付いた。目に見えたダメージはなかったが、それなりに痛かったらしく、高屋が悲鳴をあげて顔に手を伸ばした。

			「よくやった、アサリナ！」

			　その隙を突いて、おれが更に一撃を加える。

			　高屋が怒りの咆ほう哮こうをあげる。

			　アサリナの蔓つるの体が引き千切られた。が、またすぐに生えてくる。

			　仕切り直しだ。おれは再び、獣人に立ち向かっていった。

			「おおぉお！」

			　とにかく相手の攻撃を避けて、深追いし過ぎない程度に傷付けることに専念する。

			　そうして必死になって戦っているうちに、徐々に戦場は移動して、リリィや飯野が倒れている姿が見えなくなった。

			　これで、ひとまず彼女たちが戦いに巻き込まれることはない。

			　ますますおれは、目の前の脅きよう威いと手にした武器の感覚に没入した。

			　獣人と化した高屋には、丈夫な毛皮と分厚い筋肉がある。そのせいで、与えられる傷は、どうしても浅いものになってしまう。

			　それでも、何度も繰り返せば、ダメージは蓄積する。

			　それに、いまの高屋は手負いだ。胸の傷からはいまも血液が零こぼれており、激しい運動を強いれば、それだけでかなりの消しよう耗もうを強いることができる。

			　だから、おれがしなければならないのは、一発でも喰らえば戦闘不能になる攻撃を残らず回避して、こちらの攻撃を叩き込むことだけだ。

			　言うまでもなく困難だが……逆に言えば、それは決して不可能ではない。

			　強がりではなく、戦っている実感として、そう言えた。

			「ガァアアア――ッ！」

			　いまの高屋は、獣の皮を纏まとった狂戦士バーサーカーだ。

			　理性を失い、攻撃は酷ひどく単調なものになっている。

			　本来なら、それが問題にならないくらいの速度と強度を併あわせ持もっているはずだが、重傷を負ったいまは、その単調さが付け込む隙となる。

			　これまでおれは、ガーベラとの実戦形式の訓練では、反へ吐どを吐きながら回避の技術を身に付け、シランの稽けい古こでは、足運びや打ち込み、体重移動などの、剣を振るうために必要な基礎を学んできた。

			　高屋の攻撃を回避し続けることは、困難ではあっても、不可能ではない。

			「うぉおおぉお！」

			　綱渡りの攻防が続く。

			　このまま、渡り切れるか――……。

			「……ッ!?」

			　不意に、恐ろしく冷たいものが背筋を撫でた。

			　それは、紛れもない死の気配。

			　戦いのなかで鋭敏になった感覚器官が、警けい鐘しようを鳴らし――

			「……っ!?」

			　――次の瞬間、大木のような腕が、思いがけず視界に割り込んできていた。

			「うぉお!?」

			　仕掛けようとしていた攻撃を中断し、体勢が崩れるのも厭いとわず、おれは横っ飛びに逃げた。

			　更に、アサリナが独自の判断で地面を叩いて方向を修正。辛うじて攻撃を回避する。

			「なん、だ。いまのは……？」

			　危うく直撃を喰らうところだった。

			　油断した？　違う。そんなことはありえない。

			　不意を突かれた……いや。速度が上がった、のか？

			　混乱しながらも、おれは状況を把は握あくするために、距離を取ろうと後退する。

			「グルルゥォアアア！」

			　醜しゆう悪あくな獣人が、牙きばを剥むき出しにして追いすがってくる。彼我の速度差から、見る間にその姿は視界のなかで大きくなり――……いや、違う。そうではない。

			「……嘘だろ、おい」

			　呆然と声が出た。

			　目の錯さつ覚かくなどではなく、本当に高屋の体が一回り大きくなっていたのだった。

			　なんてことだ。

			　高屋の固有能力は、あれで打ち止めではなかったのだ。

			　見誤っていた。『狂獣化』は、単に理性をなくした獣になる能力ではない。

			　理性を失い、狂気が深まるほどに、その暴力を促そく進しんさせる力だったのだ。

			　追い掛けてくる高屋の黄色い眼球は、零こぼれんばかりに見開かれていた。

			　体は筋肉でますます膨ふくれ上がり、制服は裂けて原形を留めていない。

			　襤ぼ褸ろ切れになった制服が疾走の勢いに煽あおられて、ついには剛毛に覆おおわれた獣の体から剥はがれ落ちた。

			　もともと、彼の制服がぼろぼろになっていたのは、以前にもこの『狂獣化』能力によって、体格を肥大化させたことがあったためだろう。前回までは辛うじて原形を保っていた制服が破れたということは……ここまでの状態になるのは、これが初めてだということだ。

			　その恩恵は絶大だった。

			　先程より、明らかに速度が上がっている。

			　身体能力が増強されただけでなく、痛みに鈍くなっているのも原因だろう。

			「ガアァアア！」

			　高屋の左腕が、大きく振りかぶられた。

			　まだ距離はある。だが、本能的にまずいと感じた。

			　後先を考えず、背後に両足で飛んだ。

			　それでも間に合わなかった。

			　毛むくじゃらの太い腕が、ぐんと伸びてくる。

			　膨ふくれ上がった巨体と、それ相そう応おうの腕の長さが、攻撃の間合いを広げていた。

			　避よけ切れない。

			「ぐ……っ!?」

			　高屋の左手は、飯野の細剣で酷ひどく痛めつけられている。

			　だから拳を作れず、おれが正面に構えた盾にぶつかったのは、その指先だった。

			「うぐっ」

			　背後に飛び退っていたこともあり、おれは踏ん張ることもできずに、大きく弾き飛ばされた。

			　かなりの衝撃があった。

			　とはいえ、この程度ならダメージはない。

			　これなら着地と同時に、追撃に備えることも可能だろう。

			　即座にそう判断したおれは、着地に備えて空中で体勢を整え――そこで、こちらのことを見上げる、おさげの少女と目が合った。

			　あっという間に、彼女の上空を飛び越えた。地面が迫る。

			「ぐっ」

			　危うく墜落しそうになったが、そのぎりぎりのところで、全身をバネにして着地の衝撃をやり過ごす。顔を上げた。

			「せ、先輩……？」

			　そこにいたのは、驚いた顔をして、こちらを振り向く加藤さんだった。

			　胸には、ローズが抱えられている。

			　その向こう側には、鎖で拘こう束そくされながらも上半身を起こしたリリィの姿があった。

			　少し離れた場所には、気を失った飯野が倒れ伏しているのも見えた。

			　顔面から血の気がひいた。

			　……しまった。

			　失敗した。

			　万が一、『飯野が高屋を倒しきれなかったとき』に備えて立てておいた作戦――それは、弱った高屋を誰かが抑えている間に、別行動を取っていた加藤さんが、リリィを解放するというものだったのだ。

			　そのために、あらかじめ加藤さんは、戦いに巻き込まれないくらい離れた場所に移動して、身を隠していた。

			　切り札だった飯野がやられた時点で、下半身を失って持ち運び安くなったローズを抱えた加藤さんが動き始めたことを、おれはパスを通じて把は握あくしていた。だからおれは、理性を失った高屋をリリィのいる場所から引き離すべく動いていたのだ。

			　それなのにおれは、また一段、狂化を深めた高屋から逃げているうちに、知らず元いた場所に戻ってきてしまった。

			　必然、狂える獣と化した高屋が、おれを追ってその場に現れる。

			「ガァアアアアア！」

			　雄お叫たけびをあげながら高屋が現れたのは、座り込んだリリィのすぐ近くだった。

			　おれのいる場所からは、リリィに駆け寄ろうとしていた加藤さんを挟んで、その向こう側になる。

			「くそっ」

			　即座に、おれは駆け出した。

			　……まだだ。

			　まだ、このミスは取り戻せる。

			　もしも、高屋が邪魔者である加藤さんを狙った場合。

			　加藤さんとの距離や、彼我の速度を考えると、こちらのほうが駆け付けるのは早い。

			　彼女を守ることは可能なはずだ。

			　それに対して、高屋がリリィを確保しようとした場合は、さすがに間に合わないだろう。

			　だが、いまの高屋は右腕が潰れている。リリィを確保しようとすれば、残った左腕が塞がるかたちになる。そうなれば、むしろこちらに有利な展開になる。

			　状況がそのどちらに転ぼうと対応できるように、おれは高屋の動きを注視した。

			「――」

			　果たして。

			　高屋の黄色い瞳ひとみが映し出したのは、拘こう束そくされたリリィだった。

			　おれは、内心で拳を握った。

			　さっきおれはミスをしたが、高屋もまた選択を間違えたのだ。

			　この場面、リリィを確保するのは後回しにしてもよかった。

			　けれど、高屋はリリィを優先した。

			　これは明らかな判断ミスであり、ある意味では当然の展開でもあった。

			　高屋はいまや理性を失っている。まともな判断力なんて発揮できるはずもなかった。

			　あとは、おれ次第だ。

			　リリィを確保して、さあ、高屋はどうする？

			　逃げるか。それとも、その場でおれを迎げい撃げきするのか。

			　そのどちらだとしても、喰らい付いていくだけだ。

			　覚悟を胸に、おれは高屋を見据えて走った。

			　視線の先で、リリィに視線を落とした高屋が動いた。

			　毛むくじゃらの腕を大きく振りかぶり――って。

			　おい、待て。

			　あいつはいったい、なにをしようとしているんだ？

			　ぞっと全身が粟あわ立だった。

			　おれの見間違いでないのなら、あれは、勢いをつけて腕を叩き付けようとする予備動作だ。

			　だが、ありえない。

			　どうして高屋が、リリィに攻撃を仕掛けようとするのか。

			　奴にとってのリリィは、水島美穂だ。大事な幼馴染のはずだ。

			　それなのに、どうして？

			　……まさか。

			　答えに辿り着いたおれは、魂たましいが凍こごえるような気持ちになった。

			　まさか高屋の『狂獣化』は、そんなことまでわからなくしてしまったとでもいうのだろうか？

			　リリィを狙ったのも、水島美穂の姿をした彼女に反応したわけではなく、単に近くにいたからだとでも？

			　高屋は獣人と化すことで、工藤が追わせた30体のモンスターを返り討ちにした。

			　そのときには、リリィに手を出さなかった。それくらいの判断を下せるだけの理性は、まだ彼のなかに残っていたのだろう。

			　けれど、高屋の『狂獣化』能力がここまで進行したのは、これが初めてのことだ。

			　もはや最低限の理性さえ、高屋には残っていないのではないか？

			　だとすれば、リリィは……。

			　蒼あお褪ざめた顔をしたリリィが、こちらをぱっと振り向いた。

			「やめ……っ」

			　おれは彼女に手を伸ばした。

			　遠い。届かない。

			「グルウゥオオオオ！」

			　完全に獣のものでしかない雄叫びをあげて、高屋は腕を振り下ろす。

			　おれひとりではそれを、どうしようもなくて。

			　だから、ここがいまのおれの限界だ。

			　どれだけ奮戦しようとも、ひとりでやれることには限りがあった。

			　

			　けれど、忘れてはならない。

			　この場にいるのは、おれだけではないということを。

			　

			「姉様ッ！」

			　少女の声が響き渡った。

			　途端、高屋とリリィを隔てるように、土の柱が立ち上がった。

			　振り下ろされた高屋の一撃が、立ち塞がった土の柱を破壊した。

			　短い悲鳴をあげて、縛られたままのリリィが地面に転がった。

			「リリィ!?」

			　呼び掛けるが、リリィは仰向けに倒れたまま動かない。

			　ただ、さっきの土柱の妨害のお陰で、直撃だけは避けられているはずだった。

			　どうやらリリィは、意識を失ってしまったらしい。邪魔をされた高屋が、苛立たしげに頭を巡らせた。

			　獣の一いち瞥べつを受け止めたのは、仮面の下のローズの視線だった。

			　腰からへし折られて上半身だけになり、加藤さんに抱えられたローズは、その手に高屋の宝剣、魔法道具『崩地の刃』を握っていた。

			　さっき高屋が取り落としたものを、彼女は回収していたらしい。
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			「姉様はやらせません！」

			　勇ましいローズの宣言に、高屋が怒れる獣の叫び声をあげようとして――

			「シャアァアッ！」

			　――そこに、白い蜘く蛛もが飛び掛かった。

			　蜘蛛足の一突きは頭を下げて躱かわされたが、そのままガーベラは、高屋の巨体に組み付いた。

			「けだものが！　妾わらわの姉に、なにをしようとしておる！」

			　細い両腕と数の揃わない蜘蛛足が、高屋の両腕を拘こう束そくしようとする。

			　しかし、さっきまともに喰らった一撃のダメージが残っているのか、口元から血を零こぼすガーベラの動きは、これまで見たこともないくらいに鈍かった。

			　おれの魔力の扱い方は、彼女とよく似ている。だから特によくわかるのだが、いまのガーベラの魔力の流れはぐちゃぐちゃだった。

			　ひょっとすると、内臓のひとつでも傷付いているのかもしれない。

			　それでも、執念深くガーベラは腕を伸ばした。

			　彼女は蜘く蛛もだ。捕えること、縛り付けることに特化している。

			　更に、魔力の気配が立ち昇って、地面から生えた土柱が高屋の腹に突き刺さった。

			　ローズの援護だった。高屋が使っていたときほどの連射はできないが、彼女もまたあんな体で戦っていた。

			　ふたりの奮戦は、確かに高屋の横暴を喰い止めていた。

			　しかし、傷付いた彼女たちでは、どうしても限界があるのも、また事実だった。

			「ガァアァアア！」

			「おおおぉっ!?」

			　まずガーベラの拘こう束そくが振り払われた。

			　毛むくじゃらの手が、ガーベラの手首を掴んだ。

			　ガーベラの体が玩具おもちやみたいに振り回される。

			　そして、投げ飛ばされた。

			　その先には、ローズと加藤さんの姿があった。上半身だけのローズは自由に動くことができず、彼女を抱えた加藤さんは反応が追いつかない。

			「真菜！」

			「きゃあ」

			　咄とつ嗟さにローズは加藤さんを突き放した。

			　宙に放り出される形になったローズが、投げ飛ばされたガーベラと激突する。

			「がふ……っ」

			「ギィ……！」

			　絡まって転がるふたり。投げ出された宝剣が地面に落ちて、重い音を立てた。

			　ここまで、数秒。

			　忌いま々いましげな唸り声をあげる高屋が、改めてリリィに顔を向けた。

			　その濁った黄色の目を――おれは、正面から睨にらみ返した。

			「グル……？」

			「……間に合ったぞ」

			　ガーベラたちが稼いだ貴重な時間を使って、おれはリリィのもとに駆け付けていたのだった。

			　やっと……やっと、取り戻した。

			　胸元に抱き上げたリリィの温もりに、懐かしささえ覚えた。

			　もう二度と離さない。

			　おれは、高いところにある高屋の怪物の顔を見上げた。

			　そこには、もはや理性なんて、欠片かけらも残されていなかった。ただ、目の前の敵を――あるいは、現実を――破壊しようという意志だけが、狂ったように燃えていた。

			　やはり、いまの高屋の頭には、水島美穂のことさえなくなっているのだろう。

			　なんの呵か責しやくもなく、躊ちゆう躇ちよもなく、おれごとリリィを粉砕してしまえるに違いなかった。

			　ガーベラたちは、本当によく頑張ってくれたが、さすがにリリィを連れて逃げるほどの時間はなかった。

			　リリィを抱えたままでは、高屋とは戦えないし、逃げ切れない。

			　かといって、高屋にとってリリィが殺害対象になってしまった以上、この場でリリィを手放すわけにもいかない。

			　絶体絶命の危機を前に、おれは静かに覚悟を決めた。

		

	
		
			　

			14　託される想い（偽）　～リリィ視点～

			　

			　……わたしは、なにをしているんだろうか。

			　どこまでも広がる暗闇のなか、ひとり膝を抱えて浮遊しながら、わたしは自問自答した。

			　わたしをさらった高屋純を相手にして、ご主人様は決死の戦いを繰り広げている。

			　本当なら、わたしがご主人様を守らなければならないのに、むしろわたしのせいで、彼は危険に身を晒さらす羽目になっている。

			　大事な妹たちも、その身が傷付くことさえ厭いとわずに、戦いに身を投じている。

			　そうした状況で、わたしだけが、なにもできずにいた。

			　そんな自分をどうしようもなかった。

			　この身を縛り付けている魔法道具は、わたしの力でどうにかできるようなものではない。一度嵌はまったら最後、あの戒いましめを解くためには、相当の力が必要だ。これを解けるのは、せいぜいガーベラくらいのものだろう。

			　わたしには、なにもできなかった。

			　なにも……。

			　そうして、どれだけの間、思し索さくに沈んでいただろうか。

			　ここではきっと、時間の概念が意味を持たない。いまのわたしにとっては、ひとりで悩み、苦しみ、無力感を噛み締めるためにあるような場所に感じられた。

			「どうしたの？」

			　他に誰もいないはずのそんな空間に、唐突に気配が現れた。

			　俯うつむいていたわたしは、顔をあげた。

			　目の前にいたのは、ひとりの少女だった。

			　さっきまで、他に誰もいなかった暗闇のなか、彼女は水中を漂うかのように亜麻色の髪を靡なびかせて、わたしと同じ顔をこちらに向けている。

			　わたしはそんな彼女の顔を見て……やっと来たのかと、唇の端に乾いた笑みを乗せた。

			「……遅かったのね」

			「あれ？　驚かないんだ？」

			「来るだろうとは、思っていたもの」

			　意外そうな声で言う彼女に、簡潔に答えた。

			「予想していたってこと？」

			「ええ、まあ」

			　これが、ちょっと前に見た奇妙な夢とひと続きのものであることは明らかだった。

			　同時に、これがただの夢ではないことも、簡単に察しがつくことだった。

			「以前にご主人様から『グールになってしまったシランさんの心を取り戻したときの出来事』については聞いていたから」

			　シランさんの心を救おうとしたとき、ご主人様は不可思議な空間を見たのだという。

			　わたしが体験しているものは、まさにご主人様から聞いていたそのままの現象だった。

			　どうしてこんなことになっているのかも、大体のところは想像がついた。

			　わたしと彼の間には、魔法的な繋がりであるパスがある。多分、それが原因だろう。

			　パスを通じて、ご主人様固有の能力に由来するのだろうこの空間に、わたしが紛れ込んでしまったか。あるいは、この空間こそがパスとわたしたちが呼んでいるものなのか。

			　厳密なところはわからないものの……いずれにせよ、これがただの無意味な夢でないことだけは、間違いなかった。

			　であれば、目の前にいる彼女もまた、夢のなかの幻などではありえない。

			「あなた……水島美穂さんね？」

			　確信を持って、わたしは問いかけた。

			　それが、切っ掛けだった。

			「……くっ!?」

			　ごうっと音を立てて、わたしの体が燃え上がった。

			　それと同時に、目の前の少女の体もまた炎と化した。

			　あっという間に、わたしたちは、暗闇に浮かぶふたつの灯とも火しびとなっていた。

			　ただ、わたしたちそのものである炎には、決定的な違いがあった。

			　わたしの身を包んだのが赤い炎だったのに対して、『水島美穂』の体から生じているのは青白い炎だったのだ。

			　それが、わたしと彼女が決定的に違った存在であることを示しているようで、わたしは胸の奥底で、昏くらい感情が身じろぎするのを感じていた。

			「ふうん」

			　両手を目の前にかざし、青白く揺れる炎と二重写しになった自分の体をまじまじ見下ろしてから、『水島美穂』は改めてこちらに視線を向けた。

			「わたしが、水島美穂ね。どうして、そう思ったの？」

			　屈くつ託たくのない笑顔が向けられる。

			　わたしの姿を映し出した瞳ひとみに浮かんでいるのは、純粋な興味だった。

			　そういう性質の少女なのだ。

			　好奇心旺おう盛せいで、明るく、誰にでも好かれる少女。

			　そんな彼女の性質を、彼女の皮を被ってきたわたしは、よく知っていた。

			「ここは本来、あなたのご主人様と、彼の眷けん属ぞくしか訪れることのできない空間でしょう？　そこに、あなたのいうところの『水島美穂』がいるのは、おかしいんじゃないのかな？」

			「そんなことはないよ」

			　わたしはかぶりを振った。

			「高屋純だって、言ってたでしょう？　水島美穂は、わたしのなかにいるんだって。わたしがここに来れるのなら、わたしのなかにいるあなただって、ここに来れてもおかしくない」

			　あのときの高屋純の言葉を、わたしは否定することができなかった。

			　狂っていればこそ、彼は真実を見抜いていたからだ。

			　わたしのなかには、確かに水島美穂が存続している。

			　実際、こうして目の前に現れたのが、その証拠だった。

			　だとすれば、それはどういうわけなのか。

			　それにはきっと、ミミック・スライムとしての、わたしの特異能力が関係していた。

			「疑問には思ってたんだ。わたしの擬ぎ態たい能力は、対象のすべてを再現する。たとえば、ファイア・ファングの火炎のブレス攻撃だって、わたしは擬態することができる。だけど、これは普通じゃありえないことなんだよ」

			　チリア砦とりでから交易都市セラッタへと向かう旅路のなか、初めて開拓村で過ごした夜に、シランさんがご主人様に言っていたことを思い出す。

			「モンスターの特異能力っていうのは、そのモンスターに固有の魔力によって生み出されるもの。魔力を持つどんな生き物も、種に固有の魔力の流れを持っていて、それをそのモンスター以外が再現することはできない。だから、モンスターの特異能力を、別のモンスターや人間が再現することもできない。普通はね」

			　グールでさえ、元の人間とは異なった魔力のパターンを持っている。

			　だから、ご主人様の魔力がガーベラのものと同じであることに関して、シランさんは危き惧ぐの念を抱いていたわけだけれど……そのとき、ふたりが見落としていた事実がある。

			　その話を傍で聞いていたわたしが、その例外だということだ。

			「本来なら使えないはずの他のモンスターの能力を、わたしは使うことができている。それって、他のモンスターに固有の魔力の流れを、再現できているってことなんだよ。だけど、そんなことは普通ありえない。だったらどうして、わたしにはそんなことができるのか……」

			　それがモンスターとしての特性だから……で片付けてしまうには、ちょっと不可思議だった。

			　とはいえ、今日この日まで、わたしはこの疑問に答えを持たなかった。

			　まあ、これは仕方がない。人間だって、死体のお腹を開いて詳しく調べてみるまでは、自分たちの体の仕組みがどうなっているのかなんてわからなかった。要するに、それと同じこと。こうして自分の裡うちにある『水島美穂』の存在に触れたことで、わたしは初めて、自分がどういった生き物なのか理解することができたのだった。

			「魔力は魂たましいに宿るもの。魂から溢あふれ出し、流れるもの。モンスターには、それぞれ独自の魂の形があって、だから、そこから流れ出す魔力も固有のものになっている。とすると、自分の魔力を変える方法はふたつ。グールみたいに『魂たましいの在り方そのものを変える』か……あるいは、ガーベラの魔力を得たご主人様のように『他所から魔力を持ってくる』か」

			　ご主人様の場合、その特異な能力であるパスを介して、ガーベラの魂から魔力が流れ込んでいた。

			　だったら、わたしの場合はどうなのか。

			　目の前にいる『水島美穂』が、その答えだった。

			「わたしの能力の本質はね……『魂を蒐まい集しゆうすること』なんだよ」

			　恐らく、わたしたちが魂と呼んでいるものは、死後もすぐに空間に霧む散さんすることなく、しばらく肉体に残留する。

			　魔力が濃い土地では、この残留した魂が変質させられて、肉体に定着し、グールというモンスターが発生しもするのだろう。以前、ご主人様がグールとなったシランさんの肉体に触れて、理性をなくした彼女の心を取り戻すことができたのも、その肉体に宿っていた魂がシランさんのものであったからに他ならない。

			　また、モンスター同士の喰らい合いは、ただ倒すだけより大きな魔力の増強をもたらすのも、そのあたりが理由だと考えられる。あれは、肉体に残留していた魂を取り込むことで、本来ならそのまま霧散するはずだった魔力を直接吸収しているために起こる現象なのだ。

			　ただし、ミミック・スライムであるわたしの場合は、少し話が違っている。

			　捕ほ食しよくした魂たましいを魔力として吸収するのではなく、一部をそのまま自分の裡うちに保存する。それこそが、ミミック・スライムの種族特性なのだ。わたしが擬ぎ態たいしたことで扱える特異能力とは、こうして自身の裡に保存した魂から流れる魔力を利用したものに他ならない。本来なら種族に固有のものである魔力のパターンをわたしが再現できるのは、そのためだった。

			　そして、それならば、目の前にいる少女の存在にも説明が付けられた。

			　わたしのなかに保存されていた、水島美穂の魂。それが、彼女なのだ。

			　その事実はわたしにとって、福ふく音いんでもあった。

			「水島美穂さん」

			　わたしは、青白く燃える『水島美穂』に語りかけた。

			「わたしはきっと、あなたにごめんなさいを言わなくちゃいけないんだと思う。だって、わたしはあなたの存在を剥はく奪だつしたに等しいんだから」

			「……」

			「だから、こんなことを頼むのは筋違いだってわかってる。だけどね、どうしてもあなたにひとつ、お願いしたいことがあるの」

			「お願い？」

			　首を傾げる彼女に、わたしは頷うなずいた。

			「ご主人様をね、助けてほしいんだ」

			　わたしの言葉を聞いて、『水島美穂』は目を丸めた。

			「真島くんを？」

			「うん。ご主人様はいま高屋純と戦ってるでしょ？」

			「それは知ってるけど……」

			　どうやら『水島美穂』は、ある程度、わたしたちの置かれた状況を把は握あくしているようだ。

			　話が早くて助かる。わたしは話を続けた。

			「高屋純は、元から戦闘能力に優れたウォーリアで、そのうえ、固有能力にまで目覚めてる。どういうわけか、ご主人様は『韋い駄だ天てん』を味方につけていたけれど、追い詰められてからの高屋純の底力は、明らかに手に余るものだった。このままだと、遠からずご主人様は殺されちゃう……」

			　いまでこそどうにか喰らいついているが、あんな綱渡りの状況なんて、いつ破は綻たんしてもおかしくなかった。

			「だから、真島くんを助けてほしいって？」

			　青白く燃える少女の口元に、苦笑が浮かんだ。

			「それはまた、ずいぶんと無茶なことを言うんだね」

			「無茶なんかじゃないよ」

			「無茶だよ。だいいち、死んでしまった水島美穂に、いったい、なにができるっていうの？」

			「できるよ」

			　断言する。

			　訝いぶかしげな顔をする『水島美穂』を相手にして、わたしはゆっくりと口を開いた。

			「わたしのなかには、たくさんの魂たましいがある。わたし自身も含めてね。ただ、他には姿が見えないところを見ると、こうして形を保っていて、ましてやわたしとは別個の意思を持つのは、相当なレア・ケースみたいだけれど」

			「それがどうかしたの？」

			「わからない？　わたしのなかにある、意思持つ魂はふたつある。だったら、わたしがわたしである必要はないでしょう？」

			　少女の可か憐れんな顔立ちに、理解と驚きの感情が広がった。

			「……あなた、まさか」

			「うん」

			　頷うなずいて、わたしは告げた。

			「わたしの全部をあなたにあげる。そうすることで、あなたはあの世界に戻ることができるよ」

			　わたしという存在を使って、水島美穂という転移者を現世に舞い戻らせる。それこそが、わたしが彼女という存在に見出した『希望』だった。

			「どうかな？　あなたにとっても、これは悪い話ではないと思うんだけど」

			「あなた……」

			　これは、さすがに予想していなかったのだろう。

			　しばしの沈黙のあと、『水島美穂』は口を開いた。

			「……そんなことができるのだとして、あなたは水島美穂という存在に、なにをさせたいの？」

			「さっきも言った通りだよ。ご主人様を助けてほしい」

			「そんなの無理よ。忘れたの？　水島美穂は、なんの力も持たなかったからこそ、死ななくちゃならなかった。戻ったところで、真島くんを助けることなんてできない」

			「ううん。そんなことはないよ」

			　わたしは首を横に振った。

			「だって、あなたは転移者だもの。その身には、莫大な力が秘められている」

			「そんなの、秘められたままじゃ意味がないでしょう。いい？　水島美穂は転移者としての能力を覚かく醒せいさせていなかった。……ううん、そうすることができなかったの」

			「そのために必要な、魂たましいの奥底からの願いがなかったから？」

			「なんだ、わかっているんじゃない」

			　小さく吐と息いきをついて、『水島美穂』は肩をすくめた。

			「そもそも、常人が簡単に覚かく醒せいできるような力なら、誰もが固有能力に目覚めていたはずでしょう？　だけど、そうはならなかった。はっきり言っちゃえば、最初から能力に目覚めていた人間は、単なる馬鹿か、本物の英雄か、あるいは、化け物だよ。そして、途中で能力に目覚めた人間は、絶望からの逃避を望んだのが大半ってところじゃないかな」

			　先程より大きな溜め息。

			　ひょっとしたら、彼女は誰かのことを思い浮かべたのかもしれない。

			　少女の周りの青白い炎が、内心を表すかのように、ちろちろと揺らめいていた。

			「ほんの一握りの人間は、希望を求めて力を手に入れたのかもしれないけれど……そんなのは、本当に強い人間だけだよ。水島美穂は、そうじゃなかった。だから死んだ。それこそ、真島くんのために自分の存在を全部投げ出してもかまわないなんて、あなたみたいに強い感情があれば別だったんだろうけどね」

			　彼女の声には、どこか羨せん望ぼうの響きがあって……わたしは、思わず笑ってしまった。

			「はは。わたしじゃ駄目だよ」

			　かぶりを振る。

			「駄目だったって、過去形で言うべきなのかな」

			「あなた……」

			「努力はしてきたつもりなんだけどね」

			　人の体は単なる偽装でしかなく、眠る必要のない体だ。ご主人様が眠ったあと、延々と試行錯誤した夜が何度あったかわからない。

			　数えきれないほど試して、同じ数だけ失敗した。

			　それでも試し続けたけれど、今日まで為なし遂とげることはできなかった。

			　だから、悟らざるをえなかったのだ。

			「所しよ詮せん、偽物のわたしには、届かないものがあるんだよ」

			　わたしは、自分の手を目の前にかざした。

			　自分のものではない、自分の手だった。

			　手だけじゃない。

			　この顔も、体も、髪も、足も、なにもかもが擬ぎ態たいされた偽物でしかなかった。

			「どれだけ想いを傾けたところで、わたしにはその資格がなかった。あはは。そんなの、最初からわかっていたことではあったんだけどね」

			　自分じゃ駄目だとわかっていたけれど、ご主人様のためになら頑張れた。

			　頑張ってみたけれど、やっぱり駄目だった。

			　これはただそれだけの、当たり前にどこにでもある、残ざん酷こくな話でしかなかったのだ。

			「だからね、本物に託たくすの」

			「託す？」

			　わたしの言葉を聞いて、『水島美穂』は疑問の声をあげた。

			「だけど、さっきも言った通り……」

			「水島美穂には戦う力がない？　ううん。そんなことないよ」

			　ゆるりと首を振った。

			「だって、わたしがあなたの力を秘められたままになんてしないもの」

			「それは、どういう……？」

			「言ったでしょう？　『わたしの全部をあなたにあげる』って」

			　わたしは、微ほほ笑えみを浮かべた。

			「当然、わたしのこの感情だって、全部持っていってもらう」

			　胸を焦がす恋しさも、どうしようもないくらいの愛おしさも。

			　狂おしいこの感情のすべてを、本物に託すのだ。

			「こっちは自分の存在と引き換えにしてるんだよ。これで想いが足りないなんて、言わせないんだから」

			　本物の水島美穂には想いが足りない。偽物のわたしには資格がない。

			　だったら、そのふたつを合わせればいい。

			　理屈は至極簡単で、必要なのは覚悟だけだ。

			　これで、ご主人様を助けるための条件がすべて揃う。

			「……そこまでしてでも、真島くんを助けたいの？」

			　目の前の『水島美穂』が、確認するように尋ねてきた。

			「あなたはすべてを失うことになるのよ？　それでも……」

			「かまわない」

			　躊躇ためらいなく、わたしは答えた。

			　わたしの存在を生いけ贄にえにして、水島美穂は現世に舞い戻る。

			　唯一残されたわたしの想いを鍵かぎにして、転移者としての彼女の能力は解放される。

			　わたしは自分自身のすべてを失うけれど、なにより大事なご主人様だけは失わずに済む。

			　なにもできない偽物にできる、これが唯一のことだ。後悔なんてあるはずがなかった。

			「だから、お願い。ご主人様を助けて」

			「……」

			　青白い灯火と二重写しになった『水島美穂』は、折った指を口元に押し当てて、しばし考え込んでいた。

			　けれど、これは彼女にとって、はなから選択の余地なんてあってないような提案だ。

			「……話はわかったわ」

			　結局のところ、彼女はひとつ頷うなずいた。

			　こちらを安心させるような笑顔が向けられる。

			　ああ。これでわたしの覚悟は報われたのだと悟った。

			　ご主人様は救われるのだと確信して、これ以上なく安あん堵どした。

			「さあ、わたしを食べて」

			　だからわたしは、穏やかな気持ちで彼女を促うながして――

			「お断りよ」

			　――告げられた『水島美穂』の言葉に、思考を凍り付かせたのだった。

		

	
		
			　

			15　託されぬ想い（真）　～リリィ視点～

			　

			「……え？」

			　小さなつぶやきが、唇から零こぼれた。

			「え？」

			　更に、もう一度。内心の動揺が、そのまま素直に声に出て、暗闇の世界を震わせる。

			　そんなわたしを、目の前の少女は、じっと観察するように見詰めていた。

			「ちょ、ちょっと待って！」

			　自分はいま、なにを言われたのか。

			　思い返してみて、聞き間違いかどうかを確認する。

			　けれど、どう考えてもそうではない。

			　確かに彼女は「お断り」と言ったのだった。

			「……どうして？」

			　わたしは途方に暮れてしまった。

			　自分の存在と引き換えにして、水島美穂を現世に舞い戻らせる。

			　彼女にとって、悪い取引ではないはずだ。断る理由なんてない。

			　そう判断していたわたしにとって、この状況は想定外もいいところだった。

			　覚悟を決めていただけに、茫ぼう然ぜん自じ失しつとしてしまう。

			「どうしてって言われてもね」

			　そんなわたしの反応を見て、『水島美穂』は困ったような笑みを浮かべた。

			　そして、それこそ大前提を覆くつがえす言葉を口にしたのだった。

			「そもそもなんだけど……わたしは水島美穂なんかじゃないもの」

			「え……？」

			　わたしは再び、頭を真っ白にされてしまった。

			「なにを驚いてるの？　水島美穂は、もうとっくに死んでるんだよ。どこにもいないのは、当たり前のことでしょ？」

			「そ、それは……だけど！」

			　なんとか自失から立ち直って、わたしは彼女に言い返した。

			「確かにあなたは、ここにいるじゃない！」

			「うーん。この際、わたしのことは気にしなくてもいいんだよ」

			　青白い炎を揺らしながら、こくんと少女は首を傾げてみせた。

			「わたしは……そうね。ただの残ざん骸がいみたいなものなんだから」

			「ざ、残骸って……」

			「残骸は、残骸だよ。なにかの間違いで残ってしまっただけの、原形なんて留めていないモノ。そんなの、水島美穂とは別物でしょう」

			　自分のことだというのに、あっさりと言ってのける。

			　興味の薄い表情。素っ気ない口調。

			　彼女が本気で言っているのは、明らかだった。

			「それに……」

			　一転して、少女はどこか意地の悪い笑みを浮かべた。

			「あなたの想いを貰もらえば、転移者としての能力が使えるというのも、どうなのかな？　ねえ。水島美穂の偽物でしかない、スライムさん？」

			　どことなく、からかうような口調だった。

			「あなたのすべては、偽物なんだよね？　だったら、あなたの想いを貰ったところで、能力を発現することはできないんじゃないかな？　だって、あなたの大事なご主人様に捧ささげる想いも、どうせ薄っぺらい偽物なんでしょう？」

			「そ……」

			　ほとんど反射的に、言葉が口をついで出た。

			「そんなことない！」

			「だよね」

			　そんなわたしに、にっこりと少女は微ほほ笑えみかけた。

			「だったら、あなたは消えてしまうべきじゃないよ」

			　それはとても綺き麗れいな優しい表情で、わたしから反論を奪い去ってしまう力を持っていた。

			「あなたは、水島美穂の劣化コピーなんかじゃない。だって、あなただけのものが、ちゃんとそこにあるんだから」

			　すっと突き出された指先が、わたしの胸の中央を指し示した。

			「自分はいったい、なんなのか。自分はどこにいるのか。そんなことを、あなたは疑問に思っていたけどさ。その感情こそが、あなたが確かにそこにいるっていう証明だよ」

			　だから、と。

			　溌はつ剌らつとした調子で、少女は告げた。

			「ただの残骸でしかないわたしが、あなたを食べるなんてありえない。むしろ……あなたがわたしを食べないといけないんだよ。真島くんを助けたいのならね」

			「ご主人様を助けたいなら……？」

			「うん。そうだよ」

			　疑問の視線を向けるわたしに、屈託のない笑顔を返して、少女は告げた。

			「だって、あなたはそうすることで『水島美穂が転移者として持っていた力』を手に入れることができるんだから」

			「な……っ」

			　わたしは言葉を失った。

			　それは、とっくの昔に諦あきらめていた可能性だ。

			　諦めきれずに試し続けてきた徒労の果てに、結局、今日まで得られなかったものだった。

			　それが手に入れられると言われたところで、そう簡単に信じられるはずもなかった。

			「ど、どういうこと？　そもそも、わたしは……」

			「偽物だから、固有能力を扱えない？　……ううん。そんなことはないんだよ」

			　少女は首を横に振った。

			「もっとも、これは前に真菜ちゃんにも指摘されていることのはずだけどね」

			「加藤さんに？」

			　思いがけない言葉をかけられて戸惑うわたしに、少女は頷うなずいてみせた。

			「ミミック・スライムの擬ぎ態たい能力は劣化を伴うけれど、この場合の劣化っていうのは、『できない』んじゃなくて『できるけれど不完全』になるはずだ。そう言われたのは覚えてるよね？」

			「それは……」

			　確かに、それはすでに言われていたことだった。

			　口ごもるわたしの顔を、少女は覗き込んだ。

			「まさか、忘れてた？」

			「そんなことはない、けど……」

			「だよね。だけど、あまりちゃんと考えたこともなかったんじゃない？」

			「……」

			　否定は、できなかった。

			　ミミック・スライムとしての擬ぎ態たい能力の限界ではなく、それ以外の原因がある可能性。

			　言われてみれば、その可能性について真剣に検討したことはなかった。

			　そんな自分自身に、わたしはこのとき、初めて気付いたのだった。

			　さっきも言ったように、決して忘れていたわけではなかった。現に今日だって、加藤さんの指摘について、ちらっと思い出したこともあったのだ。

			　ただ、思い出しただけでやめてしまっていた。

			　それ以上、考えを深めることはなかった。

			　ちょっと考えてみようとさえしなかった。

			　だとすれば、それは……。

			「……無意識のうちに、考えるのを放ほう棄きしていた？」

			「まあ、仕方のないことではあるんじゃないかな」

			　愕がく然ぜんとしたわたしに対して、青白い炎を纏まとう残骸の少女はかぶりを振ってみせた。

			「あなたにとって、自分が偽物だっていう事実は、なにより重いものなんだし。原因をそこに求めるのも無理はないことだよ」

			　慰なぐさめるように、言われてしまう。

			「劣等感は、簡単に克服できるようなものじゃないしね」

			「……だったら、本当の原因はなんだっていうの？」

			　わたしは眉を下げた。

			「転移者として水島美穂が備えていた『チート能力を発現させる素質』そのものを擬ぎ態たいできるはずだっていうのが、加藤さんの言い分だった。だけど、実際、わたしにはできなかった」

			　情けない気持ちになって尋ねる。

			「なにか他に原因があるっていうのなら、それはなんだっていうの？」

			「だから、劣等感だよ」

			「え……？」

			　わたしは虚きよを突かれた気持ちになって、青白い灯火と二重写しになった少女の顔を凝視した。

			「劣等感……？」

			「そう。簡単には克服できず、無意識のうちに心を縛り付けてしまうもの」

			　噛んで含めるような口調で、残骸の少女は言った。

			「ある意味、これほど強い感情もないんじゃないかな」

			「じゃあ、あなたは、劣等感が無意識のうちに、能力の発動を妨げていたっていうの？」

			「ほら。ウォーリアだって、『自分は特別なんだ』っていう根拠のない確信を、無意識のうちに抱いている人間がなるものでしょう？　それと、理屈は同じだよ」

			「……『根拠のない自信』が力に繋がるのなら、『根拠のある不信』が力を押さえつけてしまっても、おかしくない？」

			「そういうこと」

			　少女はこくりと頷うなずいた。

			「根拠のない自信っていうのは、一概に悪いものじゃないよね。そうした無鉄砲さは、子供の特権みたいなものなんだし。逆に、分を弁わきまえるって言えば聞こえはいいけれど、それも行き過ぎれば、可能性を取りこぼすことにもなりかねない」

			「それが……いまのわたし？」

			　紛まがい物でしかないモンスターとしての自分に対する劣等感。

			　ああ。確かに彼女の言う通り、わたしの胸には、自分はご主人様の隣には相応ふさわしくないんじゃないかという想いが、ずっとずっと、わだかまっていた。

			　いつかのチリア砦とりでで過ごした夜、いずれご主人様の傍にいられなくなるのではないかという不安を克服したところで、自分自身のコンプレックスを拭い去ることまではできなかった。

			　それがここに来て、ついに障害となって立ち塞がった。

			　これはそういうことなのだ。

			「残骸でしかないわたしがここにいるのだって、半分は、あなたのそうした部分に原因があるんだよ？」

			　少女の優しい声に、わたしは知らず知らずのうちに落としていた視線を上げた。

			「あなたは、本物の水島美穂に劣等感を抱いていた。なぜなら、彼女は人間だったから。真島くんの隣にいるべきなのは、モンスターの自分じゃないって思っていたから。羨うらやましくて、妬ねたましくて、そんな相手を好けるわけなんてなくて……だから、無意識のうちに、あなたは水島美穂という存在を、裡うちに取り込むことを拒絶した。その結果、残ってしまったのが、わたしっていう残骸なの」

			　残骸を自称した少女は、自分の胸に手を当てた。

			「そうでなければ、わたしもまた他の魂たましいと同じように、形も残さず、あなたのなかに溶けていたことでしょうね。言うなれば、わたしは『食べ残し』みたいなものなのよ」

			　冗談めかして、くすりと彼女は笑ってみせた。

			「あなたが水島美穂の固有能力を擬ぎ態たいできなかったのも、同じ理由なんだよ。あなたはどうにかして本物の水島美穂に近付こうと試行錯誤していた。だけど、それと同時に、心の奥の深いところでは、水島美穂という存在を拒絶していた。そんなことじゃ、彼女の能力を使えなくても当然だとは思わない？」

			　そう言って、今度は胸に当てていた手を、こちらに伸ばしてくる。

			「だからね、あなたは『食べ残し』であるわたしを食べなきゃいけないんだよ。言ってしまえば、わたしはあなたが拒絶した水島美穂って存在の象徴みたいなものなんだから」

			「……」

			　告げられた言葉に、嘘は感じられない。

			　わたしの本能的な部分もまた、彼女の言葉を肯定していた。

			「難しく考えることはないよ。本来あるべきものを、あるべき場所に戻すだけ。わたしがあなたのなかに溶けて消えてしまうことで、あなたの擬ぎ態たいは完成する」

			　伸ばされた手に、目を落とした。

			　この手を取れば、ご主人様を助けるための手段が手に入るのだという。

			　たったそれだけで、あれだけ望んだものが手に入る。

			　躊ちゆう躇ちよする理由はなかった。

			「……わかった」

			　わたしもまた、彼女に向かって手を伸ばした。

			　わたしの腕に纏まといついた赤い炎が、暗闇にひと筋伸びる。

			　残骸だという少女そのものである青白い炎が、わたしの行き先を照らす灯火だった。

			　静かに揺れるその青白い炎は、ただただ、呑み込まれるときを待っていて……。

			「……どうしたの？」

			　不思議そうな声が、暗闇を震わせた。

			「……」

			　わたしは、伸ばした手を停めていた。

			　自分でも理由はわからない。躊躇ためらうことなんてなにもないはずなのに、わたしの手は凍り付いたように動かなかった。

			　なにかを……なにかを、見逃しているような気がした。

			　見逃してはならない、なにかを。

			　その確信が、わたしの体をすんでのところでとめていたのだった。

			　落としていた視線をあげて、目の前の少女の顔を見た。

			　そこにあったのは、穏やかな笑顔だった。

			　なんらかの覚悟を心に深く刻んだ者の表情だった。

			「あ」

			　わたしは小さく声をあげていた。

			　頭の奥で、かちりとパズルのピースが嵌はまる音がした。

			　気付けばわたしは、伸ばしていた手をひいていた。

			　少女がこちらの動きに、少し驚いた様子を見せる。

			　わたしは胸の前で、引き戻した手をきゅっと小さく握りしめた。

			　確かめなければならないことができていた。

			「……ひとつだけ、訊きかせてほしいんだけど」

			　ゆっくりと、口を開いた。

			「さっきあなたは、『自分がこうして残っているのは、半分はわたしの劣等感に原因がある』って言ったよね？」

			「それがどうかしたの？」

			　首を傾げた少女に、わたしは尋ねた。

			「じゃあ、残りの半分は？」

			「――」

			　虚きよを突かれた様子で、少女が固まった。

			　その反応に確信を得て、わたしは続けた。

			「わたしが抱いていた本物の水島美穂への劣等感が、彼女の存在を拒絶させた。そのせいで、あなたっていう残骸……『食べ残し』が、こうして残った。あなたは、そう言ったよね？」

			「う、うん。そうだけど」

			「だけど、それだけだと、ちょっとおかしいんじゃないかな。だって、わたしの擬ぎ態たい能力は、なによりも前に、まず食べなくちゃいけない。水島美穂を食べて、擬態して、ご主人様を愛して……それからやっと、わたしは彼女に嫉しつ妬とできる」

			　わかりやすく一言でいうのなら、時系列がおかしいのだ。

			「食べた時点では、嫉妬できない。だったら、水島美穂を拒絶することだってない。あなたっていう『食べ残し』が、生まれることもない」

			「……」

			「そこには、なにかまた『別の理由』がないとおかしいんじゃないかな？」

			　あえて彼女が語ることのなかった『別の理由』。

			　それこそが、先程、目の前の少女がうっかり口にした『もう半分の理由』に違いなかった。

			「そのあたり、聞かせてもらえないかな？」

			　わたしは踏み込んで尋ねた。

			　すると、少女はこちらに伸ばしていた手を引っ込めた。

			「うーん」

			　小さく、慨がい嘆たんの呻うめき声があがった。

			「これはちょっと、口が滑ったかな」

			　むうと唇を尖らせた少女の表情は、どことなく決まり悪そうに見えた。

			　引っ込めた手で頬ほおを掻かいたのは、ひょっとして、気恥ずかしさを誤ご魔ま化かす仕草だったのかもしれない。

			「あのさ。それって、言わなきゃ駄目？」

			「必要なことだから」

			　わたしは真っ直ぐ彼女の目を見詰め返した。

			「……」

			　わたしと同じ顔が横を向いて、目が逸そらされる。

			　わたしは視線を逸らさない。

			　そうして数秒。

			「……あなたのご主人様が、そう望んだからだよ」

			　埒らちがあかないと悟ったのか、少女は諦あきらめたように溜め息をついた。

			「真島くんはね、『水島美穂の無念を晴らしたい』って願ってた。だから、わたしという存在がすぐに消えてしまうこともなかった。それだけのことなんだよ」

			　そう語った少女の横顔には、はにかんだ笑みが浮かんでいた。

			「そっか」

			　そんな彼女の横顔を眺めつつ、わたしもまた吐と息いきをついた。

			「やっぱり」

			　それは、わたしが予想した通りの答えだったからだ。

			　ここで予想ができたのは、当然の話でもあった。なぜなら、そもそも『水島美穂の無念を晴らしたい』というご主人様の無意識の願いを叶かなえたのは、他ならぬこのわたしなのだから。

			　水島美穂の遺体を喰らったその日の出来事は、鮮明に思い出すことができた。

			　忘れもしない、あの山小屋で過ごした夜のことだ。

			　わたしはご主人様と結ばれた。

			　彼を初めて受け入れて、愛し合った。

			　けれど、あのとき彼と結ばれたのは、わたしだけではなかった。

			　だからこそ、目の前の彼女は、ここにこうして残留している。

			　そして、彼女がここでこうして消滅しようとしているのもまた、同じ理由なのだった。

			　そう気付いたとき、自おのずとわたしの心は決まっていた。

			「わたしは、あなたを食べない」

			「へ……？」

			　残骸を名乗る少女が振り返って、わたしを見た。

			「な、なんで……？」

			　呆然とした様子の彼女を見返して、わたしは答えた。

			「あなたが、わたしと同じことをしようとしているからだよ」

			　一度気付いてしまえば、簡単なことだった。

			　これまで、わたしが自分のなかに、水島美穂を感じることはほとんどなかった。とはいえ、それは、彼女が消えていなくなってしまったからではなく、わたしの裡うちに引っ込んでいただけのことだったのだろう。これまでもずっと、彼女はわたしのなかにいたのだ。

			　そんな彼女がわざわざ、こうして顔を出したのはなぜなのか。

			　そんなの、決まっていた。

			「ご主人様を守るために、あなたはこうしてわたしの前に姿を現したんだよね？」

			　かつて結ばれて、救われて、愛し合った彼のために、彼女は消えていってしまおうとしている。

			　そう。なにもかも、わたしと同じなのだった。

			　だから、その内心も理解できた。

			「あなたのなかにも、ご主人様に向ける想いがあるんでしょう？」

			「……っ」

			「その想いのために、消えていってしまってもかまわないと思えるのなら、たとえあなたが残骸に過ぎないものだったとしても、その想いは残骸なんかじゃ決してないよ」

			　息を呑んだ少女が、口元を両手で覆おおった。暗闇の空間のなか、青白い炎と化した彼女の顔色は判別がつけられないけれど、多分、酷ひどく赤面したのだろう。

			　そんな彼女の態度を可愛かわいらしいものに感じながら、わたしは続けた。

			「あなたが残骸でしかないからといって、消えてしまってかまわないなんてことはないんだよ」

			　わたしと同じことをしようとしている彼女に、彼女自身から送られた言葉を、ほとんどそのまま返してやる。

			「……なにそれ。仕返しのつもり？」

			「どうなんだろうね」

			　眉を下げて、拗すねたように言う彼女の態度に少し笑って、ふと思う。

			　そもそも、目の前にいる彼女は、本当に、水島美穂の残骸でしかないモノなのだろうか？

			　ひょっとしたら……とも思うが、本当のところはわからない。

			　今更、そんなこと、どうだってよかった。

			「あなたのお陰で、大事なことを思い出したよ。わたしはご主人様の眷けん属ぞくで、彼のことを愛していて、だったら、彼に誇れる自分でいないと駄目なんだってこと」

			　自分はいったい、なんなのか。自分はどこにいるのか。そんなふうに自分を見失っていたけれど、わたしが自分のものだと誇れるものは、確かにこの胸のなかにあったのだ。

			「わたしはね、ずっと、ご主人様を一番傍で見てきたの。弱いところも、苦しんでいるところも、それを乗り越える姿だって」

			　ただ思い浮かべるだけで、口に出して語るだけで、心がときめく。

			　それくらいに、わたしは彼が好きだ。

			　恋をしている。愛している。

			　だから、そんな彼に相応ふさわしい自分でありたいと、強く願うのだ。

			「わたしはどこまで行っても醜みにくい怪物でしかない。人間にはなれない。そんな自分自身に、わたしはコンプレックスを抱いていて、それがいま障害として立ち塞がっている。だったら、わたしはちゃんと、正面からそれを克服しなくちゃいけないんだよ」

			　かつてトラウマを乗り越えたご主人様のように。

			　それこそが、ご主人様に相応しい自分であるということなのだ。

			　安易な選択肢を採るなんて、もってのほかだった。

			「わたしはあなたを食べてしまわない」

			　改めて、わたしは宣言した。

			　偽物のわたしにとって劣等感の対象である、本物の彼女。あるいは、その残骸。

			　彼女が消えてしまうことで、確かに問題もまた消失するだろう。

			　だけど、それはコンプレックスを乗り越えたことと、本質的にイコールではない。

			「かといって、わたしが食べられるのも違ってる」

			　自分は醜い偽物だという劣等感に雁がん字じ搦がらめにされたわたし自身が消えても、やはり問題は抹まつ消しようされるだろう。けれど、これもまた、本質からは程遠い。

			「どちらかが消失するんじゃない。ふたりとも残ったうえで、わたしはあなたの存在を受け入れなくちゃいけないんだ」

			　消えずにいてくれた彼女に、彼女が消えないように願ったご主人様に、心の底から感謝しよう。お陰でわたしは、自分の劣等感を乗り越えることができるのだから。

			　本物である彼女とこうして向き合うことができなければ、わたしは生涯、劣等感を抱えたままだったかもしれない。

			　ご主人様に相応ふさわしい自分になれなかったかもしれない。

			　彼女の存在を正面から受け入れること。

			　それは同時に、醜みにくい怪物である自分自身を認めてあげることでもあったのだ。

			「これがわたしの選択だよ」

			　わたしは、目の前の少女に手を差し伸べた。

			「……本当にいいの？」

			　ぽつりと少女はつぶやいた。

			　自分自身を残骸と評していた彼女のことだ。こんなことになるとは、夢にも思っていなかったに違いない。

			　揺れる瞳ひとみが、わたしを映し出している。その目には、赤い炎と化したわたしのことが、まるで自分を導く灯火にでも見えているのかもしれなかった。

			　そうした姿は、本当にわたしとよく似ていた。

			　違った。わたしのほうが、彼女に似ているのか。

			　いいや。そんなことは、もうどうでもよいことだった。

			「わたしが一緒でも、いいの？」

			　恐る恐る尋ねながら、そろりと手が上げられた。

			　その手に、わたしは自分の手を合わせた。

			　指と指が絡み合う。青と赤の炎が混じり合う。

			　距離を詰めて、わたしは彼女と額を合わせた。

			「あ……」

			「一緒に行こう。ご主人様が待ってるよ」

			　

			　魂たましいと魂が絡み合う。

			　それはきっと、本来ならありえるはずのない混交だった。

			　赤と青の灯火が、互いに喰らい合うことなく交わった。

			　そうして新たに生まれた紫炎は、どこまでも果てのない暗闇を、これまでにない強い輝きで照らし始めた。
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			16　繋がる希望

			　

			　狂獣の咆ほう哮こうが、鼓膜をつんざいた。

			　おれの目の前にいるのは、もはや高屋純とは到底呼べない存在だった。

			　かつて高屋純だった生き物は、理性も知性も持たない一匹の獣と化してしまっていた。

			　本来の何倍にも膨ふくれ上がった左腕が、大きく振り上げられた。

			「グルゥゥオオオオ――ッ！」

			　雄お叫たけびをあげる狂獣の体は、満まん身しん創そう痍いだ。利き腕は千切れかけ、右胸には骨に届くほどの裂傷を負い、全身の至る所に無数の切り傷があった。

			　これでは実力の半分以下……せいぜい２割か３割程度の力しか出せはしまい。

			　だが、その３割だけでも、かざした盾ごとおれの腕を根元から引き千切り、致ち命めい傷しようを与えるには十分過ぎる。それだけの実力差が、おれたちの間にはあった。

			　だから、ここまでの戦闘では、狂獣の攻撃は回避することが大前提だったのだ。

			　そうすることで、どうにかおれはこの怪物と渡り合ってきた。

			　しかし、いまのおれはリリィを抱きかかえている。咄とつ嗟さに攻撃から逃れることはできない。

			　傷付き倒れた仲間たちの助けも望めない。

			　絶体絶命という言葉が相応ふさわしい状況だった。

			　だから、諦あきらめるしかない。

			　……なんてことは、ありえなかった。

			　絶望的な状況がなんだ。覆くつがえしがたい苦境がなんだ。

			　そんなものに、膝を屈するわけにはいかなかった。

			　そもそも、おれひとりでは、リリィを取り戻すことさえできなかった。

			　深刻なダメージを負いながらも、食い下がったガーベラ。

			　下半身を失った状態で、戦いに参加してくれたローズ。

			　戦う力なんてないのに、ローズを抱えて動いてくれた加藤さん。

			　必死になって一緒に戦ってくれた彼女たちがいたからこそ、おれは再び、リリィをこの腕に抱きしめることができたのだ。

			　この状況は、彼女たちが繋げてくれたものだ。

			　おれはひとりじゃない。

			　だから、自分ひとりで勝手に諦めるなんて、あってはならないことだった。

			　最期まで、諦めることなく生き足あ掻がく。

			　おれはそう覚悟を決めて――身の裡うちに流れる魔力を、叶かなう限りの速度で循じゆん環かんさせ始めた。

			　右腕が抱きかかえたリリィで塞ふさがっている以上、使える武装は左腕の盾だけだ。

			　逃げられないのなら、堪たえる以外に選択肢はない。

			　必要とされているのは、狂獣の一撃に堪えうる耐久力だ。

			　戦闘時、おれは魔力によって常に身体能力を向上させているが、それではまったく足りていない。

			　おれが脳裏に思い描いたのは、樹海深部最強の白き蜘く蛛も、ガーベラの姿だった。

			　かつてあの十文字達也を相手取って正面から対抗してみせたガーベラの剛力があれば、手負いの狂獣の一撃に堪えることは不可能ではない。

			　とはいえ、もちろん、彼女に匹敵する身体能力を発揮することなんて、人間にできることではない。

			　いいや。これは人間に限らず、モンスターでも同じことだ。だからこそ、彼女は樹海深部最強のハイ・モンスターとして、勇者の伝説にさえ謳うたわれる存在たりえたのだから。

			　ただし、話をおれのことだけに限るなら、事情は少しばかり違っている。

			　なぜなら、おれが身体能力を強化するときに体に張り巡らせている魔力の流れは、ガーベラのものを模も倣ほうしているからだ。

			　この世界では、魔力の流れによって特異的な現象が起こる。

			　ならば、必然、ガーベラと同じ魔力のパターンを持つおれであれば、樹海最強の白い蜘蛛の身体能力と身体強度を再現することも、理屈の上では可能なはずなのだ。

			　無論のこと、おれとガーベラとの間にある恐ろしいほどの実力差を考えれば、常時あれだけの魔力を稼か働どうさせ続けることは、まったく現実的ではない。

			　だが、ほんの一瞬だけならどうだろうか。

			　ガーベラと同じ強度で魔力を駆動させることも、あるいは可能なのではないか？

			　今日のおれは、これまでになく調子がいい。

			　自分でも、ちょっと不思議なくらいに。

			　そんないまだからこそ、こんな大それたことを思い付いたのかもしれなかった。

			　いまのおれならできる。そう強く信じて、自分の心を蜘く蛛もの糸で捕えた少女の、猛たけ々だけしくも美しい戦場の艶あで姿すがたを脳裏に思い浮かべた。

			　――ぎゅっと抱き締めた体の感触が、この両腕には残っている。

			　――愛しげに向けられた眼差しが、はっきりと脳裏に焼き付いている。

			　――これまで一緒に過ごしたどんな瞬間より、彼女の心を、その存在を近くに感じた。

			　だから、それを真ま似ねればいい。

			　どくんと心臓が脈打った。

			　その鼓動に合わせるように、魔力を一息に巡らせた。

			　全身全霊を傾けた最大瞬間風速で、ガーベラの身の裡うちに吹き荒れる魔力の奔ほん流りゆうを再現する。

			　魔力を流し込まれた筋肉が、本来ありえないパワーを生み出す。

			　骨格はより頑強になって、生み出された力を支える。

			　神経は体の末端にまで、全力以上を求める信号を行き渡らせる。

			　そうしてもたらされた変化は、おれ自身の体だけにとどまらなかった。

			　盾を掲げた左腕の芯に、熱が生まれた。

			　おれの左腕に宿ったもうひとつの命、アサリナが存在を主張していた。

			　アサリナは寄き生せい蔓つる――樹海深部のモンスターである鉄砲蔓の種が、転移者であるおれの体で芽吹いたことによって突然変異を起こした、植物タイプのモンスターだ。その在り方も当然、一般的な植物のものに準拠している。

			　貧弱な土ど壌じように大木は育たない。アサリナがどれだけのポテンシャルを秘めていようと、おれという人間に根付いている以上、自ずと限界は定められていた。

			　しかし、いま、その限界が更新された。

			　おれの求めるままに、アサリナはこの状況に最適な形へと進化する。

			　アサリナの宿る左腕内部の違和感が増大した。

			　筋肉や骨とはまた別に、力を生み出し肉体を支える器官として働いているアサリナの根が、肘を越えて二の腕の半ばまで到達したことが感じ取れた。

			　それだけではない。

			　手の甲から生えた蔓が、手首から肩まで蛇のように這い上がった。

			　しなやかさと強さを兼ね備えたアサリナの植物体が、巻き付いた腕をしっかりと補強する。

			　工藤陸の眷けん属ぞくであるダーティ・スラッジのツェーザーによる汚お泥でいの盾が、防御力を上げる外装なら、これは馬力と耐久力を増す強化外骨格とでも言ったところか。

			　内だけでなく外からも、おれの左腕は強化された。

			「――」

			　そうした変化の、最後のことだ。おれの内側から、ぴしりと小さな音がした。

			　それは、急激な変化に堪たえ切れずに、現実の肉体が発した悲鳴か。あるいは、ただの幻聴か。それとも……。

			「おおぉおおお！」

			　不安を振り切るように、おれは吼ほえた。

			　右腕に抱きかかえたリリィの体を意識する。やわらかくて、温かくて、愛おしくて。失われてくれるなと強く願う。その一心があればこそ、おれはどんな不安も振り切ることができた。

			「ガアアアアア！」

			　咆ほう哮こうとともに、狂獣が丸太のような腕を振り下ろした。

			　変わり果てたその姿を、おれは正面から睨にらみ付けて、全身全霊を込めて盾を突き出した。

			　ほとんど殴り付けるような勢いで、盾は獣の腕に激突した。

			「あぁああああああ！」

			　狂獣に成り果てた高屋の怪物の一撃。

			　だが、白い蜘く蛛もの魔力を宿すおれの一撃もまた、怪物のそれだ。

			　凄すさまじい衝撃が、左腕から全身を襲って――

			◆　◆　◆

			　――意識が戻った。

			「ぁ……？」

			　咄とつ嗟さには、状況が把は握あくできない。

			　どうやら、ほんの一瞬、気を失っていたようだった。

			　盾を備えた腕を突き出したまま、おれはその場に立っていた。

			　とりあえず手足はついている。

			　右腕には、ちゃんとリリィを抱き締めていた。

			　目の前には、狂獣の姿があった。

			　おれが意識を飛ばされる直前より、一歩分だけ遠いところにいる狂獣は、思いがけず壁にでもぶつかったかのように、ふらついていた。

			　それこそが、おれの乾けん坤こん一いつ擲てきが生み出した戦果だった。

			　それだけが、というべきかもしれない。

			　見たところ、狂獣にダメージはなかった。ほんのちょっとふらついたのだって、予想もしなかった事態に、対処が遅れただけのことだろう。

			　それが証拠に、退しりぞいたのは一歩だけだ。足の裏が地面を踏みしめると、すぐさま狂獣は怒りの雄お叫たけびをあげた。黄色の目は血走って、狂相の度合いは増している。追撃はすぐにでも来るだろう。逃げるにせよ、守るにせよ、迅速に対処しなければならない。

			　だが……。

			「……かはっ」

			　出来損ないの呼吸が、喉の奥から血液と一緒に漏れた。

			　横おう隔かく膜まくが痙けい攣れんしている。

			　体が指先まで痺しびれて、まともに動かない。

			　それに加えて、異常な消しよう耗もうが全身を襲っていた。

			　がくがくと震える足が折れて、おれは地面に膝をついた。

			「く……そ」

			　血の味とともに、自分の未熟さを噛み締める。

			　これがガーベラ本人だったなら、きっといまの傷付いた狂獣の攻撃くらい弾き飛ばして、追撃を喰らわせていただろう。過去最高と言えるいまのコンディションでさえ、体内を巡る魔力の再現率は１００パーセントではなかったのだ。

			　加えて、肉体の素すのスペックに差があったというのもあるだろう。

			　本来なら狂獣の一撃は、おれの体を紙かみ屑くずのように潰していた。それを受け止められたのだから、あの一瞬、おれがこれまでになくガーベラに近付いていたのは間違いない。

			　しかし、それでも樹海最強の白い蜘く蛛もは遠かった。

			「ググルルゥゥ……」

			　狂獣が再び腕を振り上げる。今度こそ、おれの息の根を止めるために。

			「くっ」

			　ろくに動かない体で、おれはどうにか防御体勢を取ろうとした。

			　仲間たちが繋いでくれた希望を途切れさせないために、最後の瞬間まで諦あきらめるつもりはない。

			　震える腕で、もはや大岩のようにさえ感じられる盾を持ち上げようとして――

			「――もう大丈夫だよ、ご主人様」

			　静かな声と、破壊の音を、おれは耳にしたのだった。

			　それは戒いましめが解かれる音。少女を縛り付ける鎖の断だん末まつ魔まだった。

			　

			　そうして最後の担い手へと、みんなの希望は繋がれる。

			　

			「ギャンッ!?」

			　悲鳴とともに、目の前にあった巨体が吹き飛ばされた。

			　膝立ちになっていたおれは、傍らから伸びてきた腕に抱きかかえられた。

			　細くて、柔らかくて、心強い感触。この世界で生き抜いていくと決めた、その最初の瞬間から、おれを守り続けてくれた腕だった。

			　だんっと地面を蹴けって、腕の主は狂獣から距離を取る。

			　丁寧な手つきで、おれは地面に降ろされた。

			　苦笑いが零こぼれた。

			「……結局のところ、助けられたな」

			　おれが彼女を助けるつもりだったのだけれど……そう、うまくはいかないか。

			「格好悪いところを見せた」

			「ううん。そんなことないよ」

			　魔法道具『罪科の縛鎖』から解放されたリリィは、おれの言葉にかぶりを振った。

			　亜麻色の髪が揺れる。

			　ちょっとだけ土で汚れた顔に、とても綺き麗れいな笑顔の花が咲いた。

			「前にも言ったでしょ。わたしたちのためになんとかしようと、必死になってくれるご主人様が好きなんだって。その気持ちはいまでも変わらない」

			「リリィ……」

			「ご主人様は格好いいよ」

			　指先が、おれの頬ほおを愛おしげに撫でる。

			「大好きだよ、ご主人様。あとは任せて」

			　そう告げて、リリィは立ち上がった。

			　黄色い眼球に怒りの炎を宿す獣の姿を、凛りんとした眼差しで睨にらみ付ける。

			「あれは、わたしたちがどうにかする」

		

	
		
			　

			17　限界を超えて

			　

			「あれは、わたしたちがどうにかする」

			　宣言したリリィは、唇をきゅっと引き結んで狂獣を睨にらみ付けた。

			「……」

			　どうしたわけか、そんな彼女の姿は、どこか普段と違って見えた。

			　おれはリリィの横顔を、まじまじと見詰めてしまう。

			　凛りんとして揺るがない表情。おれの心を惹ひき付けてならない、芯の通ったその在り方。そこにいるのは、見慣れたいつものリリィだ。おかしなところなど、どこにもない。

			　気のせいだったのだろうか。

			　そうも思うが、なにか引っ掛かる。

			　単なる勘違いで片付けてしまうのも、おれにはなにか違うように思えたのだ。

			「行くよ！」

			　眦まなじりを決したリリィは、自分自身を鼓舞するように勇ましく叫んだ。

			「グラァアアア！」

			　対たい峙じする狂獣もまた、獣性を剥むき出しにした雄お叫たけびをあげると、こちらに突進してきた。

		

	
		
			[image: 271.jpg]
		

	
		
			　おれを背にしたリリィは、臆おくさずに前に出た。

			　その手に愛用の槍やりはない。

			　互いに徒と手しゆ空くう拳けん。しかし、狂獣の巨腕は、人ひとりくらいなら原形なく叩き潰せてしまう凶器だ。武器なしに対抗できるものではない。

			「グルァアアア！」

			　もはや相手が何者か判別を付けることさえなく、狂獣は凶器そのものの腕を薙なぎ払った。

			　ここでリリィには、回避を試みるという選択肢もあった。

			　武器のひとつも持たないとなれば、注意を引き付けつつも逃げ回る以外に手はない。

			　おれ自身、先程はそうしていた。

			　だから、当然彼女もそうするものだと思っていた。

			　思い込んでいた、というべきか。

			　けれど、彼女はおれの予想外の行動を取った。

			　その場で足をとめると、ほっそりとした腕を伸ばしたのだ。

			　ずん……と、重々しい音が響いた。

			「グラアァア!?」

			　驚きよう愕がくの悲鳴があがった。

			　おれもまた絶句して、その光景を見詰めていた。

			　振り下ろされた狂獣の一撃が、水平に伸ばされたリリィの片腕に受け止められていたのだ。

			　ありえないことだった。

			　リリィの膂りよ力りよくは、見た目に反してかなり強い。だが、狂獣の腕力は桁けた外れだ。いくら傷付いていたところで、真っ向から力で対抗できるようなものではない。

			　そのはずなのだ。

			　それなのに、リリィは正面から高屋の一撃を受け止めていた。

			　目の前の現実は、にわかには信じがたく……しかし、本当におれを驚かせたのは、そこですらなかった。

			　それ以上に、驚くべき光景が目に飛び込んできたからだ。

			　水平に伸ばされて、薙なぎ払われた狂獣の腕を受け止めるリリィの片腕。

			　本来ならほっそりと女の子らしい曲線を描いているはずの肘から先が、高屋と同じく獣のものに変わっていた。

			　リリィの体のサイズとは合わない大型獣の腕に、おれは見覚えがあった。

			　あれは、樹海深部のモンスター、ラフ・ラビットのものに違いなかった。

			　そして、ラフ・ラビットの腕の先端では、手首から先が巨大な亀の甲こう羅らとなって、高屋の一撃を受け止めていた。

			　地面に据えられた重量感のある甲羅は、壁盾としての役割を完かん璧ぺきに果たしている。

			　リリィの体よりも大きなあの甲羅は恐らく、チリア砦とりでで食べた大量のモンスターのうちの一体、巨大な陸亀、アーマード・トータスのものだろう。

			　なにが起きているのか。

			　答えに辿り着いたおれは、呆然としてつぶやいた。

			「あれは……まさか部分擬ぎ態たいか？」

			　リリィは普段、水島美穂の姿のままで各種の擬態能力を使っている。

			　しかし、本来の姿ではない場合、擬態した能力は大幅に劣化したものになってしまう。

			　部分擬態は、それを解決するための方策のひとつだった。

			　しかし、部分擬態は未完の技能だったはずだ。

			　ミミック・スライムの擬態能力の限界は、ずっと長いこと、リリィの前に立ち塞がっていた。

			　そのことについて、リリィが悩み苦しんでいたことは知っている。

			「……成功した、のか？」

			　目の前の現実が、その答えだった。

			　考えてもみれば、どうやってリリィは、一度嵌はまってしまえば、ガーベラクラスでもない限り逃げられないはずの魔法道具『罪科の縛鎖』から解放されたのか。こうして自由を取り戻していることこそが、彼女が壁を越えたことの確かな証拠にほかならなかった。

			「ぐるぅあぁああ！」

			　甲羅の表面が波打ったかと思うと、そこから咆ほう哮こうとともにファイア・ファングの狼頭が飛び出した。

			　腰から上だけが成形された灰色狼が、狂獣の肘に噛み付く。

			　頑丈な牙きばが皮ひ膚ふに突き刺さった。

			「ガァアアア！」

			　大きく顔を歪ゆがめた狂獣は、無理矢理に狼を振り払った。噛み付いていた狼頭が砕けて、わずかに飛び散った肉片が、スライムの体組織に変化して地面に落ちる。

			　拘こう束そくを逃れた狂獣が、追撃を放とうとする。

			　その顔面に、６本の蛇の頭が襲い掛かった。

			「シャアァアアア！」

			　いつのまにか、リリィの左腕が蛇に変じていた。

			　レッサー・ヒュドラー。樹海表層部のモンスターだ。

			　不意を突かれた狂獣が、堪たまらず後退する。

			　後あと退ずさりながら振り回された腕によって、毒どく牙がを突き立てようとする蛇が砕かれた。

			「んっ」

			　怒ど涛とうの追い込みを見せたリリィだが、そこで攻撃はストップする。

			　その間に、狂獣は崩れかけた体勢を整えてしまった。

			　眉を顰ひそめたリリィが、ぽつりとつぶやいた。

			「……助けがあるとはいえ、いまのわたしじゃ同時に制御できるのは４体が限界か」

			　リリィが得た部分擬態は、強力な能力だ。

			　擬態するモンスターの一体一体は、総合力ではたいしたことがなくとも、得意分野だけなら強敵にも対抗できる部分がある。それらを繋ぎ合わせることのできるリリィの戦闘能力は、あるいは、あのガーベラにさえ届くかもしれない。

			　ただ、それも制限なしとはいかないらしい。

			「グルゥゥアァアア！」

			　退行した知性の代わりに発達した本能は、そこに勝機を見出したのか。

			　狂獣は雄叫びをあげてリリィに突とつ貫かんした。

			　同時に切れる手札に限りがあるのなら、対処し切れないほどの攻撃を一いつ気き呵か成せいに叩き付ければいい。

			　知性のない狂獣がそこまで考えていたかどうかはわからないが、狙ったのは、おおかた、そんなところだろう。

			「リリィ！」

			「大丈夫だよ」

			　叫んだおれに、リリィは背中越しに声を寄越した。

			　迫りくる狂獣を前にして、すっと手を突き出す。

			　開いた手の向こうにいる高屋純を見据えて、少女は強く笑った。

			「いまのわたしたちなら、どんな限界だって越えられるはずだもの」

			　奇くしくも、それは先程のおれが選択したのと同じ決断だった。

			　ほんの一瞬だけの全力運動。後先を考えない必殺の一撃。リリィの全身から、恐ろしいほど強大な魔力が吹き上がる。

			「これまでわたしが積み上げてきたすべて！　受け止められるものなら、受け止めてみなさい！」

			　次の瞬間、リリィの手首から先が吹き飛んで、魑ち魅み魍もう魎りようが溢あふれ出した。

			　まるで玩具箱を引っ繰り返したかのように、これまでリリィが呑み込んできた、ありとあらゆる怪物たちが、濁だく流りゆうのごとく狂獣に襲い掛かる。

			　黄色い眼を見開いて、狂獣が足を止める。だが、もはや激突は避けられない。

			　振り下ろされた巨腕が、先頭のモンスターを破砕した。

			　だが、それは所しよ詮せん、無数の魑魅魍魎のうちの１体でしかない。

			　そのうしろから押し寄せるモンスターが巨体に激突した。

			　強きよう靭じんな獣の体は、それだけでは倒れなかった。

			　だが、次から次へと魍魎は押し寄せた。

			　たとえ重機で動かせないくらいに巨大な岩でも、洪水の濁だく流りゆうの前には押し流される。

			　起こったことは、それとまったく同じ現象だった。

			「ガッ、ガァアアアア――ッ!?」

			　ただ圧倒的な物量差が、怒れる狂獣を叩きのめし、打ちのめし、轢ひき潰す。

			　そうして最後には、その巨体を木こっ端ぱのように吹き飛ばした。

			◆　◆　◆

			　魑ち魅み魍もう魎りようの大群は、ほんのわずかな時間で姿を消した。

			　一斉に形を失い、半液体状の組織に変わると、リリィの手首に引き戻されていく。

			　目の当たりにしたものの衝撃に、おれが息を呑んで見守る先で、リリィは突き出していた手をゆっくりと下げた。

			　さすがに消しよう耗もうが激しいのか、肩で息をしていた。戦いの喧けん騒そうに包まれていた山は、いまやとても静かで、囁ささやくように木の葉が擦れ合う音のなか、彼女の少し荒くなった吐と息いきが響いた。

			　終わったのだと思った。

			　その直後、吹き飛ばされて離れた場所に倒れていた狂獣が、かっと黄色い目を見開いた。

			「ガアァァアアア！」

			　咆ほう哮こうとともに、狂獣がその身を持ち上げた。

			　おれは目を見開いた。

			「……まだ、立ち上がれるのか!?」

			　唖あ然ぜんとするほかなかった。

			　いまの狂獣の状態は、まさに襤ぼ褸ろ雑巾だった。立ち上がるだけで、全身の傷口から血液が噴き出している。右腕に至っては、ついに千切れて地面に転がっていた。

			　元から、狂獣化によって無理矢理に体を動かしていたようなものなのだ。

			　もはや戦えるような状態ではない。

			　立ち上がれるのが、むしろ不思議だった。

			「ガアァアアア！」

			　それでも、獣は猛たけり狂うことをやめなかった。

			　びちゃびちゃと血液が地面に飛び散った。

			　ほとんどこんなの、自殺行為だった。

			　このまま暴れていたら、こちらがなにかする前に、死んでしまいそうなくらいだった。

			　高屋純の手にした固有能力は、なによりまず、彼自身を損そこなうものだったのかもしれない。

			　最初は理性を、次に自我を……最後には、命を破壊するまでとまらない。

			　歯を剥むき出しにして吼ほえる狂獣に、リリィはどこか哀しげな瞳ひとみを向けた。

			「無駄だよ」

			　リリィは告げた。

			「わたしは、あなたのものにはならない」

			　戦いの最中とは思えないような、静かで物悲しげな声だった。

			　そこには、なにか特別な感情が込められているように思えて……。

			「……」

			　不意に、狂獣が唸り声を潜めた。

			　黄色く濁り切った瞳ひとみが、リリィの姿を見詰めた。

			　それは、まるでなにかを確かめようとするかのような仕草だった。

			　その目を見返したリリィが、ふとおれに顔を向けた。

			　見慣れた彼女の――どこか違った眼差し。

			　薄い唇が開かれた。

			「わたしは、彼と一緒に行く」

			　はっきりとした口調で言うと、少女は再び狂獣へと向き直った。

			「だから、純。あなたとは一緒にいられない」

			「……」

			　狂獣は反応しなかった。

			　当然だった。意味ある反応を返すだけの知性が、もはや彼にはないのだから。

			　あれはもはや高屋純ではなく、単なる一匹の獣、モンスターに過ぎない。

			　ただ……明確な反応こそしなかったものの、知性なき獣は、目の前の少女を見詰めて、動きをとめていた。

			　その姿からは、さっきまであったはずの敵意や害意の類が、すっぽりと抜け落ちていた。

			　不思議なことに、いまの獣の巨体は、まるでハリボテのように空くう虚きよなものに見えた。

			　そんな獣の姿を見て、自然とおれは、今度こそ決着がついたのだと悟った。

			　これまでずっと逆立っていた毛が収まる。

			　ひと回り小さくなった獣は、低く唸ると地面を蹴けった。

			　こちらに飛びかかってきたのではない。背後に跳んだのだ。

			　狂獣はリリィとおれとに交互に目をやってから、くるりとこちらに背を向けた。

			　そして、一声だけ啼ないた。

			　それが最後だった。

			　かつて高屋純だった獣の姿は、木立の向こう側に消えた。

			◆　◆　◆

			「ご主人様」

			　獣の去った木々の奥を眺めていたおれは、声のしたほうを振り返った。

			　こちらに歩み寄ってきたリリィが、眉を下げた笑みを作った。

			「ごめん。仕留められなかった」

			「気にするな」

			　おれは、かぶりを振った。

			「あれでよかったんだと思うよ」

			　明らかにリリィは消しよう耗もうしている様子だし、あのまま戦っていて、無事で済んだかどうかはわからない。戦いになれば、いずれ狂獣は自滅しただろうが、おれたちも道連れにされたかもしれない。あえて危険を冒す理由はなかった。

			　みんなが無事でいれば、おれはそれでいいのだ。

			　このあたりは、飯野にも言った通りだった。

			　それに、高屋純のことを殺さないという飯野との約束だってあった。

			　おれたちに害を及ぼさないのであれば、狂獣が逃げ去ったところでかまわない。そして、これはなんとなく感じられたことだが、これから先、狂獣がおれたちに牙きばを剥むくことはないように思えた。

			　あれは、もはやただの獣だ。高屋純に戻ることさえあるかどうか。どこにでもいるモンスターのように、どこかで生きて、どこかで死ぬだろう。

			　付け加えると、おれのなかには、どこかほっとした気持ちもあった。

			　なぜだろうか。いまのリリィに、あの狂獣を殺させてはいけないような気がしたのだ。

			　どうしてそんなふうに思うのか、理由はよくわからないのだが……。

			「なぁに、ご主人様？」

			「……いや。なんでもない」

			　視線に気付いて、不思議そうな顔をしたリリィに、おれは首を横に振ってみせた。

			　とにかく、災難は去ったのだ。だったら、いまはそれでいいだろう。

			　深く考えるには、ちょっと疲れ過ぎていた。気が抜けてしまったせいか、正直、このまま座り込んでしまいたいくらいだった。

			　そうは言っていられないのが、辛いところだ。

			　まずは傷付いた仲間たちの様子を確認して、必要な治療をしてやらなければならない。命に関わるような重傷は負っていないはずだが、それでも傷付いたままにはしておけなかった。

			「なあ、リリィ。回復魔法をかけるだけの魔力は……」

			　残っているか？　と、声をかけようとしたおれの胸に、リリィが倒れ込んできた。

			「……え？」

			「ごめん、ご主人様」

			　服越しに感じるリリィの体は、異常な熱を持っていた。

			「ちょっと……限界、かも……」

			　おれに抱きとめられたリリィは、喘あえぐような調子で言った。

			「リ、リリィ……？」

			「安心、して……」

			　リリィはおれのことを見上げると、疲ひ弊へいしきって熱を持った顔に、精一杯の笑みを浮かべてみせた。

			「ちょっと、休む、だけ……だか、ら……」

			　最後にそう言い残して、その身はびしゃりと崩れ落ちた。

		

	
		
			　

			18　謎めいた笑み　～狂獣視点～

			　

			　人が足を踏み入れない山中を、おれは彷徨さまよい歩いていく。

			　歩くのにさほどの苦労はない。

			　道なき道を歩くのには慣れている。ここ最近は、ずっと深い森のなかを歩いていたからだ。

			　そんな記憶があった。

			　ついこの間のことのはずなのに、ほとんど断片的にしか思い出せないけれど。

			　だけど、確かにあれは過去にあったことだった。

			　助けを求めるために、ひとりきりで旅をした。

			　飢うえて、渇いて、傷付いて。

			　それでも、歩き続けた。

			　……だったら、いまは？

			　おれは、なんのために歩いている？

			　わからない。

			　目的地があるわけではない。

			　目的なんてもの、そもそも、持ち合わせていない。

			　わからない。わからない。わからない。

			　なにもかもわからない。

			　わからなく、なってしまった。

			　おれのなかに生じた『なにか』は、すでに致命的なくらいに、おれ自身を食い潰してしまっている。

			　だから、もうなにもわからない。

			　……いや。

			　それは本当だろうか？

			　ふと疑念が生まれた。

			　なにを疑問に思ったのかはわからない。

			　著いちじるしく低下した思考能力では、疑問を追及することさえ覚おぼ束つかない。

			　ただ、おれは思い出していた。

			　この世界に来てからのことを……。

			◆　◆　◆

			　最初は、ただ戸惑いだけが胸にあった。

			　異世界にやってきたのだとわかってからは、わくわくした。

			　自分に力があることがわかってからは、尚更のことだった。

			　特に、のちの探索隊のリーダーである、中なか嶋じま小こ次じ郎ろうに声をかけられたときには、心が躍ったものだった。

			　――こんな終わり方は認められない。

			　――みんなが力を合わせなければ駄目だ。

			　――お前の力が必要だ。一緒に来てくれ。

			　どんな状況だったのかは記憶にないが、そんな言葉をかけられたことだけは、おぼろに覚えている。

			　まるで物語みたいな出来事だった。

			　同じように声をかけられたみんなと、夢中になって戦った。

			　平凡で退屈な日常が終わり、なにかが始まったのだと感じられた。

			　おれは探索隊のメンバーとなって、コロニーを守るために戦い始めた。

			　……いいや、違う。

			　そうじゃない。

			　守るため、なんてのはおためごかしの言い訳だ。

			　楽しかった。

			　おれはただ、楽しかったのだ。

			　なかには『韋い駄だ天てん』飯野優奈のように、本気で現状に憤って戦っていた変かわり種だねもいたけれど、基本的にはみんな、おれと同じようなものだったはずだ。

			　自分のものとは思えないような力を振り回すのは楽しかった。

			　ばったばったと、この手でモンスターを薙なぎ倒すのは快感だった。

			　だけど、なにもかもを忘れて夢中でいられたのは、最初の１週間くらいのものだった。

			　あとは徐々に不安になった。

			　これからどうなるのか。

			　そんなことを考えると、不安で不安で仕方なかった。

			　それでも表面上は、周りに合わせなければならなかった。

			　それが、また苦痛だった。

			　そんなおれの内心は、付き合いの長い美穂姉ちゃんには筒つつ抜ぬけだったのだろう。

			　姉ちゃんは、おれのことを気遣ってくれた。

			　……そうだ。美穂姉ちゃんがいる。

			　そう思った。

			　おれのこの力は、姉ちゃんを……初恋の人を守るために、授かったものなのだ。

			　そう思えた。

			　自分が間違っていることは、薄々気付いていた。

			　おれは美穂姉ちゃんに恋をしていたから、守ろうとしたのではない。

			　守るための理由が必要だったから、姉ちゃんを好きになったのだ。

			　そんなの間違っている。歪ゆがんでいる。だけど、おれにはそうした考えに縋すがる以外に、術すべがなかった。

			　そんなおれが、姉ちゃんを守れなかったのは、当然の結末だったのかもしれない。

			　姉ちゃんを守ろうと思った、その発ほつ端たんから、おれは間違えていた。

			　なにをすべきなのか。自分はどうあるべきなのか。最初から、なにもわかっていなかった。

			　だから、失敗した。

			　……おれは、どうすればよかったのだろうか。

			　なにがしたかったのだろうか。

			　わからない。わからない。わからない。

			　なにもわからない。

			　ただ、おれの脳裏には、いまは遠い美穂姉ちゃんの笑顔だけが思い浮かんでいて……。

			「無様な姿ですね、高屋純」

			　朦もう朧ろうとしたまま歩いていたおれは、その声を聞いて足をとめた。

			◆　◆　◆

			　向かおうとしていた先に、見覚えのある少年が立っていた。

			　おれ自身が巨体になっていることを差し引いても、線の細い少年だった。

			　傍らには、精せい悍かんな印象の背の高い少年――の姿を模もしたモンスターが立っている。また、影絵のように黒い人型のモンスターが、両手を剣に変化させて、こちらを油断なく見据すえていた。

			　他にも10体ほどのモンスターが連れられており、少年の周りを固めている。

			「愚おろかなものですね」

			　細面に薄うつすらとした笑みを刷はいて、少年が言った。

			「真島先輩は素晴らしい。掛け値なしに。自分がなにをしたいのかもわからなければ、なにを願っているのかも理解していない、きみのような出来損ないが敵う相手ではないんですよ」

			「……」

			　生憎あいにくと、なにを言われているのかは、ほとんど理解できなかった。

			　ただ、嘲あざけられていることだけはわかった。

			　けれど、怒りは湧かなかった。

			　そんな感情も湧かないくらいに空っぽになってしまったのか。

			　それとも、罵ば倒とうの内容に納得してしまったのか。

			　わからない。

			　……どうでもよかった。

			「先輩に牙きばを剥むいた、その思い上がり、万死に値します」

			　少年が軽く手をあげると、その動作に応じて、少年の周りのモンスターが身構えた。

			　訓練された兵隊のように、整然とした動きだった。少年が一声命じれば、彼らは襲い掛かってくるだろう。敵の数は十数体。現在の傷付いた状態で敵う相手ではなかった。

			「……」

			　そうとわかっても、だからどうしようという気持ちにはならなかった。

			　唸り声ひとつあげる気にもならない。

			　自身の危機を前にしても、心には、さざ波ひとつ立たなかった。

			　それどころか、おれはどこかほっとしていた。

			　辛いのも、苦しいのも、悲しいのも、申し訳ないのも。

			　これですべてが終わるのだと感じられた。

			　だから、逃げることも身構えることもなく、無防備に視線を地面に落とした。

			　その場に突っ立っているだけで、碌ろくな反応も示さないこちらの態度を見て、少年は少し笑ったようだった。

			「このまま放っておいても遠からず死に至るでしょうが……折角、こうして見付けられたのです。この場でとどめを刺してやりましょう」

			　これで、終わり……。

			「……と、言いたいところですが、ただ殺してしまうには、ちょっとばかり惜しいのも確かですね」

			　ふと空気が変わった。

			　少年の言葉を聞いたモンスターたちが、一斉に引き下がる気配があった。

			　とはいえ、それもまた、おれにとってはどうでもよいことだ。

			　反応することなく、その場にただ立っていた。

			「きみのその力には、利用価値があります」

			　少年が差し出した手が、俯うつむいた視界の端に映った。

			　やはり、おれは反応する気にならなかった。

			「どうせ、あとは朽くちるだけの命でしょう。だったら、ぼくの役に立ちなさい」

			　なにを言われようとも変わらない。

			　おれはただ、その場に立ち続けていて――。

			「そうすれば、きみの望みを叶えてあげましょう」

			「……」

			　おれは……おれは、顔を上げた。

			　その言葉だけは、なぜだかするりとおれの意識に入ってきたのだった。

			「どうですか？」

			　尋ねる少年の細面には、謎めいた微ほほ笑えみが浮かんでいた。
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			　きっとおれにまともな知性があったとしても、意図を読むことなんてできなかっただろう。

			　なにを考えているのかわからない。

			　信じるに足る要素など、どこにもない。

			　けれど、不思議なことに、おれの目には彼が嘘をついているようにも見えなかった。

			　だから耳を傾けてしまう。

			「約束しましょう。ぼくのものになって働けば、いずれきみの望みは叶う」

			「……」

			　おれの脳裏には、自然と美穂姉ちゃんの笑顔が思い浮かんでいた。

			　望み。おれの望み。

			　願うこと。

			　おれは……おれは、美穂姉ちゃんを……。

			「決まったようですね」

			　気付いたときには、もう手遅れだった。

			　おれはもう、少年の言葉から逃れることができなくなっていた。

			「すべて投げ出してしまいなさい。すべてを寄越しなさい」

			　言葉がおれの存在を侵していく。

			「それが、願いの対価です」

			「ァ、ガァ……」

			　ほんのわずかに残っていたものが、掌てのひらから零こぼれ落ちていく。

			　散漫になっていた意識がほどける。

			　もともと、ほとんど失いかけていたものだ。すべてなくなってしまうまでに、そう時間はかからない。

			　そうして希薄になったおれの存在に……がちゃりと、首輪がかけられた。

			「ああ。やっぱり、そうだった。思った通り、ぼくの能力は通用した」

			　おれを見上げて、首輪の主である少年が言った。

			「ふふ。面白いですね。モンスターとはなんなのか。ぼくたち転移者とは……いいえ。そもそも、人間とはなんなのか。この世界、まだまだぼくの知らないことは多そうだ」

			　少年はまだなにか話し続けていたが、もうなにを言っているのか、おれにはわからなくなっていた。

			　おれのなかのおれの部分は、もうほとんど残っていない。

			「……王よ。なにを考えている？」

			　消え去ってしまう間際に、声を聞いた。

			　精せい悍かんな響きの、しかし同時に恐ろしく無機質で感情の感じられない声だった。

			「もうひとりの王である真島孝弘には、自分は敵ではないと言う一方で、水島美穂を求める狂獣には、願いを叶かなえると約束をする。いったい、どれが本当なんだ？」

			「さあ。どうでしょうね」

			　返ったのは、謎めいた笑い声。

			「ぼくはただ、自分の目的を果たすために動くだけですよ」

			　わからない。

			　多分、誰ひとりとして、彼を理解できる者はいない。

			　それはどこか悲しいことのようにも思えて……。

			　

			　そんな思考を最後に、おれはすべてを手放した。

		

	
		
			　

			19　愛してるをきみに

			　

			　目が覚めると、仰向けになって見上げた先に、満天の星空が見えた。

			「お目覚めになったのですか、ご主人様」

			　寝起きの漠ばく然ぜんとした意識のまま、夜空を見上げていると、声をかけられた。

			　首を傾けて視線を向ければ、ローズが地面に座ってなにやら作業をしている姿があった。

			　つい数時間前まで下半身を失っていた彼女だが、いまはもう万全の状態に戻っている。

			　崖崩れの際に遺失した道具袋を、ベルタが見付けてきてくれたからだ。

			　中にしまっておいた予備パーツに換装することで、ローズは万全の状態を取り戻した。こうしたあたり、人形型モンスターの強みといえるだろう。

			　しかし、彼女以外のメンバーについては、そう簡単にはいかなかった。

			　痛かったのは、第三階かい梯ていの強力な回復魔法を使えるリリィが倒れてしまったことだ。ほとんど全員が傷を負っており、移動もままならなかったため、離れていたシランたちと合流することさえ困難という有様だった。

			　結局、傷の浅かったベルタに頼んで、シランたちを連れてきてもらうことになった。

			　デミ・リッチと化した際に、シランは回復魔法を失っている。現状、実用レベルにぎりぎり堪たえる回復魔法を使えるのは、リリィを除けばケイだけだ。そこでケイには、傷が深かった飯野とガーベラの治療を頼むことにした。

			　治療の最中、目を覚ました飯野には、ことの経緯について簡単な説明をしておいた。

			　彼女は意外と静かに話を聞いたあと、すぐに寝入ってしまった。反応するだけの元気がなかったのかもしれない。明日にでも、今後のことについて、また話をする必要があるだろう。

			　ガーベラも今回の戦闘は堪こたえたのか、治療の途中で眠りに落ちていた。

			　いまは蜘く蛛も脚を畳んで座り込んで、すやすや寝息を立てている。再生した彼女の蜘蛛脚に寄り添うように、あやめを抱えたケイが体を丸めて寝入っているのが見えた。

			　ささやかな幸せを感じさせる光景に微ほほ笑えみを誘われつつ、おれは身を起こした。

			「……？」

			　そこで、なにかが服に引っかかった。

			　見下ろしてみると、どきりとするくらい近くに、加藤さんが横になっていた。

			「……ん」

			　無防備な吐と息いき。女の子らしい手が、おれの服の二の腕のあたりを握り締めている。
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			　そういえば……と思い出した。

			　比較的軽傷だったおれに関しては、加藤さんが回復魔法をかけてくれていたのだった。

			　地道に続けていた訓練の結果、加藤さんは回復魔法を扱えるようになっている。

			　とはいえ、まだレベルとしては第一階かい梯てい程度。効果は限定的なものだ。

			　傷の治りが少し早くなり、わずかな鎮ちん痛つう作用が望めるくらいのものだろうか。

			　それでも、塵ちりも積もれば山となる……ではないが、かけ続けていれば効果はある。

			「真菜は何度か休みを挟みながら、ご主人様にずっと回復魔法をかけ続けていたのです」

			　ローズが教えてくれた。

			「あとで、お礼を言ってあげてください」

			「ああ」

			　服を掴んでいた指を丁寧に解いてから、立ち上がる。

			　そんなおれの動作に合わせて、頭をもたげた影があった。

			「もうひとりの王よ」

			「ベルタか」

			　双頭の狼に、おれは向き直った。

			「今回は世話になったな」

			「王命だ。気にするな」

			　ベルタの反応は素っ気ない。

			　おれはかぶりを振った。

			「そうは言うけどな。それでも、お前に助けられたことには違いないんだ」

			「……」

			「ありがとう、ベルタ」

			　言ったところで、おれは首を傾げた。

			「……どうした？」

			　知性を宿した二対の瞳ひとみが、こちらを凝視していた。

			「知ってはいたが、お前は我らが王とずいぶん違うのだな」

			　ベルタはゆったりと尻尾しつぽを振った。

			「……いや。なんでもない。王からは、お前の身を守るように仰おおせつかっている。安心して過ごすがいい」

			　双頭の狼は、地面に身を横たえると、重ねた腕の上にふたつの顎あごを乗せた。

			　これ以上、話をする気はないらしく、目を閉じてしまう。

			「孝弘殿」

			　腰から伸びる触手がゆらゆら揺れているのを眺めていると、焚たき火の向こうにいたシランが声を投げてきた。

			「ローズ殿とベルタがおりますし、警報役としてわたしもおります。ここはお任せください」

			　太平楽に浮かぶ精霊を指差して、シランは微ほほ笑えむ。

			　見透かされているな、と苦笑が零こぼれた。

			　おれは彼女に礼を言って、その場を離れた。

			◆　◆　◆

			　パスを辿って歩いていく。

			　探していた彼女は、それほど離れた場所にいたわけではなかった。

			「リリィ」

			　声をかける。空を見上げていたリリィが、こちらに振り向いた。

			　

			　満天の星空を背にして、振り返る少女。

			　

			　にこりと笑うその光景に、既き視し感かんを覚えた。

			「――」

			　不思議な感覚があった。

			　おれはこの光景を知っている……。

			　そんなことを思って、おれは目の前の光景に見入って――

			「起きたんだね、ご主人様」

			　――少女の声が、おれを現実に引き戻した。

			　気付けば、さっきの不可思議な感覚は消失していた。

			　どこかバツの悪い気持ちで、おれは頭を掻かいた。

			「……動ける程度には、回復したんだな」

			「あはは。まだ万全からは程遠いけどねえ」

			　そう言って笑うリリィの体には、色がなかった。

			　やや扁へん平ぺいに広がったスライムの体から生えた少女の上半身は、透き通っている。

			　豊満な胸も、その下に伸びる腰までの蠱こ惑わく的なラインも、スライムの質感のままだった。

			「ご主人様は、体調のほう、どうなの？」

			「まだ体の芯に重さみたいなのは残ってるけど、おおむね回復した。加藤さんが頑張ってくれたからな」

			　言葉を交わしながら、リリィの上半身が生えたすぐ隣に座った。

			　普段と変わらない、慣れた距離感。

			　違うところがあるとすれば、リリィが寄り添ってこないことくらいだろうか。

			　体の前に垂らした両腕の先で指を組み合わせるようにして、リリィは静かに佇たたずんでいる。

			　落とした視線の先、彼女の手は、よく見れば腰に癒着していた。

			　指も造形されていない。

			　近くで見てみるとよくわかるが、少女の肌の質感だけでなく、造形自体も細部は再現されていなかった。

			　そんな彼女を横目にしながら、おれは口を開いた。

			「……あのさ、リリィ。ひとつ訊きいてもいいか」

			「なに？」

			「水島美穂の……転移者としての力の発現に、成功したのか？」

			　狂獣との戦いで、リリィは魔法道具の呪じゆ縛ばくを解いて、戦いに参加した。

			　種族としての限界を超えた力の行使。多種多様なモンスターの種族特性を武器とした戦い方は、樹海深部の白い蜘く蛛も、ガーベラにさえ迫るものがあった。

			　特に、最後に狂獣を退しりぞけた一撃は、半端なものではなかった。

			　あの一撃の重さだけに限れば、ガーベラさえも超えていた。

			　それらすべてが、新たな力の獲得を推測させるのに十分なものだった。

			「うん。そうだよ」

			　こちらに顔を向けたリリィが、小さく顎あごをひいた。

			　はにかむような笑みが浮かんだ。

			「魂たましいの奥底からの願いだけが、固有能力を発現させる。……結局のところさ、わたしは自分の望みから逃げ続けていたんだね」

			　再び空に視線が移った。

			「わたしはずっと、醜みにくいモンスターでしかない自分自身が嫌いだった。だけど、その分だけ強く、そんな自分を肯定したいって気持ちもあった。ご主人様みたいに、自分の壁を乗り越えたいって思ってた。そうすることでしか、胸を張ってご主人様の隣に立つことはできないから」

			　醜いモンスターとしての自分自身を肯定したい。

			　それが、リリィの望みだったのか。

			　転移者の固有能力は、願いを反映したものになる。

			　己の身の裡うちに巣食う怪物たちを剥むき出しにしたあの力は、部分擬態という種族としての限界を超えた力であると同時に、リリィの願いの表出でもあったということだ。

			　リリィは遠い空を見詰めて口を開いた。

			「わたし、もっともっと強くなるよ」

			　まだリリィは新しく手に入れた力に慣れていない。

			　慣れれば、よりよく戦えるようになるだろう。

			　……なんて、それだけの意味の言葉ではないことは、明らかだった。

			　主であるおれに相応ふさわしい存在になるために、リリィはこれからも歩みをとめることはない。

			　そのためになら、どこまでだって強くなれると信じている。

			　その確信が、彼女の力になる。

			　それが、眷けん属ぞくとしての彼女の在り方なのだった。

			「……これは、大変だな」

			　口のなかだけでつぶやいて、おれは苦笑した。

			　彼女に相応ふさわしい主であるために、おれも負けず努力を続けなければならない。

			　本当に、大変だった。

			　それは決して、嫌なことではなかったけれど。

			「あ。だけど、ごめんね」

			　一途な表情を笑顔で崩して、リリィがこちらを振り向いた。

			「魔法が使えなくって。みんな、治療が必要なのに」

			「別に謝るようなことじゃないだろう」

			　リリィの手に入れた力は強大だが、その分だけ、これまでになく消しよう耗もうが早い。

			　部分擬態能力まではともかくとして、最後に狂獣を打ちのめした一撃は、体にかかる負担も半端なものではなかったらしい。現状のリリィは、魔法どころか、種族特性であるはずの擬態能力さえまともに使えないほど、消耗してしまっていた。

			　いまのリリィが少女の体を構成できていないのは、そのためだ。

			　あれだけの力を行使した代償というべきか。

			　あるいは、さっきの話を聞いたうえで考えると、それ自体がリリィの獲得した能力の一端だという見方もできる。

			　モンスターとしての自分自身を晒さらすこと。そんな自分を肯定すること。それが彼女の願いなのだから。

			　えへへ、と笑うリリィの姿を見て、おれは――。

			「……んんっ!?」

			　頬ほおに手を伸ばして、軽くキスをすると、リリィは酷ひどく驚いた様子を見せた。

			　どれくらい驚いたかといえば、立ち上がっていた上半身が一瞬、びしゃりと形を失った。

			　改めて、唇を両手で押さえたリリィの上半身が、さっきより50センチ遠くに生えた。

			「な、なにするの？」

			「なにって……」

			　なんだか愛おしさが膨ふくれ上がって、衝動に突き動かされてしまった。

			「ひょっとして、嫌だったか？」

			「そ、そんなことはないけど」

			　おれが尋ねると、リリィは両手を胸の前で振った。

			　いい加減な造形の手の先から、スライムの体組織が少し飛び散った。

			　そんな自分の手に一瞬視線を落として、リリィは表情を曇らせた。

			「むしろ、いまのわたしにキスなんてしていいのかなっていう……」

			「どういう意味だ？」

			「……気持ち悪くない？」

			　ああ。

			　なるほど。

			　そのあたりを気にしていたから、普段みたいにくっついてくることもなかったわけか。

			　納得して、おれは場所を移動した。

			　密着する位置に座り直して、リリィの上半身を抱き締める。

			　両腕に感じる柔らかさは、普通の女の子のものとは違って、独特の弾性があった。

			　触れた肌の表面はなめらかで、ひんやりしていた。

			　重ねた唇の感触は普段と違っていて、舌を差し入れるとリリィの味がした。

			「なっ、な、なな……っ」

			　唇だけ離して、至近距離から見詰めると、リリィは上うわ擦ずった声をあげた。

			　おれは首を傾げた。

			「……動揺し過ぎじゃないか？」

			　これまでだって何度も、キスくらいしている。

			　というか、恋人同士、体を重ねた関係だ。

			　胸が高鳴ったり、愛おしさで胸が潰れそうな感覚を覚えるのは、初めてのときと変わらないにしても、今更、この程度の愛情表現で動揺するようなことではない。

			「だって」

			　眉尻を下げたリリィは、弱った声を出した。

			「ご主人様から迫られるのって、これが初めてだし」

			「……」

			　大体全部、おれのせいだった。

			　そんなつもりはないのだろうが、ヘタレ野郎と言われた気持ちになった。

			　言い訳もできないが……。

			　とはいえ、今夜はそうはいかない。

			　言葉だけでなく、行動で示すことだって、ときには大事なことだ。

			　自分のなかにある壁を乗り越えて、リリィはモンスターとしての自身の一面を肯定した。

			　その結果として、現在のリリィがある。

			　だとすれば、そんな彼女を認めてあげるのが、おれの役割だと思うのだ。

			　リリィがどんなリリィであろうと愛し続ける。

			　そう示すことが、自分を肯定したいと願った彼女の一助になればいいと思いながら……。

			「愛してる、リリィ」

			「……わたしも。大好きだよ、ご主人様」

			　おれは愛しいモンスターの少女を両腕に抱き締めて、深く唇を重ねた。

		

	
		
			　

			番外編１　人形の背を押す少女　～加藤真菜視点～

			　

			　鑢やすり掛けをする手付きが、まるで躍るかのようだった。

			「ご機嫌ですね、ローズさん」

			　声をかけると、作業をしていたローズさんがこちらを向いた。

			　ふたりきりでいるため、いまの彼女は仮面を付けていない。

			　露わになったその顔立ちは、まだ無機質な印象が強い。それでも、最近ではずいぶんと笑うのが上手くなった。

			「機嫌がいい理由は、ひょっとして、リリィさんのことですか？」

			　つい先日の事件で、大変な目に遭ったリリィさんは、現在、療りよう養よう中だ。ただ、その事件を通じて真島先輩との絆きずなが深まったらしく、回復までに時間がかかる状態ではありながらも、日々を幸せそうに過ごしていた。

			　そんな姉の姿を見て、ローズさんが嬉しそうな様子でいたことを、わたしは覚えていた。

			「真菜にはなんでもお見通しなのですね。ええ。リリィ姉様のこともあります」

			　答えたローズさんが手をとめて、鑢を置いた。

			　わたしは意図を察して、近くにあったひとつ細かい目の鑢を手渡した。

			「これですか？」

			　隣で見ていることが多いので、おおよその工程は理解している。いまの工程に、次はなにが必要なのかも、自然と察することができるようになっていた。

			「ありがとうございます、真菜」

			「いえいえ」

			　こうした小さなやりとりに幸せを感じる素養が自分にあると知ったのは、この異世界にやってきてからのことだ。幸せなんて諦あきらめていた頃もあったことを思えば、わたしにとって、いまのこの時間は望外の幸運にも感じられた。

			「それで、ローズさん。『リリィさんのこともある』というのは？」

			　再び鑢やすり掛けを始めたローズさんに、わたしは尋ねた。

			「リリィさんのことだけじゃないんですか？」

			「ええ。いまは、ガーベラのことを考えていました」

			「ああ……」

			　詳しい経緯を聞いたわけではないが、どうやらガーベラさんは真島先輩に想いを告げたうえで、その想いを受け入れてもらったらしい。

			　正直、少し驚いた。

			　ごく一般的な……どちらかといえば、堅いくらいの恋愛観を持っていた先輩を、よくぞ陥かん落らくさせたものだ。さすがガーベラさん。樹海の白い蜘く蛛もの突進力と破壊力は、そうした方面でも十分に力を発揮したらしい。

			　わたしとしても、それを喜ばしいことだと感じていた。

			　ガーベラさん本人の幸せという意味でもそうだが、ローズさんにとっても、これは決して悪いことではない。

			　真島先輩のお堅い部分を、ガーベラさんが打ち砕いてくれたとも言えるからだ。

			　基本的に控えめで、一歩うしろに下がってしまうところのあるローズさんにとって、これは決して悪い状況ではない。

			　ただ、別の視点から見ると、現状は先を越されてしまったとも表現できる。

			　ローズさんは、そんなことをこれっぽっちも気にしていない……どころか、妹の幸せを純粋に喜んでいる。そうした姿は、とても彼女らしいもので、微ほほ笑えましくも感じられるのだけれど、もう少しくらい焦ったほうが、本人のためにはよいのではないかとも思うのだ。

			　このままでは、いつまで経っても進展しない。

			　誰かが背中を押す必要があった。

			「ローズさん」

			　ちょっと考えてから、わたしは口を開いた。

			「そろそろ、真島先輩の前で仮面を取ってみませんか？」

			「……」

			　ローズさんが取り落とした鑢やすりが、膝の上を転がり落ちた。

			「いま、なんと？」

			　ぎぎぎぎぎ、と。

			　こちらを向く仕草が、まるで錆さび付いた機械のようだった。

			「ご主人様に、見せるのですか？」

			「はい。ローズさんも、ずいぶん自然な表情を作れるようになりましたし、いい頃合いだと思うんですよね」

			　なにもかも、まずはこの一歩を踏み出さないことには始まらない。

			　わたしが見る限り、女性らしい装いをするようになったローズさんを、真島先輩は女性として意識している。そろそろ、もう一歩、踏み出してみてもよいのではないかと思うのだった。

			「で、ですが、まだぎこちなさが残っていますし……」

			「駄目ですよ、ローズさん」

			　わたしは、立てた指をローズさんの目前に突き出した。

			「完かん璧ぺき主義なのは悪いことじゃありませんけど、それで身動きが取れなくなっては仕方ありません。完成度を追及し始めればきりがありませんし、どこかで思い切ってしまわないと」

			　鼻はな白じろんだローズさんの顔を、わたしは正面から見詰めた。

			　こうした反射的なところにこそ、練習の成果というのは現れるものだ。ここまで彼女が、仮面の下でどれだけ地道な努力を続けてきたか、わたしはよく知っている。確かに、ぎこちのないところはまだあるかもしれないけれど、それはローズさんの魅力を損なうものではなかった。

			「……ですが、本当に大丈夫でしょうか」

			　ローズさんは、視線を地面に落とした。

			「ご主人様に、ご不快な思いをさせてしまわないでしょうか」

			　頼りない声でつぶやく。

			　いつもはあんなにも頼もしいのに、自分のこととなると自信がないのだ。

			　そんな彼女の姿が、いじらしく、また、愛おしい。

			　わたしは立ち上がると、ローズさんのもとに歩み寄った。

			　膝をつくと、顔を上げたローズさんと視線を合わせた。

			「大丈夫。いまのローズさんなら、先輩の前に出ても恥ずかしくありません。それは、わたしが保証します」

			「真菜……」

			「それどころか、骨抜きにしてしまうかもしれませんよ」

			「……リリィ姉様やガーベラがいる以上、それは難しいと思いますが」

			　冗談めかしてわたしが言うと、ようやくローズさんは口元をほころばせた。

			「そうですね。いつまでも自信がないなどと言っていては、力になってくれている真菜に失礼というものですか」

			　ローズさんはひとつ頷うなずいた。

			「わかりました、真菜。勇気を出してみます」

			「頑張ってください、ローズさん」

			　わたしもまた、口元を緩めて頷き返した。

			「そうと決まれば、やるべきことを相談しなくちゃですね」

			「はい。もう一度、表情におかしなところがないか、チェックしてもらえますか？」

			「それは、もちろん。最終調整は念入りにしておかないとですからね。他にも、やることはいっぱいありますよ。ガーベラさんに頼んでいた新しいお洋服は、もう準備ができていますから、あとは細かい小物を揃えないと。タイミングだって重要ですね……」

			　話すべきことはたくさんあった。

			　楽しいな、と思う。

			　こんなにもいじらしくて、可愛かわいらしいローズさんの一面を、早く先輩にも知ってもらいたい。彼女の頑張りが報われる日のことを思うと、わたしは胸が浮き立つのを抑えられなかった。
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			番外編２　わたしと彼の関係　～飯野優奈視点～

			　

			「なかなか治らないわね……」

			　退屈さに堪たえ切れず、わたしは小さく溜め息をついた。

			　地面に投げ出した足には、包帯が巻かれている。

			　真島孝弘の一行に追いついて、交戦して……なんの因果か最後には共闘するに至ってから、すでに１日が経過していた。

			　加藤さんに傷付けられたわたしの傷は、まだ治っていない。

			　わたしの身体は、それなり以上に頑丈だ。常識外れた速度には、それを支える強度が要る。速いだけというのはありえない。付け加えて言うなら、回復力についても常人離れしていて、このあたりが、自分の体を異常だとわたしが認識している所以ゆえんでもあった。

			　だというのに、加藤さんのナイフは、そんなわたしの体に、そうそう簡単には回復しないだけの深手を負わせた。

			　この場合、恐ろしいのはナイフの切れ味のはずなのだが、わたしはどちらかというと、持ち手の執念のほうに恐怖を感じていた。

			　実際、昨日の夜は、夢に出てきた。

			　今日の夜も出てきそうで怖い。

			「ごめんなさい、優奈様」

			　さっきまで回復魔法をかけてくれていたケイが、すまなさそうな顔で謝った。

			「え？　なにが？」

			「わたしの腕が悪いから、回復に時間がかかってしまっていて」

			　そうは言うが、ケイの回復魔法の腕は、決して悪くはない。

			　確かに第三階かい梯ていの回復魔法なら、今頃、完治していたかもしれない。しかし、第二階梯の回復魔法というのは、治療を専門とする魔法使いが扱える平均的なレベルだと聞いている。年齢を考えれば、彼女は十分に優秀と言えるだろう。魔力切れになって休憩を挟みながらも、よくやってくれていた。

			「ケイ。あなたがそんなこと、気にしなくていいのよ？」

			　謝罪するケイに、わたしはなるべく軽い口調を心掛けて返事をした。

			「わたしは治療をしてくれているあなたに、感謝しなくちゃいけない立場なんだから」

			　誰かさんの言葉ではないけれど、最悪のケースとして、わたしは怪け我がをしたまま山のなかに放り出されていたかもしれなかったのだ。もしもそうなっていたらと思うと、身震いがする。ケイには、感謝してもし足りなかった。

			「むしろ、もう少し偉ぶったっていいくらい」

			「そ、そんな！　偉ぶるだなんて！」

			　ぶるぶると両手を振って、ケイは目を伏せた。

			「畏おそれ多いです」

			「……」

			　わたしは、苦笑いの発作を抑えなければいけなかった。

			　わたしとケイとの間には、越えがたい距離があった。

			　それは、この世界で勇者として敬われているわたしにとって、当たり前に存在するものだ。

			　それが今更、こうして気になっているのは、真島と親しげに言葉を交わしている彼女の姿を見たからだった。

			　真島だけじゃない。加藤さんとも、ケイは普通に接していた。

			　この世界にやってきてから、あんなふうに異世界の人たちから接してもらったことは、これまでになかった。わたし以外の他の転移者が、そんなふうに交流しているのも、見たことがなかった。わたしたちは、この世界にとって勇者であり、そうあることしかできないのだと、頭のどこかで考えていた。

			　だからだろう。そんな真島や加藤さんとは違って、いくつも年下の女の子にこうも畏かしこまられてしまう自分はなんなのか……なんてことを、考えてしまったのは。

			「あの、優奈様。優奈様は、もう孝弘さんに怪け我がさせたりしませんよね」

			　健けな気げな表情で、こんなことを言われてしまえば、なおのことだった。

			「ケイ」

			　窘たしなめるような調子の声が、わたしたちの間に落とされた。

			「優奈殿は『治療のあとで態度を翻ひるがえして襲い掛かってくるようなことはない』と約束されました。それを疑うのは失礼ですよ」

			「ご、ごめんなさい。シラン姉様」

			「わたしに謝っても仕方がないでしょう。優奈殿。ケイが失礼をいたしました」

			　謹きん厳げんな調子で謝罪されてしまう。

			　シランさんの隣では、ケイもぺこりと頭を下げていた。

			「あ。ううん。別に謝るようなことじゃないし……」

			　言いながら、両手を体の前で振った。

			　その手が重力に引かれて、ぱたりと落ちた。

			「……」

			　かっちりとした彼女たちの態度に、なんだか線を引かれてしまった気分になった。

			　わたしは、小さく溜め息をついた。

			「ちょっと散歩してくるね」

			　少し足を庇かばいつつ立ち上がると、ケイが目を丸めた。

			「え？　大丈夫ですか」

			「走るのはまだ無理だけど、ゆっくり歩くくらいならもうできるから」

			「だけど、モンスターが出るかも……」

			「それこそ問題ないってば。足が使えなくても、襲い掛かってくるモンスターを撃退するくらいならできるしね」

			　わたしは自分の細剣の他に、高屋くんの剣を腰にさげた。

			　この宝剣はエベヌス砦とりでから貸たい与よされていたものなので、わたしが責任を持って返還することになっている。普段なら、遠距離攻撃をするより駆け寄って殴ったほうが早いのだけれど、いまのわたしにとっては丁度いい武装だった。

			「お気をつけて」

			　距離を保ったままの声を背に、わたしは歩き出した。

			◆　◆　◆

			　川沿いの平坦な地面を探して、リハビリがてら歩いていく。

			　動けないままでいたことで溜まっていたストレスが、ほぐれていくのを感じた。

			　一応、ここもモンスターが棲すみ付いているキトルス山脈の危険な山中なのだけれど、わたしにとって、それはあまり問題にはならない。風を切って走れば気持ちいいだろうに、それができないのだけが残念だった。

			　気分転換に出てきたのは、正解だったようだ。

			　体を動かしたことに加えて、単にひとりになったことによる解放感もあった。

			　戦わないと約束したものの、真島の眷けん属ぞくや同行者は、わたしのことをまだ警戒しているふしがある。そんな彼女たちのなかにひとりいて、居心地良いはずがなかった。

			「といっても、警戒されてしまうのは仕方ないところもあるんだけどね……」

			　ひとりごちる。

			　そう。警戒されるのは、仕方ないことなのだ。

			　それは単に、一度は敵に回ったからというだけの話ではない。

			　いまでも、わたしには真島孝弘という人間に対して、引っ掛かっている部分がある。そこが問題なのだった。

			　もちろん、いまとなってはわたしも、あいつが極ごく悪あく非ひ道どうな人にん非ぴ人にんだとは思っていない。

			　真島は、悪い人間ではないのだろう。

			　わたしの抱いている居心地の悪さは、ある意味、真島に寄せられる周囲の好意の表れと言っていい。眷属のモンスターはもとより、シランさんは真島に厚い信頼を寄せ、ケイは純粋に懐なついている。それは、ある種の衝撃をわたしに与えるくらいに、親密なものだ。もしも真島が悪人なら、素朴な性質の彼女たちと、あのような関係を築けるはずがなかった。

			　なにより、わたしはこの目で、真島が眷けん属ぞくのために命懸けで戦うのを見ていた。チリア砦とりで襲しゆう撃げき事件のときも、同じように必死で戦ったのだろうと、いまのわたしには容易に想像ができる。少なくとも、あいつは私利私欲のために悪事を働くような男ではない。それは、否定することのできない事実だった。

			　だけど、同時にわたしにはひとつだけ、どうしても引っ掛かっているところがあった。

			　端的に言えば、あいつのことを許せないと、いまでも感じていた。

			　真島の同行者たちは、わたしのそうした部分をどこかで感じ取っているのだろう。

			　だから、ああして警戒されてしまうのも無理のないことではあって――

			「――なにか用？」

			　引ひき摺ずり気味に進めていた足をとめた。

			　振り返る。そこには『透明な少女』の姿があって、わたしは少し表情が歪ゆがむのを自覚した。ある意味、いま考えていたのは、彼女に関することと言ってもよかったからだ。

			「リリィさん、ついてきてたの？」

			　強こわ張ばった声が出た。

			　目の前の存在に対して、容易には拭ぬぐえない拒絶感を覚える自分がいた。

			　亡くなった水島美穂の姿かたちを奪ったモンスター。

			　出会ったときとは違い、高屋くんとの戦いの後こう遺い症しようで、いまの彼女の姿はひと目でモンスターだとわかる、スライムの質感を残したものになっている。とはいえ、その存在が水島美穂を下敷きにしていることに変わりはない。

			　その事実が、胸を引っ掻かいてならなかった。

			　元の世界にいた頃から、わたしは水島美穂と知り合いだった。友人グループは別だったし、休日に一緒に遊びに行くほど親しかったわけではないけれど、学校での交流はあった。彼女のことを思うと、どうしても目の前の存在を受け入れる気にはなれなかったのだ。

			「なにかわたしに話でも？」

			　自然、つっけんどんな尋ね方になる。それを取り繕うつもりもなかった。

			　こちらが不機嫌なことは、これで伝わっているはずだ。

			　けれど、目の前の少女が怖おじることはなかった。

			　ただ、少しだけ困ったふうな笑みを、透き通った容よう貌ぼうに浮かべた。

			「うーん。わたしには話すことはないんだけどね」

			「なにそれ？　だったら、どうして追い掛けてきたの？」

			　訝いぶかしく思って見返す先、少女は笑みの種類を変化させた。

			　ほんのかすかに――けれど、決定的に。

			「どうしても、飯野さんが真島くんのことを許せないみたいだからさ。これもう、わたしが出てくるしかないのかなって思って」

			　またしてもよくわからない台詞せりふに、わたしは眉を寄せた。

			　からかわれているのだろうかと思って、棘とげのある声が出た。

			「それって、どういう……」

			　言い掛けたわたしは、違和感を覚えて、口を噤つぐんだ。

			　いま、目の前の彼女は、真島くんと言った。

			　真島の眷けん属ぞくであるリリィさんは、彼のことを、そんなふうに呼んでいただろうか？

			　それに……わたしが出てくるしかない？

			　誰が？　どこに？

			　不可思議なことを言う少女を、わたしはまじまじと見詰めた。

			　膨ふくれ上がる違和感が、自然と口を開かせた。

			「あなた……誰？」

			　目の前の少女は――違う。

			　確信めいた思いが、わたしのなかに浮かび上がっていた。

			「さあ、誰でしょう？」

			　くすくすと、悪戯いたずらっぽい笑い声が耳を擽くすぐった。

			　リリィさんと近くて、どこか違う少女の声。以前にも聞き覚えがある、その響き。

			　こちらに向けられる微ほほ笑えみに、目が引き寄せられる。

			　おかしな話だ。わたしの目には、万全の状態のリリィさんが擬態した水島美穂の姿よりも、目の前のスライムの質感そのままの少女のほうが、真に近く感じられたのだ。

			　それが意味することは、つまり……。

			「まさか、水島さん？　本物の？」

			「正解」

			　返答は、軽やかなものだった。

			　そんな在り方が、いっそう、記憶のなかの彼女と被さっていた。

			　呆然とした声が、わたしの口から零こぼれ落ちた。

			「そんな……嘘」

			「驚くのも無理ないと思うよー。わたしとしても、まさかこんなことになるなんて、思ってもみなかったしね」

			　同意を示すように、少女はこくこくと頷うなずいた。

			「人生なにがあるかわからないとは言うけれど、それにしたって限度があるよねえ」

			「……」

			　どうやら本当に、彼女は水島さんらしい。

			　とはいえ、にわかには信じられることではなかった。

			「いったい、どういう……？」

			「あー……ごめん。実は、あんまり話している時間はないんだ」

			　事情を尋ねるわたしの言葉を、水島さんはすまなさそうな顔で遮さえぎった。

			「ほら。いまは擬態を利用してこうして出てきているわけだけど、これって長くは続かないんだよね。もっと慣れれば、話は別かもしれないんだけど、いまはちょっとね」

			　わたしをいたく驚かせた水島さんの登場だが、どうやら不都合もあるようだった。

			　そうそう虫のいい話だけでは済まないということだろう。水島さんは続けた。

			「集中力が切れる前に、無理してまで出てきた用件を済ませちゃっていいかな？」

			「用件？　って、なに？」

			　混乱しながらも、わたしは言葉を拾い上げる。不明な点も多いけれど、時間がないというのなら、説明は諦あきらめるほかない。

			　彼女の話を聞かなければならなかった。

			　聞く態勢を見せたわたしの姿に、満足そうに頷うなずくと、水島さんは口を開いた。

			「飯野さんと真島くんとの仲をどうにかしたいと思って」

			　予想もしない言葉に、わたしは戸惑った。

			「なに、それ？　どうして水島さんが、そんなことを……」

			「うーん。だって、飯野さん、わたしのことを思って、真島くんに怒ってるでしょ？　それでふたりの仲がおかしくなっちゃうのは、わたしとしては、ちょっと困るんだよ」

			　説得のための言葉を探っているのか、考え考え、水島さんは言葉を紡つむいだ。

			「困る？」

			「そう。えっとね、飯野さんがわたしのためを思って、怒ってくれているのは嬉しいんだ。だけどね、わたしはいまの境きよう遇ぐうについて納得してるんだよね」

			　それは、わたしが前提としていたものを崩す告白だった。

			「納得してる……って、え？　怒ってないの？」

			「うん」

			　思わず確認してしまうが、あっさりと肯定される。

			　特に悩むこともなく、自分のなかの当たり前を答える口調だった。

			　時間がないせいか、詳しいことを話すつもりはないようで、水島さんがなにを考えて、そういう結論に達したのかはわからない。それでも、彼女が嘘を言っていないことは伝わってきた。

			「だからさ、飯野さんが真島くんに怒ることもないんだよ」

			「……」

			　知らされた事実は、ある種の衝撃をわたしに与えた。

			　なぜならそれは、わたしにとっての真島孝弘という少年の立ち位置を、がらりと変えてしまいかねない事実だったからだ。

			　それを知ってか知らずか、水島さんは笑顔で続けた。

			「飯野さんには、真島くんと仲良くしてもらえたら嬉しいな」

			「な、仲良く？」

			「うん。ふたりとも真面目だし、相性は悪くないと思うんだよね」

			　さらりとした口調で、とんでもないことを言い出した。

			　いや。そうでもないのだろうか？　わからない。わたしは混乱していた。

			「どうかな？」

			「どうって、言われても……」

			　返す言葉が出てこない。

			　たっぷり10秒ほども黙り込んでいただろうか。

			　沈黙を破ったのは、がさがさと茂みの鳴る音だった。

			　思わずわたしは、びくりとしてしまった。

			「……ああ。ここにいたのか、リリィ」

			　そんなことを言いながら、茂みを揺らして真島が現れた。

			　そのうしろには、護衛役なのだろう、仮面をかぶった灰色の髪の少女の姿もあった。

			「って、飯野も一緒だったのか」

			「うん」

			　何事もなかったかのように、ふたりはやりとりを始めてしまう。

			「ふたりでなにをしてたんだ？」

			「んーん。たいしたことじゃないよ」

			　そこにいるのは、もう水島美穂ではなかった。真島が現れたから引っ込んだのか。あるいは、時間切れだったのかもしれない。

			「飯野さんが出ていくのが見えたから、少し心配になって。ついてきたの」

			「いや。リリィのほうが弱っていて危ないんだから、大人しくしておいてくれ」

			「はぁい」

			　返事をしたリリィさんが、こちらを向いた。

			　他の誰にも見えない角度で、密やかに、その唇が「秘密だよ」と動いた。

			　いまの彼女は、どちらなのだろうか。そんな疑問に囚われつつ、ほとんど無意識のうちに頷うなずいたところで、ふと真島と目があった。

			「飯野もだぞ」

			「え？　なにが？」

			「お前にとって、ここが危険な場所じゃないのは理解できる。だけど、怪け我が人なのも確かなんだ。あまり不用意にひとりで出歩かないほうがいい」

			　かなり渋い顔をしながらではあったけれど、普通に気遣われてしまった。

			「あ？　え、う……？」

			　言葉に詰まってしまったのは、さっきの水島さんの言葉が、耳の奥に残っていたせいだ。

			　仲良くする？　わたしと、真島が？

			　確かに、水島さんが現状を受け入れているのなら、わたしが真島に敵意を持つ理由はない。

			　なくなってしまった。

			　そのうえで、考え直す。真島孝弘とは、どのような存在なのか？

			　自分の大事なもののために命を懸けられる彼の在り方は、賞賛されるべき類のものだろう。

			　高屋くんと一緒に戦おうと取引を持ち掛けにきたときの、覚悟を決めた表情は、この目に焼き付いてしまっている。また、生真面目な性格だって好感が持てるもので、ひょっとするとそれは、厳格だったわたしの父を思い出させるところが、どこかにあるせいかもしれなかった。

			　だけど同時に、真島と仲良くなると考えると、どういうわけか、酷ひどく気き後おくれしてしまう自分がいた。

			　はっきりとした理由はわからない。

			　わからない、けれど……それは、当然のことなのかもしれなかった。

			　なにせ、あれだけ刺々しい言葉をぶつけた相手だ。

			　いろいろ言われた相手でもある。

			　そもそも、はっきりと「嫌いだ」と告げられてもいる。

			　二度も馬鹿って言われた。

			「……」

			　なんだか、前よりも腹が立ってきた。

			「どうした？」

			　わたしが唇をへの字に曲げると、真島は不審そうに尋ねてきた。

			「なんでもない」

			「なに怒ってるんだ？」

			　わけがわからない、という顔をする真島を睨にらみ付ける。

			「わたしだって、あんたのことなんて嫌いなんだから」

			「なんだ、それ……」

			　ぼやく真島の脇を、わたしは通り抜ける。

			　すべてを知っているリリィさんの苦笑いには、見えなかった振りをして、うまく動かない足をもどかしく引き摺ずりながら、その場をあとにした。

			　

			　わたしが真島と仲良くなることは、これから先もないだろう。

			　というか、ありえない。絶対にない。あって堪たまるか。

			　誰が馬鹿だ。わたしだって、あんたのことなんて嫌いだ。

			　嫌な奴。嫌いな相手。

			　わたしにとって、真島孝弘とは、どうしようもなくそういう存在で。

			　だからこそ、二度とあいつに馬鹿なんて言われたくないと感じている。

			　この感情は、きっとそういうことなのだろうと、わたしは思った。
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